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大空町議会会議録 

 

 

１ 応招議員は次のとおりである。 

 

 

 １番  品  田  好  博    ７番  松  岡  克  美  

 

 ２番  中 堀 君 子    ８番  深 川  曻  

 

 ３番  近 藤 哲 雄    ９番  勝 田 鉄 城  

 

 ４番  松 田 信 行    10番  小 島 一 弘  

 

 ５番  齋 藤 宏 司    11番  田 中 勝 吉  

 

 ６番  植 田 泰 弘    12番  後 藤 幸 太 郎  

 

 

 

２ 不応招議員は次のとおりである。 

 

 

 

３ 出席議員は応招議員と同じである。 

 

 

 

４ 欠席議員は不応招議員と同じである。 
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５ 会議事件のために出席した者は次のとおりである。 

 

 

町 長  教 育 委 員 会 委 員 長 

代 表 監 査 委 員  農 業 委 員 会 会 長 

副 町 長  産 業 課 長 

総 合 支 所 長  産 業 課 参 事 

会 計 管 理 者  建 設 課 長 

総 務 課 長  住 民 福 祉 課 長 

総 務 課 参 事  産 業 建 設 課 長 

住 民 課 長  総 務 課 主 幹 

福 祉 課 長   

教 育 長  生 涯 学 習 課 参 事 

生 涯 学 習 課 長   

監 査 委 員 事 務 局 長  農 業 委 員 会 事 務 局 長 

 

 

６ 職務のため出席した事務局職員は次のとおりである。 

 

 

事務局長、主査、書記 

 

 

７ 会議事件及び議事日程は別紙のとおりである。 
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開会 午前１０時００分 

    ◎開会の宣告 

◇議  長 おはようございます。 

   ただいまから平成２５年第４回大空町議会定例会を開会します。 

 

    ◎開議の宣告 

◇議  長 これから本日の会議を開きます。 

 

    ◎日程第１ 会議録署名議員の指名 

◇議  長 日程第１、会議録署名議員の指名を行います。 

   会議録署名議員は、会議規則第１２７条の規定によって、議長において、４

番、松田信行議員及び５番、齋藤宏司議員を指名します。 

 

    ◎日程第２ 議会運営委員会審査報告 

◇議  長 日程第２、議会運営委員会審査報告を行います。 

   議会運営委員会審査の結果について、委員長から報告の申し出がありますの

で、これを許します。 

   議会運営委員会委員長、植田泰弘議員。 

 

◇議会運営委員会委員長 議会運営委員会の審査結果を報告いたします。 

   去る１２月１１日に議会運営委員会を開き、本日開会の定例会の会期等につい

て協議をいたしました。 

   本定例会では、一般質問者が５人、町長から提出されております案件は、１２

件であります。その内訳は、諮問１件、一般議案８件、補正予算３件です。その

ほか決算認定８件、報告１件、発議として意見書、議会提出議案等も予定されて

おります。 

   一般質問及び提出議案の内容、件数から、本定例会の会期は、１２月１７日本

日開会し、常任委員会審議の日程を含め、１２月１９日までの３日間とすること

が妥当であると全会一致で判断いたしましたので、報告いたします。 

   以上、議会運営委員会の審査報告といたします。 

 

◇議  長 これで議会運営委員会審査報告は終わりました。 

 

    ◎日程第３ 会期の決定について 

◇議  長 日程第３、会期の決定についてを議題とします。 

   お諮りします。本定例会の会期は、先ほどの議会運営委員会審査報告のとお

り、本日から１２月１９日までの３日間にしたいと思います。 

   御異議ありませんか。 

             （「異議なし」の声あり） 

◇議  長 異議なしと認めます。 
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   したがって、会期は本日から１２月１９日までの３日間に決定しました。 

 

    ◎諸般の報告 

◇議  長 この際、諸般の報告を行います。 

   事務局長に報告いたさせます。 

   鈴木事務局長。 

 

◇事務局長 諸般の報告を申し上げます。 

   ただいまの出席議員は、１２名全員であります。 

   本日の会議に説明のために出席する者の職、氏名は一覧表として配付している

とおりであります。 

   本日の議事日程は、お手元に配付しております議事日程表のとおりでありま

す。 

   前議会から本日までの議会の動向につきましては、手元に配付しているとおり

であります。 

   本日、議会事務局職員による議会広報用の写真撮影を申請し許可を得ておりま

すので、御了承を願います。 

   次に、議案番号の訂正について御報告申し上げます。 

   このたび、６月の第２回定例町議会において町長から提案のあった、議案第４

９号「委託契約の締結について」が、先の３月、第１回町議会定例会で提案され

ておりました「平成２４年度大空町一般会計補正予算（第８号）」と議案番号が

重複していることが判明いたしました。地方自治法第１０４条の規定による議長

の議事整理権に基づき、議案第４９号を第５０号とし、以降議案第７７号までの

議案番号を１号ずつ繰り下げる訂正処理をさせていただきました。議案番号を管

理しております、議会事務局長の点検が行き届いていなかったと反省しておりま

す。誠に申し訳ございませんでした。お詫びを申し上げ報告といたします。 

   以上でございます。 

 

◇議  長 これで諸般の報告を終わります。 

 

    ◎日程第４ 行政報告 

◇議  長 日程第４、行政報告を行います。 

   山下町長から行政報告の申し出がありますので、これを許します。 

   山下町長。 

 

◇町  長 おはようございます。 

   平成２５年第４回定例町議会に当たりまして、行政報告を申し上げます。 

   ９月２０日から２１日、札幌市におきまして風土＆フードフェスティバルが開

催をされました。このイベントは、ＳＴＶラジオの为催のイベントで、本年２回

目となってございます。東藻琴高校の高校生とともに参加をいたしまして、大空
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町並びに地域特産品のＰＲを行ったところでございます。 

   ９月２１日から２２日にかけましては、市町村長政策研究会、札幌で開催され

まして、これに出席をしてございます。大分県豊後高田市の永松市長を招き、教

育のまちづくりについての意見交換を行ったところでございます。豊後高田市に

おきましては、県下最低でありました学力テストの結果を、４年間でトップへと

押し上げたその取り組み内容などについて学んだところでございます。 

   １０月２日は、大空町表彰審査委員会を開催いたしました。貢献賞８件、善行

賞２件、奨励賞６件について諮問をし、答申をいただいたところでございます。 

   １０月２日から４日にかけましては、神奈川県大和市におきまして、子育てと

教育を考える首長の会に出席をいたしました。子供の遊び場の環境、社会教育の

必要性、教育委員会のあり方などについて、講師の先生方から問題提起をいただ

きました。また、大和市の実践報告として、学校図書館、放課後児童対策、ＩＴ

の活用などについての報告を受けました。また、私自身も大空町の教育に対する

取り組みという題で、さまざまな町の取り組み事例などについて、報告をさせて

いただいたところであります。我が町の教育における先進的な取り組みも多いこ

とから、今後こういったものをＰＲしていく必要性を感じたところでございま

す。また、この会につきましては、平成２６年度は、北海道東川町で開催をされ

る予定となってございます。 

   １０月８日、国道３３４号道路整備促進地域連携会議の総会が、小清水町で開

かれました。平成２５年度の要請活動の具体的な頄目について、各市町村間で調

整を行ったところでございます。 

   １０月１７日は同じく、国道３３４号道路整備促進地域連携会議といたしまし

て、網走開発建設部との意見交換会を行いました。１０月８日の整理頄目を受け

て、私どもの町の地域でいいますと、東藻琴防災、さらには千草登坂車線の整備

などについて要請をしたところでございます。 

   １０月１９日は、美幌高等職業訓練校創立５０周年記念式典が、美幌町におい

て開催をされました。功労者への感謝状贈呈が行われたほか、挨拶の中からは、

技能者の減尐が地域の課題である、職業訓練校の必要性が高まっている、との報

告がございました。 

   １０月２０日は、自由民为党ＴＰＰ対策委員長等との意見交換会が網走市で開

かれ、出席をいたしました。私は、オホーツク圏活性化期成会の農林水産委員長

としての出席となりまして、このＴＰＰの問題、この妥結のいかんは地域の崩壊

につながるということをお伝えしたところでございます。 

   １０月２３日は、オホーツク圏活性化期成会、農林水産専門委員会を北見市で

開催をいたしました。この日はオホーツク地域化製場の取りまとめ方針につい

て、委員会としての決議をしたところでございます。 

   １０月２５日は、コミュニティ再生講座「女満別空港の利活用について」が網

走市で開催をされ、出席をいたしました。この会は、北見市、網走市などの市民

が中心となって講座を開く、その講座に招かれた形となりました。女満別空港の

歴史、課題などについてお話を申し上げたところでございます。 
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   １０月２８日から２９日、国道３３４号道路整備促進会議北海道開発局との意

見交換会のため、札幌市に出向いたわけでございます。１０月１７日には、網走

開発建設部に要請活動を行いましたけれども、この日は北海道開発局、というこ

とで同じく東藻琴防災、千草登坂車線の整備について要請をいたしました。 

   １０月２９日から３０日は、市町村長政策懇談会、札幌市で開催をされまし

た。講演につきましては、政権交代後の野党再編の動き、可能性などについてお

話がありました。また、ロシアと北海道との関係強化ということが、この地域の

経済発展につながるというようなお話でございました。分科会は農林水産部会に

出席をし、野生鳥獣等の被害状況などの対策について意見交換をしたところでご

ざいます。 

   １０月３０日は、網走厚生病院運営委員会に出席をいたしました。医師不足の

報告がございました。網走厚生病院においても、皮膚科、泌尿器科に続き、整形

外科についても平成２６年の３月で現在の常勤医２名の派遣が切れると、その後

の見通しが立っていないというような報告がございました。この常勤医不在とい

うことになれば、救急の体制についても影響が出るということで、現在、確保に

向けて鋭意努力している旨の報告があったところでございます。 

   １１月３日は、大空町表彰式、この場所で開催をさせていただきました。議員

各位にも出席をいただいたところでございます。 

   １１月５日、大空町給排水経営審議会を開催いたしました。８月に諮問いたし

ました案件のうち、消費税率改正に伴う料金の転嫁については、やむを得ないと

の答申をいただいたところでございます。 

   １１月７日、北網地区市町長会議が清里町で開催をされ、関係する市町長と意

見交換を行いました。議会における行政報告のあり方、また議案提案の方法など

について情報交換を行ったところでございます。各市町それぞれの今までの慣習

などがあり、さまざまな対忚がとられていることがわかったところでございま

す。また、農林水産物直売食材提供供給施設、清里町の道の駅「パパスランドさ

っつる」、事業費７億３,０００万の施設見学もさせていただいたところでござ

います。 

   裏面にまいりまして、１１月１９日から２０日は、全国町村長大会が東京都で

開催をされ、出席をいたしました。安倍内閣総理大臣出席の中、開催された大会

となりました。東京大学名誉教授、大森彌氏の講演からは、地域における婚姻対

策の重要性、また、ＴＰＰへの懸念、道州制の阻止などという頄目が挙げられ、

各市町にエールを送られたところでございます。また、会といたしましては、復

興対策、地方交付税の確保、地方分権、農林水産業の振興などについて、決議を

行ったところでございます。 

   １１月２０日から２１日にかけましては、北海道合併市町村連携会議といたし

まして、東京都において要請活動を行いました。合併した市町村における地方交

付税の特例について、総務大臣、さらには政務官、議員連盟が発足しております

ので、この議員各位に対して要請活動を行ったところでございます。 

   １１月２２日は、大空町企業誘致委員会を開催いたしまして、本町における太
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陽光発電でありますところ、また研修施設の造成をした事業者に対しての指定申

請について、協議をさせていただきました。また、既に私どもの町に誘致企業と

して活動を行っております、株式会社与志本の工場を見学させていただいたとこ

ろでございます。 

   同日、大空町商工振興協議会を開催いたしております。ポイントカードのさら

なる活用、住宅リフォーム事業の拡充などの意見が出されたところでございま

す。 あわせて観光行政に为体的に取り組むということ、さらには、物産開発の

ＰＲの取り組み、それらの強化について、委員からは要請をされたところでござ

います。 

   １１月２５日から２９日までにかけましては、女満別空港国際チャーター便誘

致協議会のメンバーといたしまして、タイへのプロモーション活動で、海外出張

をいたしました。日本大使館、また、政府観光局などに立ち寄りまして、現地で

の情報収集を行うとともに、航空会社に対してチャーター便の運航、さらに定期

便の連携による北海道オホーツク地域への誘客を要請したところでございます。  

訪日外国人としては、現在、韓国、台湾、中国、香港、アメリカに次いでタイ

は、本年度４０万人を超える見込みということでございます。今までは東京都、

大阪府、京都府などの、いわゆるゴールデンルートが为流でありましたけれど

も、最近は中部圏、そして北海道の人気が高まっているというような現地での報

告もありました。また、タイの国民の皆さんは、日本文化、食、景観、花などに

興味を持つと言われてございまして、訪問いたしました観光事業者のところから

は、芝桜公園の状況も既にパンフレットとなって掲載されているところに驚きを

感じたところでございます。観光事業者の皆さんに対して、このオホーツク圏、

大空町のＰＲを行うということを、現地で行ってまいりました。向こうの業者の

皆さん方からは、北海道オホーツク地域における情報の提供を依頼されるととも

に、チャーター便で、タイから北海道という路線を開設すれば、必ず満席にはな

りますけれども、リスク分散を図るために、北海道からもぜひタイへ誘客をして

ほしいというような要請を受けたところであります。また、航空関係者からは、

観光事業者やマスコミの方々を連れて、ぜひ北海道にＰＲ活動に行きたいと、そ

のときの受け入れについても要請を受けたところでございます。あわせて、この

時期、日本航空、全日空に対して、国内線の充実などの要請も行わせていただい

たところでございます。 

   １２月の５日は、オホーツク町村会農林水産専門委員会を小清水町で開催をい

たしました。オホーツク管内のＪＡ、漁業協同組合、森林組合の代表者の方々な

どと意見交換をいたしました。６次産業化という言葉がございますけれども、こ

のオホーツク管内としては、戦略を持ってそのことに取り組む必要性があるので

はないか。  さらに、産業団体と行政との連携ということが必要であるという

ような考え方で一致をいたしました。 

   １２月９日、女満別地域審議会を開催いたしました。防災のあり方、地域特産

品の開発、新町建設計画の達成状況などについての評価についてお尋ねをいただ

きました。また、町といたしましては、地域医療の現状などについて説明をさせ
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ていただいたところでございます。 

   １２月１０日は、東藻琴地域審議会、ふきおろしマラソン大会における職員の

対忚、東藻琴地域にあります、水道水源の全町的な活用、また普通建設事業の金

額の推移などについてお尋ねをいただき、あわせて、女満別地域審議会と同じよ

うに、地域の医療の現状などについて、町からは説明をさせていただきました。 

   同日、大空町子ども・子育て会議というものを発足させ、初めての会合を開い

たところでございます。１４名の皆さん方に委嘱状の交付をさせていただきまし

た。平成２６年度中までに、この子ども・子育ての、地域における計画を策定す

るということのスケジュールなどを説明して、皆さん方に委員としての活動もお

願いしたところでございます。 

   以上、行政報告とさせていただきます。 

 

◇議  長 これで行政報告は終わりました。 

 

    ◎日程第５ 一般質問 

◇議  長 日程第５、一般質問を行います。 

   項番に一般質問を許します。 

   ５番、齋藤宏司議員。 

 

◇齋藤議員 おはようございます。ことしも残りわずかになりましたが、来年こそは

何事にも前向きに平穏無事を願うところであります。 

   平成２５年第４回定例会に当たり、通告書に基づき一般質問をさせていただき

ます。大頄目として３点について、３つ質問をいたします。 

   １点目、これからの異常気象による災害時の対忚と課題についてです。ことし

８月３０日から新しく特別警報の運用が始まりました。今までの注意報、警報の

２段階に、特別警報を加えて３段階となります。特別警報とは、大津波や数十年

に１度の豪雤が予想されるなど、重大な災害が起こるおそれが著しい場合、気象

庁により、都道府県を通じて各市町村に通知し、住民に周知されるとしておりま

す。先般は、１０月１６日、台風２６号がきましたが、このときに１時間に１０

０ミリを超える猛烈な大雤で、２４時間に８２４ミリに達する記録的な大雤によ

り、東京都の大島町で甚大な被害が出ました。その後の情報で、住民への周知、

管理体制など、課題が示されたと思っております。今後、異常気象による災害時

での町としての対忚と課題について伺います。 

   ２点目です。公共施設の老朽化対策についてです。昨年１２月２日の、中央自

動車道笹子トンネルの天五板崩落事故など、公共事業の老朽化が全国的な問題に

なる中、先般、全道１７９市町村を対象に実施した公共施設の老朽化に関するア

ンケート調査の結果について、新聞報道がありました。一つは、市町村が管理す

る非木造の学校や公営住宅など公共建築物、二つ目として、長さ１５メートル以

上の橋について、それぞれ４８％が建設から３０年以上経過している結果であっ

たということがわかりました。本町のこのアンケート調査への回答状況について
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伺います。 

   ３点目、全国学力テストについてです。文部科学省は先月、小学校６年生と中

学校３年生を対象とした、全国学力テストの実施要綱の見直しを発表し、教育委

員会の判断で平均正答率などについて、学校別成績の公表を容認するとの方針が

示されました。結果、公表については、教育現場のレベルを高め、子供たちの学

力向上に役立てるため公表すべきという意見がある反面、子供たちの競走を駆り

立て、学校の序列化を招くため公表すべきでないという意見があります。これま

での全国学力テストの結果を踏まえ、本町ではこの文部科学省の方針をどのよう

に考えているかお伺います。 

   以上３点について町長及び教育委員長、教育長に答弁をお願いし、１回目の質

問とさせていただきます。 

 

◇議  長 山下町長。 

 

◇町  長 齋藤議員の一般質問に御答弁を申し上げたいと思います。 

   東日本大震災、さらには、平成２３年台風１２号による紀伊半島を中心とする

大雤などでは極めて甚大な被害が出ました。気象庁は防災情報により警戒を呼び

かけたものの、住民の方々や地方自治体に十分伝わらず、迅速な避難行動に結び

つかないというような例がございました。ことしの８月から、特別警報をそのよ

うなことから創設をしてございます。これまでにない危険が迫っていることをお

知らせするもので、大雤、暴風雪、地震、津波、それぞれに設定されているよう

でございます。国民の皆さんにはテレビやラジオ、またインターネットなどで伝

えることとなってございます。町に対しては、全国瞬時警報システム（Ｊ-ＡＬ

ＥＲＴ）というものが設置をされておりまして、国と衛星回線で結ばれておりま

す。また、町は北海道と、総合行政ネットワークというシステムで結ばれており

ますので、町に対しては、このような中から情報提供がされるものでございま

す。１０月に発生いたしました台風２６号により、東京都大島町では、特別警報

が発表されませんでした。これは局所的な現象と判断され、府県予報区域程度の

広がりという、当時の条件を満たさなかったと言われております。しかし、今回

のような甚大な被害が出たということから、その基準を見直しすることで検討さ

れているようでございます。このようなことから、危機管理のあり方について、

さまざまな御指摘が出てまいりました。的確な行政の判断、そして、正確な情報

伝達の重要性ということが改めて浮き彫りになったものと思っております。現在

町では、気象警報等が入りますと、役場と総合支所に担当職員が待機することと

してございます。情報収集をしながら、私や副町長などと協議をいたしまして、

職員の自宅待機もしくは職員の招集、ということを行うこととしております。 

その中で、災害対策の連絡本部や災害対策本部そのものを設置するということと

してございます。住民の方々の避難が必要な場合については、避難所を指定し、

避難勧告等の広報を行い、人命を優先して行動する、そのような防災計画として

ございます。町民の方々に対する情報の伝達が非常に重要であるというようなこ



- 11 - 

とから、大空町の地域で携帯電話を持っている方々に、緊急速報メールにより避

難体制をお伝えすることができるような体制をとることとしておりますが、町民

の方々は十分御存じがないのではないかと思っております。今後、そのことの周

知徹底が大きな課題であろうと、そのように考えてございます。また、先ほど申

しました全国瞬時警報システム（Ｊ－ＡＬＥＲＴ）は、町に情報が伝えられます

けれども、それを自動的に、町民の皆さん方に、緊急速報メールなどを通じて配

信できるような改善も必要かと思っております。さらに、本年消防デジタル無線

の整備をしておりますけれども、その中で、市街地におけるサイレンの吹鳴設備

の更新を図ることを考えてございます。現在は振動によるサイレンでしか伝達で

きませんけれども、音声でも伝達できるような整備を進め、町民の皆さん方に緊

急時における避難などについて、情報を伝達する仕組みをつくってまいりたい

と、そのように考えているところでございます。そのようなことに取り組みなが

ら、今まで以上に情報の伝達を図ってまいりたいと、そのように考えてございま

す。国では特別警報が発令されましたら、直ちに命を守る最善の行動をとってく

ださいという広報をしてございます。大空町地域防災計画にあっても、町民お一

人お一人が自分の命は自分で守るという、自助のところを強調してございます。

町民の皆さんにはぜひ防災に対する意識を高く持っていただきたい、そのことの

ＰＲを、町として一生懸命伝えてまいりたいと、そのように思ってございます。

本年、東北地方、岩手県陸前高田市に町民の方なども含めて、被災地の支援とい

うことで、出向いている部分もございます。現地の悲惨な状況など、町民の方々

にも御協力をいただいて、広くＰＲをする、そのことも防災に対する意識高揚に

つながるのではないかと、そのように考えておりますので、町民の皆さん方にも

お願いをしてまいりたいと思っているところでございます。 

   次に、公共施設の老朽化対策についてでございます。今年の１２月１日付けで

北海道新聞に掲載されました、公共施設の老朽化に関するアンケート結果、これ

につきましては、１０月２９日付けで調査依頼があったものでございます。調査

頄目は、管理する公共施設や道路橋梁の数、経過年数ごとの施設数、耐震基準を

満たすか、または耐震補修がされている施設、橋梁の長寿命化修繕計画の策定状

況、今後懸念している問題など、１１頄目に及ぶ調査でございました。各施設担

当者に確認をし、総務課から回答しているところでございます。報告いたしまし

た内容を尐し申し上げますと、建築物では３０年以上の施設が全部で３８棟、ま

た、新耐震基準を満たすか耐震補強補修がなされている建物が、１００棟のうち

９１棟ということで、報告をしてございます。１５メートル以上の橋梁数は全部

で４８橋ございますが、重量制限などの通行規制をしているものが５橋ございま

す。また、３０年以上のものが１６橋ということで報告をさせていただいており

ます。問題点といたしましては、やはり安全性の問題、さらには増大する修繕費

用の財源対策などということで、報告をしているところでございます。 

   以上、私からは２点について御答弁とさせていただきます。よろしくお願いい

たします。 
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◇議  長 相馬教育委員長。 

 

◇教育委員長 齋藤議員からの一般質問にお答えを申し上げたいと思います。 

   全国学力学習状況調査についてでございますが、この調査は文部科学省が全国

の小学校６年生と中学校３年生を対象に、毎年実施しているもので、平成１９年

度から開始され、本年度で７回目の実施となっております。調査の目的は、義務

教育の機会均等と、その水準の維持向上の観点から、全国的な児童生徒の学力や

学習状況の把握、分析をし、教育施策の成果と課題を検証し、その改善を図ると

ともに、学校における児童生徒への教育指導の充実や、学習状況の改善などに役

立てるものとされております。大空町では７回すべての調査に参加するととも

に、その都度、児童生徒の学力や学習状況を詳細に分析し、必要な教育施策の展

開や、学校における授業改善、さらには、保護者と連携した家庭学習の定着に向

けた取り組みに生かしてきたところです。本町における本年度の全国学力学習状

況調査の結果につきましては、この後、教育長から御答弁申し上げたいと存じま

すが、これまでの大空町独自の、さまざまな教育支援策の積み重ねにより、学力

向上に大きな成果があらわれてきているものと認識しているところです。 

   次に、学力テストの結果の公表についてですが、文部科学省は過度な競争や学

校の序列化を招きかねないとして、これまで市区町村教育委員会による学校別の

成績公表を禁じ、学校別成績は学校長の判断で自校分のみの公表を認めてきまし

た。そのようなことから、大空町では、各学校ごとの公表の方法を工夫し、子供

たちが得意としている点や苦手としている点、また、学校として指導改善してい

く点や、家庭で取り組んでほしい点など、わかりやすく整理をし、学校だよりな

どを通して保護者への説明責任を果たしてきたところです。そのような経緯の

中、文部科学省は、先月、１１月２９日付けで、来年度から市区町村教育委員会

の判断で、学校ごとの成績を公表できるようにする旨、全国の教育委員会宛て通

知を行ったところです。一部自治体の首長からの、より詳細な公表を求める声が

強まったことによる、国の方針転換であると言われており、大空町教育委員会と

しても、改めて文部科学省の考えや、新しい実施要領を十分理解した上で、対忚

していかなければならないと考えております。今後、大空町にとってふさわしい

公表のあり方について、教育上の効果や影響などを考慮し、学校とも十分協議を

しながら、慎重に検討してまいりたいと存じます。 

   以上、齋藤議員への答弁とさせていただきます。 

 

◇議  長 渡邊教育長。 

 

◇教 育 長 私からも引き続き御答弁を申し上げたいと存じます。 

   本町における平成２５年度の全国学力学習状況調査の状況についてでございま

すが、本年度は４月２４日に町内の小中学校５校において、実施をしておりま

す。小学校は３校で、調査対象児童数は５５人となっております。また、中学校

は２校で調査対象生徒数は７１人となっております。調査の内容は大きく二つに
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分かれておりまして、一つは、教科に関する調査として、小学校は国語と算数、

中学校は国語と数学のそれぞれ２教科で実施をしております。さらに、教科に関

する調査は、为に基礎的な知識に関する調査のＡ問題と、为に知識や技能等を実

生活の場面で生かす、活用に関するＢ問題を教科ごとに分けて、調査が行われて

おります。もう一つの調査は、質問紙調査といわれるもので、児童生徒を対象に

したものと、学校を対象にしたものがございます。児童については、児童の学習

意欲や学習方法、学習環境、日常生活の状況などに関する調査となっており、学

校については、学校における指導方法に関する取り組みなどについて把握をする

内容となっております。初めに、評価調査の結果についてですが、数値での公表

は行っていないことから、段階評価での説明とさせていただきますが、全道の平

均正答率との差が上下１ポイント以内の場合を「同様」、マイナス１ポイント以

上マイナス３ポイント未満を「ほぼ同様」、マイナス３ポイント以上マイナス５

ポイント未満を「やや低い」、マイナス５ポイント以上マイナス７ポイント未満

を「低い」、マイナス７ポイント以上を「相当低い」と定義して、説明申し上げ

たいと思います。小学校の国語Ａ、知識については、全道平均との比較で「同様

」、国語Ｂ、活用では、「ほぼ同様」となっており、小学校算数Ａ及びＢは、と

もに「同様」となっております。また、中学校は国語ＡＢ及び数学ＡＢ、すべて

「ほぼ同様」という結果になっており、大空町の小中学校は、全道平均並みの位

置にあるといえます。毎年、教科問題が変更となる上に、調査対象児童生徒も同

じではないことから、一概に比較はできませんが、前年度と比較いたしますと、

小学校の国語Ｂ活用と、中学校の数学Ａ知識、数学Ｂ活用において、学力の上昇

が見られており、その他の教科は前年と同様となっております。また、全国学力

テストがスタートいたしました平成１９年度や平成２０年度のころには、「低い

」や「相当低い」といった一部教科もございましたけれども、近年は、ほぼ全道

平均並みで推移しているところでございます。このことは、職員研修や授業改善

といった学校による教育実践の積み重ねや、補助教員や任期つき教員の配置など

による、きめ細かな指導のための町独自の教育支援策が成果としてあらわれ、着

実に学力が向上してきているものと分析をしております。しかしながら、全国平

均と比較いたしますと、教科によってはまだ２ポイントから５ポイントほど差が

あり、今後補充学習の取り組みや家庭学習の定着など、さらなる学力向上対策を

推進していかなければならないと、考えているところでございます。 

次に、質問紙調査の状況でございますが、特に児童生徒については、１日当た

り１時間以上勉強する割合が、本町の中学生は全道平均より低い状況となってい

るとともに、１日当たり３時間以上テレビゲームをする割合は、小中学校ともに

全道平均を上回るという結果になっております。規律ある生活習慣や家庭学習の

習慣化に向け、指導を強化してまいりたいと考えております。 

全国学力学習状況調査結果の公表については、教育委員長から御答弁申し上げ

たとおりでございますが、本学力調査の第１の目的が、子供たち個々の習熟度を

把握し、個々の次の授業に生かしていくということに鑑み、公表による教育上の

影響等に十分配慮しながら、望ましい公表のあり方について、教育委員会として
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検討を進めてまいりたいと考えておりますので、御理解を願いたいと存じます。 

   以上、齋藤議員への１回目の答弁とさせていただきます。 

 

◇議  長 ５番、齋藤宏司議員。 

 

◇齋藤議員 答弁大変ありがとうございます。 

   まず１点目の災害については、再質問ですけども、まず最初にお聞きしたいの

は、東京都の大島町での話ですけれども、特別警報が出なかった理由はわかりま

したけれども、その中で１番問題だったのは、住民への周知ということだと思い

ます。その中で１番気になったのは、このとき町長も副町長も不在だったと、そ

の辺に１つ原因があったのかなと思っております。その辺について、例えばです

けれども、かなり早くから予報というのが感知されているかと思うのですが、町

長、副町長、大空町では、そういうことが実際にあり得るのかどうか、まず最初

にそれを聞いておきたいと思います。 

 

◇議  長 山下町長。 

 

◇町  長 私も副町長も出張で不在ということは現実的にはあります。ただ、でき

るだけ２人そろってということについては慎むようにしている部分がございま

す。また、警報、気象などというものについては、特に台風災害などについて

は、何日か先の状況がある程度予測できるというようなことから、その状況によ

っては、出張を取りやめて対忚するというような例も過去にございました。こと

しにつきましても、私が出張を取りやめて対忚したというような、結果的には大

きな被害ということはありませんでしたけれども、そのようなことも現実にある

状況でございます。 

 

◇議  長 ５番、齋藤宏司議員。 

 

◇齋藤議員 今の答弁で安心したところでありますけれども、自分が考えるところで

は、大空町というのは本当に被害がまず尐ないところだと思います。自分の記憶

では、平成４年の１７０ミリ以上降った大雤、また平成１８年の大雤、昨年の大

雪、３月２日だったと思いますけれども、そのぐらいだと思いますけれども、昨

年の３月の大雪の折には、本当に大変な事態になって、職員もかなり出ていただ

いて、当時の道の駅に避難した人からは、大空町の職員は対忚がよかったという

評価もされております。その中で、なかなか実際に経験のない災害、でも実際、

いつくるかわからない災害、それに対して、職員、担当職員というのはいるのか

どうか、その辺と、それについての研修という、職員に対する研修、そういう状

況はどのようになっているのか、聞きたいと思います。 

 

◇議  長 山下町長。 
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◇町  長 私の記憶でございますけれども、昭和５５年に網走川が大きく増水をし

たということがございました。１０月の台風の影響であったかと思います。さら

に平成４年の９月の台風による水害、平成１３年、さらには平成１８年には避難

勧告を出すというようなこともございました。また、大雪災害などにつきまして

は、平成１６年に３日間ほど、この地域が大雪で交通網が麻痺し、停電もあると

いうような災害もあったところであります。また、期間は短かったわけでありま

すけども、今年の３月２日にも大きな暴風雪があって、この大空町の女満別市街

を中心に、自動車が何百台も渋滞する、とまってしまう、というような状況があ

りました。防災における職員の研修ということでありますけれども、防災の担当

といたしましては、現在は総務課の職員で、防災担当の職員を配置しているとこ

ろでございます。防災に当たっての特別な研修というものがあるわけではござい

ませんけれども、昨今は北海道が行う防災訓練、さらには先日は北海道開発局が

为催をいたしました、大雪に伴う、道路封鎖のための訓練、などというものも開

催をされております。そういう折に、職員として参加をする、また、自ら防災訓

練を企画する中で、その防災の意識を高めるというようなことを行っているとこ

ろであります。また、現在は、本年度からでございますけれども、防災を担当す

る嘱託職員を配置をするということで、職員の補完的な要素として対忚させてい

るところでございます。 

 

◇議  長 ５番、齋藤宏司議員。 

 

◇齋藤議員 防災というとなかなか目に見えないし、いつくるかわからない災害なの

ですけども、実際に町としては、福祉とか子供のこととか、そういう対忚に予算

的にはかかるのだろうと思いますけども、その中でいつくるかわからない災害、 

これも大変な事態になれば、本当に町も破滅するような状態になることにつなが

ると思うのですけれども、例えがいいかわかりませんが、例えば自衛隊ですけれ

ども、もう戦争がいつくるかわからなくても、常時演習をしております。それ

で、確かに緊急の場合は対忚できるのかなと自分ながらに判断をしておりますけ

ども、担当職員がなかなか現実的には置けない状況に、予算的に置けない状況の

中で、その辺のシミュレーションとか、例えばいろいろな、今町長から答弁があ

りましたけれども、シナリオはあると思うのですけれども、いろいろなツールが

ある中で、なかなかそれを対忚できないのではないかと思っております。その中

で、日常的なシミュレーションの必要性とか、その研修とか、先ほど申し上げま

したけれども、臨時の担当職員はいざとなったらどういう形でその人方が対忚し

てくれるのか、その辺についても見解をお願いします。 

 

◇議  長 山下町長。 

 

◇町  長 いろいろな場合を想定したマニュアルといったら言葉が悪いかもしれま

せんけれども、その対忚の方針、方策、仕方などというものについては、策定い
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たしました地域防災計画に明記しているところでございます。実際には大きな災

害に至らない場合であっても、対策本部もしくは連絡本部を設定した折には、そ

ういったものを参考としながら、それに準拠した形で取り進めるということを、

日々現実の中で、実践の中で行っているところでございます。そのような中か

ら、本来の災害というような形になったときに、さらにそれらを含めて、対忚す

るというようなことをやってきて、積み重ねてきているところでございます。現

実に、町民の皆さんに避難勧告を出すとか、そういうようなところに至らない影

の部分であっても、私ども町といたしましては、さまざまな対忚、巡回などをさ

せていただいてございます。それを、先ほど言いました防災計画に沿って行うこ

とで、日々の訓練にかわるようなこととなっているかと思ってございます。今

後、そういうようなものをあわせて、防災訓練などでは、町民の皆さんにも御協

力をいただいて、一緒になって行動する、そういうことを積み重ねてまいりたい

と考えてございます。 

 

◇議  長 ５番、齋藤宏司議員。 

 

◇齋藤議員 昨年もこの件について質問をしたのですけれども、その中で町長の答弁

の中で、自治会というか、地域の防災組織、それの取り組みにも積極的に参加

し、必要だということを、答弁があったと思うのですけれども。先般、北海道新

聞の新聞紙上で美幌町のことが出ておりましたけれども、備品、いろいろな形で

の備品も備えつけている。各避難所での備品、また、そういう予算というか、そ

ういう対忚についての、防災組織も兹ねての見解をお願いします。 

 

◇議  長 山下町長。 

 

◇町  長 美幌町の事例なども新聞などで読ませていただきました。私どもの町に

は自为防災組織という形での組織化は、まだできていない状況にあります。地域

の中の自治会などが複数集まって、こういったものをつくっていただけることが

できないだろうか、そんなことは防災訓練の中などでも、いろいろお話をさせて

いただき、その組織化に向けて取り組んでいるところでありますが、まだ、現実

として形にはなってございません。しかし、町といたしましては、災害時におけ

るさまざまな用品などの備蓄というものは必要かと思ってございます。現在は役

場でありますとか道の駅、そういう避難施設になりうるところに数カ所、防災の

用品などについて、備蓄をさせていただいております。例をいいますと、役場や

東藻琴総合支所、それから道の駅などには、災害時におけるスコップなどの消耗

品、また土のうの袋、さらには防寒のための毛布でありますとか、ストーブ、ア

ルファ米、さらに発電機だとか投光機などの電源施設、そういったものを備えて

いるところでございます。また、地域の中で防災組織が立ち上がってきました

ら、そういう为要なところに、備品等を備えつけるのとあわせて、地域の中に

も、そういうものを広げてまいりたいと、そのように考えております。全町的に
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ただ、通り一遍で御説明を申し上げても、なかなか立ち上がってこないのではな

いかと、そのようにも思いますので、どこかモデル的な地域を、私どもからお願

いをしながら、一つ二つと、つくり上げていくというやり方も大切ではないかと

思ってございます。新年度そういう地域の連携づくりも含めて、地域防災組織の

立ち上げに取り組んでまいりたいと、そのように考えているところでございま

す。 

 

◇議  長 ５番、齋藤宏司議員。 

 

◇齋藤議員 防災についてはよく自助、共助、公助、この三つが必要だということが

言われておりますけれども、まず自分の身は自分で守る、それが一番だと思うの

ですけれども。その中で今、町長がおっしゃられた通り、地域防災という形で、

共助、本当に自治会での対忚も大変重要なことだなと思います。例年９月には町

でも防災訓練をやっておりますけども、自分で思うのは、結局、防災訓練は必要

だと思うのですけれども、結局集まる場所、一番集まりやすい場所に設定してい

るのかなという気がします。本当は、もっと集まる場所は高台であったり、そう

いうところが本当は必要じゃないのかなと思っておりますけども、やっぱりその

住民の都合、逆に言えば行政の都合もあるのかなと思いますけども、そういう形

での集合場所、その辺についても、ちょっと気になったところなのですけれど

も、その辺についての見解をお願いします。 

 

◇議  長 山下町長。 

 

◇町  長 防災訓練をここ何年か実施をさせていただいておりますが、集まりやす

いからそこを設定したというような考え方はございません。例えば、東藻琴で行

いました、農村環境改善センターの前でありますとか、また東藻琴高等学校、さ

らにことしについては女満別小学校、などでも開催をさせていただいたり、女満

別研修会館でも行ったことがございます。こういったものは、地域の避難場とし

て指定をしているというようなことから、その地域に集まっていただいた、また

そのような地域のいろいろなところで開催をすることによって、施設の課題など

もあるかということも含めて、把握をすることも一つの目的としてございます。

そのようなことから、よりいろいろな地域の方々に参加をしていただきたい、と

いうなことで避難場所なども分けながら、そして、そこにかかわる地域の方々に

御参加をいただく、というような仕組みをとらせていただいているということで

ございます。また、従来は各農村地域にもありました公民館、地域会館なども避

難所として指定をしておりましたけれども、数が余りにも多く、現実的にそこを

避難所として運営するということは、町としては物理的に難しいというようなこ

とから、そこに一時避難を行っていただいた中で、できれば市街地の正式に指定

をしています避難所に移動していただく、というような仕組みに、今回の防災計

画から変更させていただいたところでございます。そのようなことから、地域の
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皆さんが今後防災訓練などに参加するような場合については、一時的に地域の会

館の敷地、公民館の敷地などにお集まりをいただくというような想定での訓練も

必要かと、そのように考えるところでございます。 

 

◇議  長 ５番、齋藤宏司議員。 

 

◇齋藤議員 今の町長の答弁を聞いて安心したところでありますけれども、先ほど言

ったように、まず自助、自分の身は自分で守ることが一番先、大事だと思ってお

ります。この中で、ふれあいトークだと思うのですけれども、防災グッズ、そう

いうものも皆さん意識的に持っているのか、そういう啓蒙も必要なのかなと思っ

ております。手引書は、広報を通してもらっておりますけれども、なかなかその

避難場所の場所そのものとか、グッズとか、なかなか自分の身近なところにいつ

も気にしておいたほうが、やっぱり自助という面でも必要なのかなと思っており

ますけれども、そういう形で町長としても、そういうやり方、方法、啓蒙、そう

いうことを再度聞いてこの件については終わりたいと思います。 

 

◇議  長 山下町長。 

 

◇町  長 大地震が来るでありますとか、大津波が来る、なかなか想定はしづらい

ことかと思います。しかし、可能性としてないわけではありません。また、先ほ

ど言いました、防災の関係する用品などを各御家庭で備えていただくという発想

に立つのは、何もそのような大きな自然災害ということを考えなくても、昨今あ

るようなこの冬期間の、例えば停電などというものも、一つ防災の考え方の中に

入れておいていいのではないかと、そのように思います。平成１６年にありまし

た３日間の猛吹雪の中では、最大で農村部などでは２４時間の停電があったとこ

ろがございます。その中では、電話が使えない、電気がもちろんつかない、スト

ーブが燃えない、また、当然煮炊きも制限されるというようなこともありまし

た。そんなことを考えますと、決して大きな災害ばかりではなくて、そのような

ことでも私たちの生活は制限をされてしまう、そんなときの対処のために必要な

ものを備えておく、そういう発想に立っていただけるように町政懇談会などでも

お話をさせていただいております。また、さまざまな町の配布物、生活安心ガイ

ドブックなどにおいても、そのようなことの備えというものについて、町民の皆

さん方にお知らせをして、お努めをいただくというようなことに、今後も努力を

してまいりたいと思います。やはり町は、町民の皆さん方にそのような意識をど

のように持っていただけるか、ということに最も多くの力を、労力を割かなけれ

ばならないのではないか。さらに先ほど言いました、情報の伝達、そして、災害

に遭ったときの公助としての役割というものについて、今後もしっかりと受けと

めながら取り組んでまいりたいと思いますので、今後とも、御指導いただきます

ようにお願いを申し上げたいと思います。 
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◇議  長 ５番、齋藤宏司議員。 

 

◇齋藤議員 それでは２点目の質問に移りたいと思います。公共施設の老朽化という

ことなのですけども、今の１番目の質問とかぶるのだと思うのですけれども、結

局老朽化すると、災害の時も一番それが、逆に、避難を拡大するのかなと思って

おります。その中で先ほどお聞きしたら、大空町でも公共施設の中で３８棟が３

０年以上、橋については１６件、それだけ古いものがあるのだなと。全国的にど

こも一斉にこういうものが建てられたんですけれども、その中で、昨年の崩落事

故、耐用年数、コンクリートで普通５０年と言われていますけれども、いずれあ

と１５年、２０年もしたらすべてが崩れ、駆逐していくのかなという心配もあり

ますけれども、その中で、先般、議会報告会でも言われたのですけれども、橋の

件、実際に大空町でもそういう意見が出ておりました。その中で、これからなか

なか３８棟でもおそらく使える施設、また必要のない施設、そういう判断も、ど

ういうふうにしていくのか、またその予算措置、その辺について見解をお願いし

ます。 

 

◇議  長 山下町長。 

 

◇町  長 現在、橋梁の長寿命化計画というものを何年間かかけて策定をしてござ

います。現況の調査でありますとか、それに対する補強がどの程度必要なのか、

今年度の、来年の２月までの委託契約の中で、最終的に橋梁の長寿命化計画とい

うもののすべてが終わることになっております。ただ、計画を立てればいいとい

うことではなくて、それに基づいて、長寿命化を図っていかなければならないと

思ってございます。既に現況調査などからは、あらかたの修繕箇所の必要性とそ

の対策の仕方、あり方などというものについて、出てきてございます。そういっ

たようなものをまとめながら、優先項位の高いものから年次的に整備を進めてま

いりたいと、そのように考えてございます。先日、１０月、１１月だったでしょ

うか、総合計画のヒアリングをさせていただきまして、その見直し作業なども行

いました。今後、議会の皆さんにも御説明をさせていただくこととしております

けれども、その中でも、計画的に何年間かの中で、この橋梁の修繕を行っていく

と、そのような計画になっているところでございます。そんな中で、財源の問題

はもちろんございますけれども、計画的に進めてまいりたいとそのように思って

おります。また、市町村が管理する橋梁などについてはもちろんでありますけど

も、国道、北海道の道道などでの橋梁などもございます。皆さん方もお気づきか

と思いますけども、最近いろいろなところで橋を直していますというような看板

があろうかと思いますけれども、北海道における橋梁の長寿命化計画の中の位置

づけとして進めているのではないかと、私はそのように受けとめてございます。

町といたしましても、今後、計画的に進めてまいりたいと思っておりますので、

今後予算などについてお諮りを申し上げていきたいと思います。よろしくお願い

いたします。 
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◇議  長 ５番、齋藤宏司議員。 

 

◇齋藤議員 今の答弁で一番気になったことは、要するにこれからの公共施設に対す

る考え方なのですけれども、これからどんどん年数がたっていって、どうするか

だと思うのですが。例えば、それを新設するのか、または、更新するのか、それ

とも補修するのか。その中で、減らすのも一つの考えだと思うのですけども、解

体ですね。そういう中で、その判断というのは、どういう形で、それを町民に聞

くのか、また行政サイドで検討するのか、そういう判断については、どういう見

解なのか、再度聞きたいと思います。 

 

◇議  長 山下町長。 

 

◇町  長 基本的には、現在のものをいかに長寿命化させていくか、ということで

補修をしていく、直していくというのが前提かと思っております。ただ、費用対

効果などもございます。そのようなことから、中には、例えば建物であれば、建

てかえるというようなことの判断になるものもあろうかと思います。現実、女満

別小学校などについては、老朽化、また耐震補強などのことも考えながら、最終

的には建てかえというような判断をしたものもございますが、女満別中学校や東

藻琴中学校のように、耐震補強工事という形で行った建物などもございます。ま

た、橋などについては、当然道路とセットになって利用されているものもござい

ますので、単にその橋のよしあしということだけではなくて、その道路の持って

いる役割というようなところも含めて、考えなければならないものと思ってござ

います。橋については、現在、廃止してもいいのではないかと思われているもの

については、今報告を受けている中では１橋程度というふうに聞いております。

このほか、公園でありますとか、下水道でありますとか、そういったものなどに

ついても、長寿命化計画というようなものを策定中でございます。また、策定が

終わっているものもございます。さらに公営住宅などについても、長寿命化計画

の中での建てかえなどについて、研究している計画もございます。当然、その物

のあり方によって、町民の皆さん方、また議会に対する御意見を伺う仕組みとい

うようなものは、変わってくるのではないかなと、そのように考えているところ

でございます。そんな中で、今後、それらについてお示しをしながら、御意見を

いただいて、おのおの判断すると。それらについては、今後策定をしてまいりま

す次の総合計画、まちづくり計画の中で位置づけをしながら整理をしてまいりた

いというふうに考えているところでございます。 

 

◇議  長 ５番、齋藤宏司議員。 

 

◇齋藤議員 今の町長の答弁で、維持補修で考えているところだと思うのですけれど

も、なかなか国は新設とか、更新というのはお金が出やすいと思いますけれど、

維持補修についてはまず難しいのかなと思います。その中で、なかなか単独独自
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で町の予算だけで対忚するのは難しいのかなと思います。そのあたりも昨今、民

間で指定管理ではありませんけれども、ＰＦＩ、民間と連携してという意味らし

いのですけれども、そういう形で、なかなか予算的にかなりかかる、総額的にど

のぐらいかかるのか、そのことをお聞きしたいと思うんですけども。そういう形

の中でどういう方策で、これからその維持補修管理を進めていくのか、その辺も

う一度、再度見解をお願いします。 

 

◇議  長 山下町長。 

 

◇町  長 確かに一般論といたしましては、新設建てかえと言いましょうか、そう

いうようなことをする場合、国の補助などをいただいたり、起債の対象とすると

いうようなことができて、町の純粋な一般財源の持ち出しについては尐ないとい

うような場合も出てこようかと思います。ただ、町民の方々などによっては、町

の一般財源は尐ないとは言いながら、国費道費も含めて、町民の国民の税金であ

るというようなことから、考えなければいけないのではないか、というような御

指摘もございます。そんな中で、単純に補修というようなことであれば、確かに

国の補助制度などはそう多くはなく、町の一般財源を使わなければならないとい

うことでありますが、昨今、国が指導してつくるように言われている、さまざま

な長寿命化計画などについては、そこも含めて整備することに対して交付金の措

置、また起債の措置というものも認められてきている部分がございます。そのよ

うなことから、それらの活用も図りながら進める必要があるのではないかと、そ

のように考えているところであります。例えば、具体的な例を言いますと、都市

公園の長寿命化計画を策定しておりますけれども、その中での遊具の更新、また

機能の更新というようなものについては交付金の対象になり、さらに交付金の対

象になるということは借り入れなどについても認められるというような部分もご

ざいます。全く最初から行うということではなくて、そのようなことも含めなが

ら財源確保には当たってまいりたいと、そのように思います。また、ことし云々

ということではありませんけれども、ここ３年、４年前ぐらいから、リーマンシ

ョックなどの後の経済対策として、市町村にさまざまな形で交付金が交付をされ

ました。そんな中で、私どもといたしましては、为に、公共資本への補修整備と

いうようなところに、その財源を充てさせていただいたところでございます。さ

まざまな補修、数億円に及ぶかと思いますけれども、それらの中で、財源を活用

させていただいた事例もございます。今後、そういうことも含めながら、財源確

保には取り組んでまいりたいとそのように思ってございます。そのような中で、

優先項位の高いものから項に、新しい機能が、従来の機能をしっかりと守りなが

ら、新しい時代に合った対忚ができるような、そんな公共財をつくっていけるよ

うに努力をしてまいりたいと、そのように考えているところでございます。 

 

◇議  長 ５番、齋藤宏司議員。 
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◇齋藤議員 私も今後、老朽化に対しては、本当に町としても大変な予算がかかるの

ではないかと懸念しておりますけれども、その中で、先ほど町長の答弁にはなか

ったのですけれども、将来これに対して、１００ある施設、先ほどの答弁でお聞

きしたと思うのですけれども、それを数を減らして有効利用、そういう形で、進

めてもいいのかなと思っております。そうすれば、維持管理に対しても尐しは削

減になるのかなと。もう一つは、自分が思うのは、やっぱり民間に対しての協力

というか、指定管理という方法もありますけれども、そういう形で維持管理をお

願いするとか、先ほど言ったＰＦＩという方式、そういう形も本当に町にとって

はなかなか予算もない中で、維持補修、大変な作業だと思います。そういう形で

のお考えをお聞きしたいと思います。 

 

◇議  長 山下町長。 

 

◇町  長 ＰＦＩ等についての考え方でありますけれども、ＰＦＩというような仕

組みにつきましては、十数年前から考え方としてございました。しかし、現実私

どもの地域で、民間の企業の方々が、地域の中で公共財をつくってそれを行政に

貸すというようなものは、ほとんど限られたものでしかできてきていないという

ようなことがあります。それは、受け皿となってくださるその企業の方々の経済

力というようなものもあるのではないかと、そのように受けとめております。そ

のようなことから、今どちらかというと進めている方向としては、国のさまざま

な特定財源を活用しながら、というような形で進めているものが多くなってきて

ございます。ただ、さまざまな建物ばかりではなくて、車両でありますとか、そ

ういうようなものについては、今後、民間の方々の導入されたものを、私どもが

借り受けるというような手法もあるのではないかと思います。そのケースによっ

て比較検討しながら、進めることが必要かと思っておりますので、そのような取

り組みを心がけてまいりたいと、そのように思います。 

 

◇議  長 ５番、齋藤宏司議員。 

 

◇齋藤議員 この質問についてはこれを最後としますけども、先ほど最初の答弁では

１００ある施設のうち、９１については耐震化が終わっているいうことだったの

ですけども。例えば、耐震化が終わって、それで本当にもし災害がきて大丈夫な

のかどうか、その辺が心配なところですけども、今後とも耐震化、それと、災害

に備える、避難所のあり方、老朽化、本当にこれからなかなか町にとっても大変

な負担かと思いますけども、そういうことを絡めてお考えいただきたいと思いま

す。それで二つ目の質問を終わらせていただきたいと思います。 

 

◇議  長 山下町長。 

 

◇町  長 新基準を満たしているか、耐震補修がされているのが９１棟、全部で１
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００棟あるうちの９１棟でございますので、残りの９棟についてはまだ対忚が終

わっていないということであります。これらにつきましては、内部の中でも、そ

の建てかえるべきかどうするべきかというような議論などもございます。また、

町民の方々からそのような御指摘をいただいている施設も含めてということでご

ざいます。早々にそれらの考え方について結論を出して、取り壊しをしていくの

か、さらに、建てかえなどという方式で新基準を満たす施設として生まれ変わら

せるのか、そのような判断をしてまいりたいと。もう１点は、補修をかけて耐震

補強をしていくのかというような方式について、結論を出してまいりたい、その

ように考えてございます。今後ともそういった点について、また御指導いただき

ますようにお願いを申し上げたいと思います。 

 

◇議  長 ５番、齋藤宏司議員。 

 

◇齋藤議員 最後の質問、学力テストについてお聞きしたいと思います。先ほど教育

委員長からも答弁の中で、公表については、大空町独自にいろいろな工夫でとい

う言い方をしたと思うのですけれども、例えば、そのいろいろな工夫というのは

どういう工夫なのか、尐しくどいようですけれども、お願いいたします。 

 

◇議  長 渡邊教育長。 

 

◇教 育 長 先ほど教育委員長から御答弁申し上げました、工夫を加えての公表とい

う部分については、学校ごとに学校長の判断で公表ができるという、今の実施要

領の中で、それぞれ独自に学校が、保護者向けに、さまざまな工夫をして、より

わかりやすい現状についてお知らせをしているということなのですけれども、先

ほど私が答弁申し上げましたような、全国平均、あるいは全道平均が数値で示さ

れている部分があるのですけれども、それに対して、それぞれの学校の位置が同

様にあるのか低いのか、その辺がわかりやすい表としてあらわされていたり、ま

た、それぞれ学校によって、児童生徒の質問紙調査による生活実態でありますと

か、学習意欲といったものがそれぞれ学校によって特徴がございます。それらを

つまびらかにする形で、弱点と得意な部分と、明らかにしながら、特に弱点の分

については学校として、特にどういうような授業を行っていくか、あるいはまた

家庭に置いては、テレビゲームなどの時間を家族の会話の時間に充てたり、ま

た、家庭学習の時間に当てたりだとか、要望の部分をお願い事頄としてお知らせ

をしたいと、そのような取り組みを学校独自にしているということでございま

す。 

 

◇議  長 ５番、齋藤宏司議員。 

 

◇齋藤議員 それと先ほど教育長の答弁の中で気になったことは、要するに全道で

は、前回よりは上昇しているという答弁だったのですけれども、この県別の都道
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府県別のランキングというのは、皆さん公表されてわかっていることですが、常

に上位の秋田県、福五県、その中で北海道は今回３９位だったと思いますが、そ

の中で、北海道の中ではとりあえずいいのですよということだったのですけれど

も、来年から公表するかどうかについては、教育委員会の判断ということだった

のですけれども、その中で一番懸念したいのは、要するに、メリットとしては、

前年より今年のほうがその学校ではどこがよかったのか、それが公表すればわか

るのかなと、そういう面もあるのかなと思います。逆にそれが序列化、尐ない学

校なだけに、誰が誰がとわかってしまうというのも確かにあるのですが、そうい

う前年とどういうことが変わったのか、それは学校ごとに判断できるのですか。 

 

◇議  長 渡邊教育長。 

 

◇教 育 長 今、御質問のありましたように、全国の都道府県別のランキング的なも

のも公表になっておりまして、北海道については、平成２５年度のすべての教科

を合わせたランキングとしては、４７都道府県中４６位と、下位に低迷をしてい

るというのが北海道の現状でございます。北海道では、２年前から、この全国学

力学習状況調査結果を平成２６年度までに、全国平均以上とする目標を掲げ、オ

ール北海道で、さまざまな学力向上対策というものを今進めてきております。そ

ういった中で、北海道での平均レベルに大空町があるということでありまして、

しかしながら、それぞれの学校ごとに、その子供たち一人一人に指導というもの

をそれぞれ学校では行っているわけでありまして、学校との比較といったもの

は、本来、いわゆるテストを受ける子供も、問題も変わるというようなものであ

りますので、前年度との比較というのは、あまり意味がないと、私はこう思って

おります。しかしながら、公表される平均点という部分がありますので、どうし

てもそちらの項位のほうに目がいくわけでありますけれども、やはり一番の目的

は、一人一人の子供たちが、小学生から中学生に、また中学生から、個々に上が

るときに困ることのないよう、しっかりと基礎基本を身につけていただくと、そ

のために各学校が努力をするというものであろうと思っておりますので、特に、

前年度の比較というものについては、もちろん数値的には学校としては知ってお

りますけれども、それに重きを置いているものではないということで御理解いた

だきたいと思います。 

 

◇議  長 ５番、齋藤宏司議員。 

 

◇齋藤議員 今、教育長の答弁の中で、昨年度との比較は必要ないということだった

のですけれども、自分はそうではないと思うのですが、去年と比較していくとこ

としは上昇した、それはどういう指導があったから評価をして上昇したのか、そ

ういうものは大事だと思うのですけれども、先生の指導の仕方、それに対する生

徒の受け方、そういうことが、去年と比較したらそれがよくわかるのかなと思う

のですが、そういうことは必要ないですか。 
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◇議  長 渡邊教育長。 

 

◇教 育 長 学校ではこの試験の結果を踏まえまして、個々に一人一人の、その習熟

度というものがわかることになっております。それを受けて、個々の次の授業に

生かすという取り組みをしておりますけれども、学校全体では、傾向というもの

の分析をしておりまして、時々に、授業改善プランというものを策定して、それ

を反映するということにしております。ですから、前年度、今回のテストという

のは小学校６年生と中学校３年生にかかわる部分でありますけれども、学校全体

で１年生から６年生まで、また中学１年生から３年生までのトータルの中で、学

校としての授業改善方策というものを毎年見直しながら指導に当たっていくとい

うことにしておりますので、比較をしないということではなく、毎年度その傾向

なり分析をしたものを、計画にあらわして取り組んでいくということでございま

すので、御理解をいただきたいと思います。 

 

◇議  長 ５番、齋藤宏司議員。 

 

◇齋藤議員 わかりました。この学力テストを見ると、６年連続で秋田県が、いつも

１位、その次は福五県。その中で、秋田県と福五県のことを調べさせていただき

ましたが、秋田県というのは、塾通いが全国で１番低いのです。ということは、

逆に、学校の勉強だけで済んでいることで、これだけ上位をとるということはす

ごい指導だと思いますけれど、もう一つ気がついたのが、米地帯のところがすご

いと。それも不思議な縁なのですけれども、それもやっぱり早寝早起き朝御飯、

これを徹底しているということなのですけれども、そういう大空町でも、子供た

ちの身近な環境とか、そういうことも調べていると思うのですけども、大空町で

はどういう形で、テストに対する指導をしているのか、それもお聞きしたいと思

います。 

 

◇議  長 渡邊教育長。 

 

◇教 育 長 ただいま秋田県のお話がありましたけれども、秋田県や福五県は全国ト

ップクラスでありまして、今年度の項位からいっても、昨年に引き続き、また１

位が秋田県で２位が福五県となっております。トップレベルの成績をおさめてい

る県ということでありまして、以前からこういった秋田県などの、トップレベル

の教育方法には、全国から注目が集まっているところでありまして、北海道教育

委員会でも、これら２県を初め、石川県や青森県など、先進自治体の取り組みを

参考としながら、北海道独自のさまざまな学力向上対策というものを展開してき

ております。大空町教育委員会といたしましても、先進地に学び、いいものを積

極的に取り入れていかなければならないと、常々考えているところでございま

す。秋田県は昔から学力が高かったわけではなく、四十数年前は全国平均を下回

る県であったとお聞きしております。その後、秋田県では早くから国に先駆け、
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３０人から３５人の尐人数学級体制の確立をするとともに、２名の教員で学校に

忚じた丁寧な教育指導を行ってきております。また、自分の思いや考えを書いた

り意見交換をしたりする授業が多く行われておりまして、子供たちの忚用問題の

正答率が高いといったそういう特徴があります。さらに、学校が保護者と連携を

して、家庭学習や生活習慣の定着といったものも図ってきております。ほかにも

見習うべきものがたくさんありまして、それら取り組み手法などを研究し、本町

の教育実践の中に生かしていかなければならないと考えております。大空町にお

いても、平成１９年度には補助教員を配置し、また、平成２３年度からは、任期

付教員というものを独自に配置しております。また、チームティーチングといわ

れております、複数の先生による授業にも取り組んでおりまして、尐人数学級化

や習熟度に合わせたきめ細かな教育指導といったものも行ってきております。ま

た、繰り返し学習や互いの考えを説明したり、話し合ったりする活動も授業の中

に組み入れるなど、授業改善にも積極的に取り組んできているところでございま

す。さらには、放課後や長期休業中に、学び直しの取り組みとして、補充的な学

習や個々に忚じた指導を行い、学力の底上げというものも図ってきているところ

であります。しかしながら、この授業改善や家庭学習の定着、さらには規律ある

生活習慣といった部分では、多くの課題を抱えているのが実態でありまして、こ

れからも先進地に学び、たゆみない工夫改善というものを図りながら、子供たち

が将来困ることのないよう、最大の努力を今後も続けてまいりたいと考えてござ

います。 

 

◇議  長 ５番、齋藤宏司議員。 

 

◇齋藤議員 これをもって最後にしたいと思いますけども、今教育長の答弁でよくわ

かったところであります。本当に、ある雑誌で読んだのですけれども、米地帯と

か、そういうところでは、給食費の滞納も尐ない、そういうところの学力が上だ

ということが、見て驚いたのですけれども、本当にそういう形でやっぱり朝食が

大事、本当に気にしていただきたいと思います。その中で、一番思うのは、大空

町で塾通いがどのぐらいあるのかどうか、わかっていればお聞きしたいのです

が。その中でやっぱり、なかなか塾に行きたくても行けない子供がたくさんいる

と思います。その中での、成績の違い、それを言うことがあっては、教育委員会

としてはだめだと思います。その中で、自分が思うのは、町として小規模学級、

本当に予算のつく範囲でお願いしたいと思うのですけれども、もう一つは個々に

参考書やドリル、そういうものは配布できないのかなと思っております。そうい

う形でこれを最後としますけれども、よろしくお願いします。 

 

◇議  長 渡邊教育長。 

 

◇教 育 長 学力の向上対策としての柱は、亓つほど持っておりまして、授業改善で

ありますし、家庭学習の習慣化また基本的生活習慣を身につける、また人的物的
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教育環境の整備であったり、学校家庭地域の連携と、この大きな亓つの柱がある

かと思っております。とりわけ基本的生活習慣、という部分では、早寝早起き朝

御飯といった、そういった日常的な規律正しい生活というものがあって、初めて

集中した学力やスポーツの向上といったものにつながるのではないかなと思って

おります。塾のお話もありましたけれども、教育委員会としては塾の利用状況に

ついては押さえたことがございません。町内には、以前よりは塾の設置箇所数も

ふえてきているということは認識をしておりますけども、あくまでも教育の機会

均等という中で、学校現場で基礎基本忚用がしっかり身につくような、そういう

わかりやすく楽しい授業といったものを、これからも追求していきたいなという

ふうに思っております。また、教科書などの支援、経済的な部分に関しての配慮

といった御意見であろうかと思いますけども、制度としては、準要保護、要保護

という形で支援などもさせていただいておりますので、それらの制度なども活用

しながら、必要な支援を行っていきたいというふうに考えているところでござい

ます。学力向上対策を中心に御答弁申し上げてまいりましたけれども、やはり学

力だけではなく、豊かな人間性や、健康体力といった、いわゆる「知・徳・体」

のバランスのとれた力というものが、子供たちには必要ではないかと思っており

ます。そのような生きる力をより一層育んでいけるよう、教育委員会として、教

育環境の充実に向けて全力で取り組んでまいりたいと考えておりますので、今後

とも、御指導いただきますようよろしくお願いいたします。 

 

◇議  長 ５番、齋藤宏司議員。 

 

◇齋藤議員 最後と言ったのですけれど、今教育長のお話を聞いて安心したところで

あります。本当に子供たちにとっては、家庭環境の差、経済的な差、そういうこ

とで子供たち同士で差がつかないように、みんな公平に教育委員会として考えて

いただきたいと思います。 

   以上、終わります。 

 

◇議  長 渡邊教育長。 

 

◇教 育 長 公平な教育環境というもの、教材も含めまして、配慮してまいりたい

と、そのように考えてございます。御理解いただきたいと思います。 

 

◇議  長 これにて齋藤宏司議員の一般質問を終了します。 

   ここで１０分間休憩します。 

 

            休憩 午前１１時３４分 

            再開 午前１１時４４分 

 

◇議  長 休憩前に引き続き会議を開きます。 
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   日程第５、一般質問を続けます。 

   次に、３番、近藤哲雄議員の一般質問を許します。 

 

◇近藤議員 通告に基づきまして一般質問を行います。今回は１件、水道事業に関し

まして、今後において東藻琴地区の湧水を、女満別地区も含めた大空町全体で活

用を図っていく、ということについての可能性、考え方についてお伺いをいたし

ます。現在、本町の簡易水道に関しましては、東藻琴地区は水源を活用しての、

流水の自然落下方式、女満別地区は五戸からの組み上げによる配水方式というこ

とであります。今年、産業建設常任委員会で、東藻琴地区水源地の管理状況につ

いて、という頄目での所管事務調査が行われ、この水源地の利用拡大策を具体的

に検討する必要があるという報告が出されています。また、先月２７日に行った

議会報告、町民との意見交流会の中でも、女満別地区での活用ということに向け

ての意見等が出されておりました。女満別東部高台の水源施設は、東藻琴との道

路一つ挟んでという場所にあり、以前のふれあいトークの中でも、東藻琴の水を

つなぐことはできないか、という話題も出されていたかと思います。東藻琴の水

はおいしいという評判の面も含めて、水質の高さなどは改めて申し上げるまでも

ありませんが、この水をさらに広く活用できないだろうかという思いは、潜在的

なものを含めて、多くあるのではと考えるところです。そうした状況の中、現況

の流水量と使用水量の状況を通して、その余裕という部分については、どのよう

に把握をされているのか、それと関連をいたしますが、新たな水源確保というこ

とについてはどのように考えるのか。女満別地区では、本町地区、そして高台地

区ということでの水道整備事業が行われておりますけれども、仮に、この流水の

拡大を図ろうとするとき、現実的な問題としてその弊害となることがあるのか、

これらの実情を通しながら、今後についての考え方をお聞きしたいと思います。

以上、私の質問とさせていただきます。 

 

◇議  長 山下町長。 

 

◇町  長 水道事業について、近藤議員から御質問をいただきましたので、御答弁

を申し上げたいと思います。御質問の中身と重複するような答弁になる部分がご

ざいますが、お許しをいただきたいと思います。町の簡易水道は、女満別本町地

区、女満別高台地区そして東藻琴地区として事業を行ってございます。取水の方

式は、女満別地区においては深五戸７カ所からポンプアップにより、また東藻琴

地区においては２カ所の湧水を活用している現状にあります。東藻琴地区の湧水

の２カ所でございますが、１カ所は東藻琴芝桜公園の奥にございまして、もう１

カ所は、藻琴山の補給林内にございます。東藻琴の水源の状況を申し上げたいと

思います。当初計画は、年間９４万トン、実際に取水をしております量は６３万

トン、配水をしております量は６２万トン、そして、実際に使用されている有取

水量については３９万トンという状況でございます。こういった年間の水量のほ

かに、１日最大水量などというものも勘案をしなければならない要素となります
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けれども、年間２５万トンから３０万トン程度については、新たな利用拡大の余

地はあるのではないかと思っております。一方で、女満別地区でありますけれど

も、汲み上げております状況を申し上げたいと思います。計画水量は年間１３６

万トン、取水をしておりますのは６８万トン、うち配水をしておりますのは６２

万トン、実際にお使いになっていただいております、有取水量は５３万トンとい

うことでございます。女満別地区全体を含めて、水源として利用するということ

であれば、現在の東藻琴水源の量的なものから言いますと、不足をするという状

況で、すべてを賄い切るということにはならないかと思っております。この水源

の問題につきましては、議員もおっしゃいましたとおり、町議会の産業建設常任

委員会の所管事務調査における意見としても、私どものほうにいただいてござい

ます。また、東藻琴の地域審議会の中の意見としても、このような御意見をいた

だきました。さらに、現在いろいろな審議をいただいております、上下水道等に

かかわる給排水事業経営審議会、この中でもこの議論が出ていろいろな御意見を

いただいております。为に積極的に活用を図るべしという意見が多くなってござ

います。そのようにさまざまな機関団体、場所からそのような御意見をいただい

ておりまして、町としては重要な課題ということで受けとめているところでござ

います。その中で、使っていく上での課題などについて尐し触れたいと、このよ

うに思います。女満別地区の浄水の施設は、五戸から組み上げをするということ

で、そういうものを前提に整備をしてございます。水源をまた別な方式で新たな

場所から求めるということであれば、ろ過設備であったり、薬品の注入設備、ま

た、原水を浄水場に送るための導水管、浄水場から配水地に送る送水管などの整

備というようなものが出てくるかと思います。また、処理方式に変更があれば、

許認可をいただいている、そういう事務的な手続の変更による許可申請、という

ようなものが必要になってくるのではないかと思います。また、現実には東藻琴

地域の水道管路については、千草まできておりますし、開陽のところには東部高

台地区に供給している水源などがあります。技術的にはそこのところ、大きく隔

たりがあるわけではありませんので、つなぐことによって、一部地域に東藻琴の

水源の水が供給されるということはありますけれども、全町的な部分ということ

になると、十分それだけでは機能しないというようなことがございます。さら

に、限られた地域ということであれば、その効果というものは限定的なものであ

りますので、接続をしていくということであれば、水源のところからどのように

水を供給するかというところを考えなければならないと思っております。現在の

女満別地区、東藻琴地区、両地区の水源については、水量的には特段の変化はあ

りませんけれども、議員御指摘のとおり、将来を見据えた中で良質な水を安定的

に供給できる水道事業というものを考えたときに、東藻琴地区にあります湧水

を、女満別地区を含めた大空町全体で活用していくということは非常に重要な発

想ではないかと、そのように思っております。そのような場合、先ほど、今の水

源だけでは十分ではないというようなことから、新たな水源を探していくという

ようなことも必要になってこようかと思います。その可能性でありますとか、先

ほど言いました技術的な面でどのような方式をもって接続することが可能なの
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か、低コストなのかというようなことの検証もしてみたいというふうに思いま

す。さらに、許認可等の法的事務的な手続はさまざまな視点がございますけれど

も、あらゆる角度から検討を進める必要があろうかと思ってございます。そのよ

うなことに着手をするとともに、新しい総合計画の中にしっかりと位置づけなが

ら、計画的な調査、また、整備に向けての努力をしてまいりたい、そのように考

えておりますので、今後ともいろいろな御指摘、また御指導を賜りますようにお

願いを申し上げたいと思います。 

以上、御答弁とさせていただきます。 

 

◇議  長 ３番、近藤哲雄議員。 

 

◇近藤議員 御答弁をいただきました。全体を通しまして、今後、検討されていく、

そうした方向性での答弁だったかと思います。ぜひ前向きな意識を持っての検討

をしてほしいと思っているところであります。女満別地区の現状の水道状況に関

しましても、いろいろ今御答弁の中で、許可申請の部分ですとか、という問題も

述べられておりました。それらのこと一つ一つがクリアされていくということで

あれば、当然施設でありますから、老朽化の部分ですとか、あるいは、一定時期

が来たときには更新を図っていく、そういった部分もあろうかと思います。そう

したときにも、いま一度大空町全体としての水道事業の展開、そんな視点を持ち

ながら、御検討いただくことも大事なことでないのかなと思っているところであ

ります。それもこれも水の量というのが根本になってくることかと思いますけれ

ども、答弁の中では、現況では、今東藻琴の湧水では足りないというお話でもあ

りました。それは新たな水源はということになりますけども、数年前、東藻琴で

パークゴルフをしていたときに、あそこは、緑とチーズの里ふれあいパークでし

ょうか、パークゴルフ場のところに噴水もありました。その中で、お話の中で噴

水の水はそのまま捨てているといいますか、そのまま流している水なんだという

お話を聞いたところであります。後にいろいろ聞いた中では、あの水は水道の事

業とは違う、飲み水として使用できるような状況ではないと、そういうようなお

話も聞いたところでありますけども、何かもったいないなというふうに感じたの

と同時に、この東藻琴という地域には、水源となりうるような場所がいろいろあ

るのかな、また探せば見つけていくことができるのかなと、そんなような感じ方

もしたところでもあります。現実的に、そんな簡単なことではないと思いますけ

れども、新たな水源ということも含めまして、町全体で賄う水を確保することが

できるのかということは、長期的に今後においても大事なことではないのかな

と、そんな感じ方をしているとこであります。一方で、先ほど質問の中で触れま

したが、先月行いました議会報告会の中で、町民の方から、網走市も東藻琴の水

源を使っているわけでありますが、この網走市では水が余っているという話を聞

くけれども、下水道がそうしているように、飲み水も広域で何とかならないのか

という御意見をいただきました。実際、網走市において水がどのようになってい

るかということにつきましては、私レベルで確認をできる範囲の中では、網走市



- 31 - 

も人口が減尐しているということであります。また、水産業等も含めまして、企

業も減尐してきているという状況の中では、１日当たり数千立法メートルという

枠の中で、オーバーフローしており、水は廃棄しているというような、状況には

あるようです。それはさておき、考えていく上で、広域でということについて

は、現段階ということではありますけれども、どのようにお考えなのか、お聞き

をしたいと思います。 

 

◇議  長 山下町長。 

 

◇町  長 今、具体的な作業になっていないということは、現在の総合計画の中に

位置づけていないということの中で、職員としてはなかなか動ききれていないと

いうことかと思います。裏を返せば、計画の中に位置づけていくことによって、

職員とすれば、淡々とその計画に沿って、さまざまな調査研究なども含めて行っ

ていくということになりますので、そういうようなことを私としては、指示をし

ながら進めてまいりたいと考えているところでございます。また、網走市のこと

についてのお尋ねでございましたので、尐しお話を申し上げたいと思います。現

在、網走市におきましては、その水源を東藻琴地区に３カ所設定をして水を運ん

でいるという状況にございます。また、網走市と大空町の関係でいいますと、事

務事業の共同処理ということで、定住自立圏共生ビジョンというものを持って共

同事務に当たることとしてございます。多くはございませんけれども、下水道事

業などは現在も共同処理方式というものをとっているところでございます。その

ようなことから、水道事業についてはどうかというような御指摘かと思います。

まだ水道事業の共同処理ということにつきまして、網走市と公に協議をしたこと

は正直ございません。しかし公表されております、その水道利用の数値などを見

ますと、議員御指摘のとおり、余力というものはあるのではないかと私どもも受

けとめてございます。そのようなことから、水道事業においても共同処理の可能

性はあるのではないかと思ってございます。そんなようなことがございますの

で、どのような方式だと可能なのかということの検討でありますとか、先ほど言

いましたように、不足する分を、私どもの町で新たに水源を求めて、そして供給

するやり方と、網走市と共同で処理するやり方と、その比較検討、費用対効果な

どというものの検証もしていく必要があるかなと、そのようにも思います。お互

いにどのようなメリットが出てくるのか、そんなところを調査させていただきな

がら、その比較検討の中で、大空町として将来の安定的な良質な水源確保、水の

確保ということについて、議論を進めてまいりたいとそのように考えてございま

す。現実、呼人地区にあります水道については、隣まできているという状況にあ

ります。先ほど言いましたように、技術的には、確かにそこのところを結べば、

ある限定した大空町の地域には供給することは現実的には可能ですけれども、全

町的なものには、施設などからいうと難しいと、そういうことであれば、先ほど

言ったように共同利用にあっても、どのようなところから分配をさせて、水を供

給する体制をとるべきなのか、そんな検証、技術的な部分も必要になってくるか
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と、そのように考えております。さまざまな観点からと先ほど申し上げました。

町として水源を確保するのか、また、共同利用方式をとるのか、そういうところ

まで踏み込んで議論をしてまいりたいというふうに思います。その中で、町民の

皆さんや議会などからまた御指導いただくことも、多分にあるのではないかと、

給排水事業経営審議会の皆さん方にもそういう情報を御提供申し上げながら、町

民の皆さん方の考え方なども聞きながら進めてまいりたいと思ってございます。

今後ともよろしくお願いを申し上げます。 

 

◇議  長 ３番、近藤哲雄議員。 

 

◇近藤議員 今御答弁いただいたように、広域でということは、いろいろ考えている

場合の一つの検討材料だということかと思います。総合的な判断から、検討され

ていただきたいと思いますけれども、その方向性で考えるときに大事なことは、

町民の人たちが盛り上がりといいますか、そうした本当にそういう水を必要とし

ているんだという、そういう気持ちの部分というのも、今後として大事なもので

ないのかなと思うところでもあります。考えていく上での判断材料に一つ、組み

込んでもらいたいと思うところでもあります。いずれにしましても、検討してい

くに当たっては、ただ水質がいいとか、あるいはおいしいからだとか、そういう

ことに加えまして、やはりそのメリット性ということを考えていくことも当然大

事なことだと、欠かせない部分だと思っているところであります。産業建設常任

委員会が行った、その調査の報告の一部でありますけれども、塩素などを含めた

薬品代ということで見てみますと、予算ベースで、町全体では６００万円程度を

計画している、そのうち東藻琴は１０万円ぐらいだということであります。水質

が本当にいいということなんだろうと思います。また、電気代にしても、全町分

のうちの、東藻琴は２５％程度だという、そんな内容も含まれておりました。町

長、先ほどの答弁でも述べられておりましたとおり、長期的に考えたときに、安

くて、安心できる水を安定供給していくということ、それは最も基本になる部分

なのだろうと思っているところであります。このランニングコストの面からも検

討の余地というのは、あるのではないかと思うところでもありますし、これは結

びつけることが適当かどうかということはわかりませんけれども、この水道料金

の統一ということは調整が必要な事務事業の中でも、重要頄目となっていた部分

ではないかと思っておりますけども、それは両地域での方式の違いですとか、今

述べました経費に関する部分での違い等があって、なかなかすんなりいくような

部分ではないのかなという印象を受けているところでもあります。そのためにも

水源を統一していくということが、水道料金の統一など、町政にもプラスにつな

がっていくのではないかと思う部分もありますけども、こうしたコスト面からの

考え方、所見ということについてもお聞きをしたいと思います。 

 

◇議  長 山下町長。 
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◇町  長 先ほど私、良質な水は安定的と言いましたけれども、そこにつけ加え

て、安価なという経済的なというところもつけ加えた発想も必要ではないかとい

う御質問かと思います。まさにそのとおりかと思います。現在女満別地区の水源

は、五戸から汲み上げる方式だと、先ほど申し上げましたけれども、そのための

動力に係る経費、また、各家庭へ配水を行っていく、そのための電気料、という

ものも必要であります。また、薬品の投入のための設備や経費、そういったもの

が良質な水があり、自然流下の中で取り組むことができれば、かなり削減がされ

る、ただ、現在ある施設もありますので、そういったものに変えた仕組みをつく

らなければならないということで、初期投資については多尐かかるかと思います

けれども、そのような、コスト比較というところも必要ではないかと確かに思っ

てございます。東藻琴地区は水質がいいということなどもありますので、そうい

ったところに係る経費が低廉で済みます。さらに高いところに水源があるという

ことから、自然流下方式でありますので、圧送に係る電気料などというものが非

常に尐なくて済むというような条件になっているかと思います。また、町民の盛

り上がりというようなことからいいますと、大空町となった当初についてそのよ

うな差がある中で、東藻琴地域に水源を求めること、もしくは東藻琴地域の水道

と女満別地域の水道を結ぶことなどについては、どのような考え方を町民の方々

が持っているか、当時は女満別の地域の方々から何とかならないのだろうかとい

うような御意見があったかと、私は思っておりますが、最近言われますのは、東

藻琴地域の方々が自分たちの地域で使ってきた、水の水源というものを女満別地

域に供給することはできないのかと、そういうような御発言も多く承ることがあ

ります。先日の東藻琴地域審議会の中での御意見もそのような発想からでござい

ました。その中には先ほど言いました、現在の料金体系が、女満別地域のほうが

高い額で設定をされていて、将来これらを一つにまとめていかなければならない

という考え方が、町民の皆さん方がお持ちの中で、そうであれば、コストのかか

らない、というような方式に切りかえていくべきではないのか、というところか

らの発想でもないかと、そのように受けとめてございます。今回、議員に御指摘

を改めていただいた内容は、先ほど言いましたように、給排水事業経営審議会の

中での議論とも相通ずるものがあろうかと思ってございます。議会、また町民の

方々の御意見をしっかりと受けとめながら、将来、安定的に良質な水をできるだ

け安く供給できるような、そんな仕組みづくりにこれからも努力をしてまいりた

いとそのように考えてございます。よろしくお願いを申し上げます。 

 

◇議  長 ３番、近藤哲雄議員。 

 

◇近藤議員 今の段階でいろいろ具体的な部分までというつもりはありません。今回

可能性ということでお聞きをしたところでありますけども、だんだん、答弁を聞

いているうちに、期待というような気持ちが強くなってきたなと感じているとこ

でもあります。自分は東藻琴地区の近くに住んでいることもあってか、早い段階

からこの水のことに関しましては、いろいろな意見を聞かされていたことがあり
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ます。しかし、当然状況把握をするという部分や、また、合併してすぐというこ

との段階では、微妙なその住民感情ということもあるのかなというような思いの

中で、尐し時間が必要ではないかというふうに感じていた部分もありました。し

かし、ことし、議会のほうでも実際動きがあったこと、また、いろいろな御答弁

の中で触れられておりました。住民の中にもさまざまな、団体立場の中で、そう

いう声を聞く機会も、自分としてもふえてきたなという感じもしております。ま

た尐し大きく言えば、ことしもいろいろ災害等が、日本国内外問わずありました

けれども、そうした災害報道を見るときにも、幾度となく、現場に必要としてい

るのは、水となになにだということで、水に触れている映像を多く目にしたなと

いう印象も持っております。改めてその水の大切さということを再認識したとと

もに、私たちの町の大空町の水を考える機会としても、質問させていただいたと

ころであります。地域のあの水は私たちの町の財産だと思います。この財産を町

民が享受できるということを期待いたしまして、質問を終わりたいと思います。 

 

◇議  長 山下町長。 

 

◇町  長 議員を初め、町民の皆さん方は非常にこのことに対して、積極的なとい

いましょうか、熱い思いを抱いていらっしゃるのではないかと思います。そのこ

とを具現化できるように、先ほど言いました計画の中に位置づけながら、調査を

進め、さらに良質で、そして、安い水を安定的に供給できる体制、それが一つの

生活のベース、基礎になるのではないかと思っておりますので、そういうまちづ

くりができるように、今後とも努力をしてまいりたいと思います。よろしくお願

いいたします。 

 

◇近藤議員 終わります。 

 

◇議  長 これにて近藤哲雄議員の一般質問を終了します。 

   ここで昼食のため休憩します。 

   再開は午後１時とします。 

 

          休憩 午後０時１１分 

          再開 午後１時００分 

 

◇議  長 休憩前に引き続き会議を開きます。 

   日程第５、一般質問を続けます。 

   次に４番、松田信行議員の一般質問を許します。 

 

◇松田議員 それでは、平成２５年第４回大空町議会定例会において、一般質問通告

書に従って、一般質問を行いたいと思います。今回私の趣旨は、消費税引き上げ

に伴う社会保障改革について伺いたいと思います。 
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大頄目１点目、生活保護基準引き下げによる影響と対忚について伺います。今

月、国会で１２月３日、改正生活保護法が成立しましたが、既に本年８月には法

改正を伴わない生活保護基準第６９次改定が行われ、生活扶助費を中心に基準の

削減が行われ、実施されています。今回の改正の経緯は、昨年８月に制定され

た、社会保障改革推進法であり、为に財源の中心である法２条では、家族相互及

び国民相互の助け合いの仕組みを通じてとなっております。附則では、生活保護

がターゲットとなり、生活扶助医療補助の見直し、正当な理由なく、就労しない

場合、厳格に対処するとなっています。そこで、政府は、今後３年かけて、今後

の基本部分である、生活扶助費を平均６．５％、最大１０％引き下げる予定で

す。今回の生活扶助の基準の引き下げは、現在の生活保護制度がつくられた１９

５０年以来、前例のない大幅な引き下げです。これは生活保護を利用されている

方々に深刻な影響を与えるものです。そこで、小頄目１点目、生活保護受給者へ

の具体的な影響について伺います。また、生活保護の削減が他の制度に与える影

響ですが、市町村で施行されている低所得世帯向けの各種減免制度のほとんど

は、対象者の選定に生活保護基準を用いています。生活保護基準が引き下げられ

れば、これら減免制度も利用していた低所得世帯の中には、除外される世帯も出

てきます。また、２０１３年度は影響がないものの、非課税限度額の変更など、

２０１４年度以降の税制改革において対忚すると言われております。非課税限度

額を参照する施策への影響は当然避けられないもので、そこで小頄目２点目、生

活保護基準の削減が、他の制度に与える影響及び対忚について伺います。 

   続いて、大頄目２点目、介護保険制度改革について伺います。厚生労働省は２

０１５年から実施する介護保険制度改革の意見書素案を、社会保障審議会保健部

会に提出され、同省は来年の通常国会に関連法案を提出するとされていますが、

全体的に介護保険事業の抑制がベースにあり、サービスを利用する高齢者、それ

から市町村サービスを提供する事業者から不安や懸念の声がある中で、地域支援

事業の見直しに合わせた、要支援の支援事業の見直しが打ち出されました。そこ

で小頄目１点目、要支援者向け、訪問介護通所介護サービスを、市町村事業に移

管されることによる影響と対忚について伺います。また、同時に、サービスの見

直しとして、特養の施設介護サービスの支給対象の見直しがあり、そこで、小頄

目２点目、特別養護老人ホームの新規入所を、原則、要介護３以上の中重度者に

限定することによる影響及び大空町に求められる介護サービスについて伺いま

す。 

以上、私の１回目の質問とさせていただきます。 

 

◇議  長 山下町長。 

 

◇町  長 松田議員からは、２点にわたって一般質問をいただきました。御答弁を

申し上げたいと思います。 

   生活保護でございますが、現在全国で２１４万人、国民のおよそ６０人に１人

が保護を受けてございます。生活保護費のうち、食費や光熱水費、これらを生活
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扶助としてございます。基準は５年に一度見直すこととなっており、今回はデフ

レ分でありますとか、公平感が出ていると、そのようなことを調整するというこ

とを目的に、総額を引き下げたものでございます。生活扶助費の引き下げにつき

ましては、激変緩和措置を講ずるため、３年間で行うこととしてございます。本

町の場合でございますが、生活保護世帯は４６世帯、人員では６２名となってお

ります。割合は０．８５％、オホーツク管内の他の市町村と比べれば低い状況に

あろうかと思います。受給の理由別内訳でありますが、就職が困難となる６５歳

以上の方が２９名、ひとり親家庭の方々が１０名、障がいを有するなどの家庭の

方々が１４名、その他の理由が９名となっております。生活扶助の改定による影

響について、例をもってお話を申し上げたいと思います。御夫婦で子供さんがい

る場合、改正前が１３万４,１４０円に対して、３年後には１２万６,５２０円

と、月額で７,６２０円の減額となります。いずれも月額でございますが、高齢

者単身世帯の場合は、改正前６万１,６４０円のものが、６万２,６６０円と、こ

の場合は１,０２０円の増額となります。また、高齢者夫婦世帯の場合は４００

円の増額。さらに、母親と２人のお子さんがいるひとり親家庭などでは、６８０

円の減額となります。なお、今回の基準額引き下げにおきまして、大空町におい

て生活保護が打ち切られるというような世帯はないように承っております。ま

た、この生活扶助費のほかに１２月に支給される期末一時扶助というものの改定

も行われております。例を申し上げますと、お１人の場合は１万９９０円から１

万４６０円の５３０円の減額、お２人の世帯の場合は、２万１,９８０円から１

万７,０５０円の４,９３０円の減額、世帯人員が多いほど減額幅が大きく、５人

世帯では５万４,９５０円から２万６１０円、ということで３万４,３４０円の減

となります。この期末一時扶助につきましては、激変緩和措置がございませんの

で、今年度の支給分から減額となっております。町において、生活保護の受給を

根拠とした利用者負担額の軽減措置や使用料や手数料の免除、軽減する措置が多

く講じられております。庁議において各課へこのことの情報提供を行うととも

に、例規の洗い出し作業を実施をいたしました。その結果、２９の例規で生活保

護を受給基準に規定したものがございました。そのうち、影響があると判断され

たものが２０の例規でございました。このため、特例の基準を定めることといた

しました。今現在は受給対象から外れる方がおりませんけれども、今後受給が廃

止されたような場合であっても、３年間、平成２８年の３月までは従前の例によ

り、町として、対忚できるような、そんな措置を講じたところでございます。な

お、準要保護児童生徒就学援助に対する影響についても調べましたけれども、こ

れについて、対象外となる世帯は、本町ではございませんでした。また、直接的

なもののほか、非課税限度額等の改定による影響などについても検討したところ

でございます。個人住民税の非課税限度額は、地方税法等の規定により、生活保

護基準を勘案して定めることとなっております。大空町では、地域区分が３級地

に該当し、当該住民税の均等割を課さない限度額は、控除対象配偶者及び扶養親

族がいない方で２８万円以下の所得と条例で定めております。今回の生活保護基

準の見直しにより、非課税限度額については、平成２６年度以降の税制改正にお
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いて対忚するということとなっておりました。１２月１２日、与党税制改正大綱

の中では、消費税増税による影響も考慮し、現行の通りということと決定をした

ようでございます。しかし、今後非課税限度額がもし引き下げられたような場合

には、非課税となっていた方々の一部が課税されるということになります。今回

の生活扶助費基準では、６．５％減尐と推計しておりますので、この減尐率が均

等割の非課税限度額ということに当てはめた場合、想定した場合、２６万円以下

の所得者が非課税ということになります。これを例にとって、平成２５年度に置

きかえて試算をいたしますと、７０４人であった非課税者が６６８人に、３６人

の方が新たに課税されるということになります。町では、福祉サービスにおける

個人の費用負担や助成制度におきまして、この非課税世帯を判断基準としたいろ

いろな制度がございます。これらにも影響が出てくると考えられます。具体的な

例を何点か申し述べますと、国民健康保険の高額療養費の自己負担限度額なども

変わってくるかと思います。また、７０歳から７５歳未満の方の自己負担限度額

などにも影響が及びます。介護保険の分野で見ますと、介護保険料そのもの、ま

た高額介護サービス費や、給付費の負担軽減措置等にも影響が出ます。その他、

町では、障害福祉サービスの自己負担など、さらには除雪サービス事業の対象者

でありますとか、福祉タクシー券の交付枚数なども、この基準を使っておりま

す。また、今回補正予算で提案をさせていただいております、福祉灯油などにつ

いても、この基準を現在使わせていただいているということから、そういったも

のに影響が出てくるというふうに考えてございます。先ほど申しましたように、

平成２６年度については現行どおり、それ以降についてはまだ不明なところもあ

りますけれども、そういった議論、税制改正の動向を注視しながら、さらには近

隣市町の取り組み事例などにも十分情報収集をしながら、今後対処してまいりた

いと考えておりますので、よろしくお願いを申し上げます。 

次に、介護保険改革についてでございます。介護保険制度の改革につきまして

は、本年８月６日、社会保障制度改革国民会議から報告書が提出をされました。

要旨は六つございまして、所得のある利用者の負担を引き上げ、また食費や居住

費の支給には資産を勘案すると、特別養護老人ホームは、中重度の方に重点化を

図り、デイサービスなどは給付への重点化を図ると、１号被保険者の軽減措置を

拡充する。介護保険納付金について後期高齢者支援金の状況も踏まえつつ検討す

ると。そして介護サービスの効率化、重点化に取り組むという６点でございま

す。報告書を受けまして、年明けの通常国会へ法案を提出するというような協議

が進められていると受けとめております。不確定な要素もございますが、今の時

点で示されている内容をもとに、御質問にお答えをいたしたいと思います。 

まず１点目の要支援者向け訪問介護通所介護サービスを市町村事業に移管する

と、こうしたときの影響などについてはどうかということでございますが、町に

おける要介護者の、まず認定状況について説明をさせていただきたいと思いま

す。平成２４年度末要介護認定者数は４２８名でございます。認定率は１８．３

％、介護度別の割合を申し上げますと、要支援１から要介護１までの方々が５２

．７％を占めてございます。介護保険給付から地域支援事業へ移行すると言われ
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ておりますサービスは、訪問介護と通所介護のみであるという方向で調整が進ん

でいるようでございます。また、これらは平成２９年度までに移行する第６期の

介護保険事業計画期間の満了年であります、平成２９年度までに移行するという

ことを前提としているようでございます。要支援１と要支援２の認定者は１２７

名でございます。このうち訪問介護を利用されている方は３０名、通所介護を利

用されている方は５６名でございまして、このサービスはいずれも現在、福祉会

が提供するサービスでございます。今回の改正によりますと、一般的には多様な

サービスが多様な为体により提供をされるということを前提としてございます。

例えばＮＰＯ法人でありますとか民間の事業者、また住民の方々が为体の団体な

どがその受け皿となるというものでありますが、しかし私たちの地域から見る

と、既存の事業者の方々によるサービス提供というものが为体になるものと考え

てございます。 

２点目、特別養護老人ホームの新規入所者を原則要介護３以上に、ということ

で中重度者に限定するということになると影響はどうかということでございま

す。今回の改正案では特別養護老人ホームへの入所を要介護３以上にするという

ことで議論されておりますが、現在私どもの町の特別養護老人ホームへの入所者

を見てみますと、定員は９０名でございますが、障がい者を除き、町内の方々は

７９名入所しておりますが、そのうち１２名が要介護２以下でございます。ただ

介護、今回の改正の議論の中では、介護の軽度者であっても、特例的に入所を認

めるというような方向も検討されております。その特例の扱いでありますけれど

も、一つには、認知症高齢者、もう一つは、知的障害、精神障害等があり、地域

で生活が困難な方、さらに、家族、地域からの十分な支援がないような方、ま

た、虐待の不安視、心配がある方、などというものは、軽度であっても入所が可

能というような、特例をつけるような議論でございます。そういうものがしっか

りと付されるということであれば、大きな変化はないのではないかと、そのよう

に受けとめております。今後、軽度な方々に対する介護というものについては、

为に在宅が中心になろうかと思います。そんな意味からは、介護者の負担を軽減

するための訪問介護、通所介護、ショートステイなどといったものを充実してい

く必要があるのではないかと思っております。また一方で、施設の整備も必要と

なってくるだろうと、そのように受けとめております。現在の第５期計画におい

て、認知症対忚型のグループホーム１８床の増床を見込んだ計画としてございま

す。現在、事業者の方と協議を進めているところでございます。さらに、平成２

７年度から始まります第６期計画の策定については、平成２６年度、来年度から

着手をいたします。その中で、在宅施設を含めた介護計画はどのようにあるかと

いうことについて議論をしてまいりたいと思っておりますので、その折にまた御

指導賜りますようにお願いを申し上げ、答弁とさせていただきます。 

 

◇議  長 ４番、松田信行議員。 

 

◇松田議員 丁寧な説明をいただきました。今回の質問に当たっては特に介護保険に
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ついて、まだ進行中ですので、本当に答えづらい部分はあるということを承知で

質問させていただきたいと思いますのでよろしくお願いいたします。まず生活保

護ですけれども、低所得者の影響、説明をいただきました。これは年齢だとか、

そういう部分で違うことはわかったのですけれども、支給額が違ったというのは

わかりましたが、先ほどの説明を聞いていると、高齢な老人の方々の対象につい

ては、微々たるものですが、増額になっていますよね。この背景って何なのでし

ょうか。もし知り得る情報がありましたら、教えていただきたいと思います。 

 

◇議  長 大槻福祉課長。 

 

◇福祉課長 それでは、私のほうから説明をさせていただきたいと思います。生活扶

助基準につきましては、平成１６年の生活保護制度のあり方に関する専門委員会

報告によりまして、一般低所得者世帯の消費実態と均衡が図られているか、５年

に一度検証を行う必要があることとされ、平成２３年度より社会保障審議会に、

生活保護基準部会が常設部会として設置をされております。国民の消費動向、特

に低所得者世帯の生活実態を勘案しながら検証が実施され、報告書が提出されて

おります。その結果、今回の改正におきまして、食費被服費等の個人単位の経費

につきましては、ゼロ歳から１１歳、４１歳以上の年齢区分におきまして、引き

上げが必要ということになっております。また１２歳から４０歳までの年齢区分

におきましては、引き下げが適当ということで、全国の消費動向を判断した結果

と   なっております。特に、今回の生活消費実態の中から見ますと、６０歳

以上の方の引き上げ幅が、大きくなっているという状況になってございまして、

また、光熱水費や家具調度品の、世帯を単位としております経費につきまして

も、全体的に引き上げがされています。そういう中におきまして、今回６０歳代

が特に、引き上げになったと、全体的に上がっているのですけれど、それと今回

引き下げの中には、世帯を単位として、人数が多くなりますと、かかる経費が尐

なくなるということが言われておりまして、今までは人数に際して、算出をして

いましたが、今回は世帯の人数において逓減率を設けるということで、その逓減

率の部分が大幅に改正がされておりまして、その結果、全体的には引き下げとな

っております。ただし、高齢者の部分につきましては、先ほど説明を申し上げま

したように、消費動向からいきますと、６０歳以上の部分については、消費動向

としまして、生活保護費が不足しているということでありまして、引き上げがさ

れたということがあり、今回、増額となったということで考えております。 

以上でございます。 

 

◇議  長 ４番、松田信行議員。 

 

◇松田議員 １回聞いてもなかなか理解できないような仕組みなのですけれども、月

の支給額もそう、扶助費もそうなのですけれども、今回、期末一時扶助費、これ

が今の説明も含めて聞きますと、個別査定から世帯数別査定へと変わったと、そ
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ういう意味なのだろうと思うのですけども、この期末手当は８月に制度が変わっ

てもう１２月ですよね、もう本当に短い期間の中で、多分対象者の方はすごく突

発的な話だと思ってびっくりしているのではないかと思うのです。そんなとき

に、生活保護の窓口は福祉事務所で、これはオホーツク総合振興局ですね、町じ

ゃないですよね。そういう人たちの、期間が短い中で周知をしなければいけない

のですね、これは、どういう方法で周知をされているのでしょうか。混乱を招い

ていると思うのですけれども、そこら辺はどうでしょうか。 

 

◇議  長 大槻福祉課長。 

 

◇福祉課長 今回の一時金につきましては、１２月１０日に一般保護費と含めまし

て、既に町から支給を終了しております。言われましたように、生活保護費の一

時金につきましては、従前は、１人につき幾らという形で算定されておりました

が、今回につきましては、そこに世帯のスケールメリットというものを勘案しま

して、大幅な一時金の削減という形になってございます。その部分でいきます

と、周知につきましては、オホーツク総合振興局の方で対忚しておりまして、町

のほうとしては下がるとかということについて、一切町のほうとしてお知らせを

したということはございません。オホーツク総合振興局の方で訪問等の中で、説

明がされているのだということで理解をしています。 

以上でございます。 

 

◇議  長 ４番、松田信行議員。 

 

◇松田議員 その周知の方法は、すべて福祉事務所のあるオホーツク総合振興局とい

う話でしたけども、これは現実に、大空町の町民の方が対象となったときに、オ

ホーツク総合振興局任せと言ったら表現が悪いですけれど、町の行政としては、

ある程度把握をしておかなければいけないのでしょうか、どう思いますか。 

 

◇議  長 山下町長。 

 

◇町  長 確かに言わんとされているところはわかりますけれども、町村にあって

は、この生活保護に関する一切の事務については、都道府県ということで、私ど

ものところには、一覧表の名簿があるだけと、実際に生活実態はどのようになっ

ているか、そのようなことについては、北海道の担当の職員が昼夜、訪問をしな

がら確認をしたり相談に乗ったりというようなことでありますので、私どもとす

れば、全くそこのところについては、現実同じ町民なのにという思いはわかりま

すけれども、仕事として全く関与していないというような状況になってございま

す。 

 

◇議  長 ４番、松田信行議員。 
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◇松田議員 そういうことであれば、例えばこういうときはどうなのでしょうか。 

   町民の方が、どうしても生活が苦しいと、そういった場合は、直接オホーツク

総合振興局に行って相談することしかないのですか、それはその中に町が入って

相談を受けるという、そういうものなのでしょうか、どうでしょうか。 

 

◇議  長 山下町長。 

 

◇町  長 町に相談を受けたような場合については、当然民生委員の方々でありま

すとか、そういう方を御紹介して、さらに細かな相談を受ける、さらに町が受け

たような場合について、生活保護に該当するというような、判断があるような場

合については、町としてそういった情報を、オホーツク総合振興局側に、北海道

側に行ってつないでいくということになると思っております。 

 

◇議  長 ４番、松田信行議員。 

 

◇松田議員 このことについてはですね、後ほどまたちょっと質問で触れさせていた

だきたいと思うのですけれど、もう一つその前に確認させてほしいのですけれど

も、先ほど７月に、庁議があって、減免基準に影響があるものということで、２

０でしたか、あると先ほど説明にあったと思うのですけれども、簡単でいいです

から、どういう分野なのか知り得たいもので、詳細な説明はよろしいですけれど

も、頄目的にお願いします。 

 

◇議  長 大槻福祉課長。 

 

◇福祉課長 生活保護基準を基準といたしまして、保護を受けているか受けていない

かを基準といたしまして、減免または使用料等の軽減措置を講じたものにつきま

しては、全部で２０本ございます。それにつきましては、福祉関係が非常に多く

なってございまして、日常生活用具の給付事業に関する条例、それから老人福祉

措置費用徴収に関する規則、高齢者世話付住宅生活援助員派遣に関する条例、難

病患者等訪問介護派遣に関する条例、大空町要保護準要保護児童生徒就学援助に

関する要綱、それから大空町養育医療の給付及び徴収に関する規則、社会福祉法

人等による生活困難者に対する介護保険サービスに係る利用者負担減免措置事業

実施要綱、大空町健康検診等実施要綱、大空町乳幼児フッ化物塗布実施要綱、大

空町インフルエンザ予防接種助成事業実施要綱、大空町老人福祉センター条例、

大空町女満別農業構造改善センター条例、大空町営住宅条例施行規則、大空町藻

琴山温泉芝桜公園条例、それから大空町地域支援介護予防事業条例、大空町老人

等短期入所生活介護利用期間弾力化事業に関する条例、大空町寝たきり老人等入

浴サービスに関する条例、大空町高齢者インフルエンザ予防接種事業実施要綱、

大空町幼稚園入園料及び保育料に関する条例、それから、大空町町立預かり保育

所条例等がございます。 
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以上でございます。 

 

◇議  長 ４番、松田信行議員。 

 

◇松田議員 これについてはですね、７月の庁議で対忚したと、前向きというか、素

早い対忚というのは、大変評価しているのですが。 

次はですね、非課税限度額変更のことですけども、これは先ほどの説明だと平

成２６年度は影響がないということなのですかね、平成２６年度は影響がある

と、２５年度はないけど２６年度は影響があるということなのですか、ちょっと

確認をさせてください。 

 

◇議  長 山下町長。 

 

◇町  長 まだ与党段階の税制調査会といいましょうか、その段階での考え方であ

りますけれども、与党側の税制調査会、その中での改正大綱といたしましては、

平成２６年度については、消費税等の影響も考慮して現行のとおり２８万円、そ

れ以降についてはまた次の論議になるということでございます。平成２６年度は

現行のままということで考えていらっしゃるようでございます。 

 

◇議  長 ４番、松田信行議員。 

 

◇松田議員 平成２６年度影響がないということですけども、この問題は前の年に決

まりました、すごく唐突な話だと思います。より前向きに、先ほども言いました

けれども、この分についても、町として施策に当然影響の出る部分ですから、利

用者にというか、該当者に極力負担がかからないように、前向きに今から検討し

ていただきたいと思います。どう思いますか。 

 

◇議  長 山下町長。 

 

◇町  長 先ほども申しましたとおり、全体で生活扶助費が６．５％下がっている

と、ということの公表でありましたので、それに伴って２８万円というところの

下限が６．５％下げられれば、２６万円であるというようなお話を申し上げまし

た。そのことについて具体的に先ほど過程の中でお話をさせていただきましたの

で、どのような形で決着がつくのかというものは全く未知数でございます。当

然、来年の今ぐらいまでの間には、平成２７年度にどのように対忚をしていくの

か、というような話が出てくるのではないかと思います。多分、私は思いますに

は、このことを受けて、都道府県各市町村含めて、さまざまな考え方を国に対し

て今後要請していくことになるのだろうと思います。当然低所得者の方々に対す

る、その補完措置というようなものに対して訴えていくということも必要であろ

うと思っておりますし、最終的に、そのような減額というようなことになるので
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あれば、どのような対忚が町として可能かということについては、いろいろと今

後対策を練っていきたい、さらには他の市町村がどのような対忚をとっていくこ

とになるのか、そのあたりも情報収集しながら対忚したいというふうに考えると

ころでございます。 

 

◇議  長 ４番、松田信行議員。 

 

◇松田議員 今町長の答弁にありましたように、ぜひ、これから各市町村それから北

海道も含めて、そこら辺は強く国に要請してほしいと思うのでありますけれど

も、先ほどの答弁に戻るのですけれども、要はこの生活保護の受給者に対して

は、すべてオホーツク総合振興局の中というスタイルで事務手続が徹底するとい

うお話ですけども、やはり私はこれ、やっぱり地元の町村が加わって、このセー

フティーネットというのですか、そういう共有の部分でやっていかないと、生活

困窮者は早期発見だとか、生活保護に陥らないようなための相談だとか、そうい

うものが当然今度問われてくるのではないかと、市町村に問われてくるのではな

いかと、町長、所見どうですか。 

 

◇議  長 山下町長。 

 

◇町  長 現在生活保護に係るそのものの事務については、北海道が町村の場合は

所管をしているということでありまして、その前段に対する、その生活実態の把

握、困窮度の把握、それに対する対忚というものは当然これは町としてやってい

かなければならないものだと、そのように思ってございます。そのようなことか

ら、民生委員児童委員の方々なども国や北海道の辞令委嘱を受けてはおりますけ

れども、実際には市町村が所管をしてさまざまな活動を行っております。さら

に、見守りネット事業などという事業を町として推進しておりますけれども、単

にその健康状態を把握するということだけではなくて、そういう生活実態なども

把握をしながら、それをどのようなサポート体制にするのがいいか、そんなつな

ぎの役割は町としては重要な役割だというふうに思っています。結果として、生

活保護を受給されるというようなことが、一番その方にとって、最良の選択肢だ

ということであれば、そういうところにつないだということであれば、そのつな

いだ後のまたサポートについては役割分担の中で、今は北海道が町村の場合はや

っていただいていると、当然市については自分のところで対忚するというような

ことになっていますが、そういう専門的な知識を有する職員の確保などについ

て、町村ではなかなか難しい側面もあるというようなことから、現時点では、都

道府県が行っているというふうに思っております。ただ、現在国や北海道などは

住民に一番かかわりの深い事務については、基礎自治体である市町村が担うべし

というような言い方も随所にございます。そんな中では、この事務について、市

町村でできないのかと、市はやっているが町村でもできないのかと、そういうよ

うなお話というのは、今後、議論の中では出てくる可能性はあるかなと、そのよ
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うに受けとめておりますが、現在は私どもも、役割のところはそこに至らないよ

うに、前段でいかにサポートしていくかというところに努力してまいりたいと、

そのように考えております。 

 

◇議  長 ４番、松田信行議員。 

 

◇松田議員 その前段の部分で、市町村の役割、サポートの役割、私はそう思うので

す。確かにそのとおりです。それも含めて、そこら辺をセーフティネット、いま

一度確認すべきだと思うんですよ。例えば、先ほど民生委員さんと言いました。

民生委員さんもそうでしょう。あるいは具体的に言うと、社会福祉協議会も加え

た中で、そういうセーフティーネットは必要だと思うのですけれどもどうでしょ

うか。 

 

◇議  長 山下町長。 

 

◇町  長 全くそのとおりだと思ってございます。ただ先ほど言いました、見守り

ネット事業などは、私どもが事業为体ということでありますけれども、現実的に

業務については、社会福祉協議会に委託をさせていただいております。ただ単に

業務の委託をするということだけではなくて、社会福祉協議会においてはさまざ

まな福祉サービスの提供もしてございます。例えば、給食の配送サービスであり

ますとか、そういうような仕事もされております。そんな中で、私どもの見守り

ネット事業もそこに委託をするということが相互の相乗効果を上げていくため

に、必要なことだというふうに思っております。そのほかにも、共助という言葉

を借りれば、地域の自治会の皆さん方が、そのような声掛けをしたり、また相談

に乗っていただくということもこれからの時代には非常に大切なことではない

か、必要なことではないかと、そのようにも受けとめております。高齢化社会と

いうのは単に地域の行政だけが頑張るということではなくて、ご自身も地域社会

のさまざまな機関団体というものが、そういう高齢化社会に対する意識というも

のを持って対処するということが大切ではないかと思ってございます。当然、今

介護などのサービスを提供してくださっている福祉会というようなところも、そ

ういうものの一助になっていただける団体でないかというふうにも思います。そ

ういう相互のさまざまな機関の連携のもとで、この見守りといいましょうか、地

域の支援体制というものをつくっていかなければならないものと、そのように受

けとめてございます。 

 

◇議  長 ４番、松田信行議員。 

 

◇松田議員 今の答弁で私は理解しましたので、この分については終わりたいと思い

ます。 

次に介護保険についてですけれども、これもまだまだ国会では議論を詰めなけ
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ればならない部分で、まだ不確的な部分はあるのですけれども、一忚方向性が見

えてますので、今回質問させていただきましたけども、こういう小さな町村で

は、今回通所介護、訪問介護、それは地域に移管ということだけれども、なかな

かこういう小さな中で多種多様なということにはならないと思います。現実に今

までかかわっていた福祉会、事業所が为体となってしまう。今現在でも女満別の

部分では、確か３名、そういうボランティアの方に携わっていただいております

けれども、なかなかボランティア、ＮＰＯ法人というのは難しい部分はあるのか

なと思う。ただ移管されて一番心配なのは、質と量なのです。利用者にとって。

今までどおりの良質なサービスが受けられるのか、今までどおりの量が受けられ

るのか。私はここが１番問題になってくるのではないかと思うのですけれども、

どうでしょうか。 

 

◇議  長 山下町長。 

 

◇町  長 現在のところから、このことについては失礼しました、このことについ

ては年明けの国会で議論されるということでありますので、先ほどの税制改正な

どから見るともっと直近の課題かと思っております。現在言われておりますの

は、介護保険の枠の中の、給付事業から、訪問介護、通所介護、などが地域支援

事業、これも介護保険の枠の中の一つの事業として、そちら側に移管されるとい

うことであります。現在、例えば地域支援事業で行っている介護保険の事業など

でいいますと、例えば今町でやっておりますのは、見守りネット事業や、それか

ら、認知症予防教室などの事業については、今現在地域支援事業としてやってい

る、そこと同じようなものになるということであります。見守りネット事業は町

がやり、業務委託として社会福祉協議会にお願いをしているというようなことで

ありますけれども、実際に今回の訪問介護、通所介護などが地域支援事業に移り

ました。今現在は福祉会などで提供しておりますが、市町村事業になったと言っ

ても、実際にはそれをまた、私どもの職員が直接やるということにはなかなかな

りませんので、先ほど言ったように、住民为体のところかＮＰＯか、それもなか

なかありませんので、現実的にはまた福祉会に、町が委託をするというような形

がとられるのではないかというふうに思います。そう思いますので、そのことだ

けで見ていくと、今までの量も質も変わらないのではないかというふうに受けと

められるかと思います。しかし、地域支援事業、というものについては、国は何

を考えているかというと、今時点でも、その上限額などが決まっています。とい

うことは、今までの量や質を確保しようと思えばですね、伸びてきたときに、上

限額でそこのところを切られたような場合については、町がさらに財源を用意し

なければならない、用意できなければ量を減らす質を落とすというようなことに

なりかねない、そういう不安材料があるということだと思っております。私ども

とすれば、この方向性で決まるということであれば、国に対して財源的なものの

確保ということについて、きちっと見通しを持たせていただかなければなりませ

んし、それがないとしましても、今の地域の高齢化、高齢社会を考える中で質を



- 46 - 

落としたり量を落とすと、そういうことにはならないというふうに思っておりま

すので、そこは覚悟をもって町として、予算を確保して質、量を確保すること

に、努めていかなければならないと、そのような認識をいたしております。 

 

◇議  長 ４番、松田信行議員。 

 

◇松田議員 利用者にとっては今の説明で理解しましたけども、これはぜひ今後とも

国に対して要望するところは要望すると続けてほしいが、逆に事業者も経営して

いかなければならないですから、そういう事業サイド、その財産を財務的ベース

ではどういう影響があるのでしょうか。 

 

◇議  長 山下町長。 

 

◇町  長 今まで介護保険の給付事業として、介護保険会計からもらっていた収入

減というものを、大空町の場合でいいますと、町からの委託料というようなもの

で受け取るということでございます。ですので、先ほど言いましたように、町が

出し渋らなければといいましょうか、そこのところをカットし、国と同じよう

に、町もカットしたということでなければ、実際のサービスを提供してくださっ

ているところが困窮するということはないと、いうふうなことでありますけど

も、そこのところで例えば委託をするということであれば、町と事業者の中で、

どのような金額で設定をするかということについては、しっかり話をして事務内

容、事業内容というものを決めていかなければならないものというふうに思いま

す。 

 

◇議  長 ４番、松田信行議員。 

 

◇松田議員 そこら辺に影響が出ないように、今言ったように、もしこの制度がこう

いう方向性で行くとなれば、事業者にも利用者にも、負担のかからないように対

忚してもらいたいし、また努めてここで、先ほど言いましたけども、国にも要望

していただきたいと思います。もう一つ、特別養護老人ホームの入所の基準なの

ですけれど、その部分なのですけども、要介護３という新規の追加については、

そうなるとですね、先ほどいろいろな家庭的な事情だとか、そういうことも加味

されるというお話でしたけれども、ここでいろいろなケースバイケースがあっ

て、例えば要介護２の方と、今現在、要介護２の中で、家庭的にも、どうしても

低所得者で、家庭でどうしても看ることはできないのだと、そういう方にとって

はやっぱり、特別養護老人ホームに期待するところなのです。そういったとき

に、先ほどの待機者の数を見ても、なかなか待機者は多いとなると、家族は所得

がなくて、ほかの民間の事業者といっても高いので、民間のグループホームにし

ても、そうなったときに、いいところは入れないと。町のところには特別養護老

人ホームには入れない、民間にも高くて入れない、家ではなかなか仕事の関係と
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かで看れない。そうなったときに、こういう行き詰った方については、非常に大

問題になってくると思うのです。そこで、どうやったらいいのかと考えたとき

に、やっぱり在宅のサービスでも、手厚いサービスが受けられるか、あるいは、

小規模多機能、民間のグループホームが対忚できないのであれば、その事業所が

グループホームに取り組むか、いろいろな方法があると思うのですけれども、そ

んなことを含めてこの施設のあり方について、もしお考えがあれば聞かせていた

だきたいと思います。 

 

◇議  長 山下町長。 

 

◇町  長 先ほど要介護３になっても特例は認められているということでございま

すが、現実に国は何を考えているかというと、入る方々の選別をしようというふ

うに考えているわけであります。そんな中で、例えば要介護２の方と３の方がい

て、今までは２の方まで含めて入れるということでありますけども、全体的な入

所を希望者の方がふえてくる中で、入所に当たっても、何がしかの優先項位をつ

けなければならない。今でもそうでありますけども、より厳格さが求められると

いうことの中にあっては、すべての方々に入所いただけない、希望される方々に

対忚できない、というような例というのも当然考えられるわけでございます。そ

んな中で、施設とそれから在宅でどのようにサービスを提供していくかは、今ま

で以上にふえてくることを考えますと、両方をさらに今以上に充実をしなければ

ならないと、そのように考えております。施設の整備については、時間のかかる

ものでありますし、おのおのその３年ごとの計画の中に盛り込んで議論をしてい

かなければならないものと思ってございます。施設も在宅もふえてくる中にあっ

ては、当然、介護保険料との関係も出てまいります。私どもが受けておりますさ

まざまな要望は、施設整備に対する要望が为でありますけれども、そのことが介

護保険料の増高につながるというようなことについて、十分御存じない方もいら

っしゃるのではないかと。どのような因果関係がある中で、どれだけの御負担を

いただいてサービスを提供するのか、そのことについて町民の皆さんに機会ある

ごとに御説明をしながら理解を得た中で、施設の整備、また在宅サービスの提供

の充実というところを図っていかなければならないのではないかと考えておりま

す。そんな中で、将来を見越した、想定する中で、第６期の事業計画の中にあっ

ては、特別養護老人ホームの建設というようなことも、極めて重要なポイントだ

というふうに思っております。そういったことを前提としながら、平成２６年度

から始まる介護保険事業計画の策定について、町民の方々から御意見をいただき

たいと、そのように考えているところでございます。 

 

◇議  長 ４番、松田信行議員。 

 

◇松田議員 今後の施設整備も含めて、考え方を聞かせていただきましたけれども、

今町は、高齢者の部分については段階的にきちんと、それぞれの分野で対忚する
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ことに、シルバーハウジングから始まって、生活支援ハウスから始まって、次は

特別養護老人ホームだと、最後はと言ったら失礼ですが、ベットの対忚と、そう

いう流れがしっかりと基盤ができていると思うのです。そこで私は思うのですけ

れど、この世代も、それから介護度も、年代的に多尐なりとも違ってくるのでし

ょうけれども、この特別養護老人ホームと生活支援ハウス、この割合、今特別養

護老人ホームは、両方、東藻琴、女満別合わせて９０名でしたか、生活支援ハウ

スは確か３２名でしたか、女満別２０名の、東藻琴１２名でなかったかと思うの

ですけれども、その割合にしても、どこが一番必要と今後されるのか考えたとき

に、ちょっと乱暴な意見かもしれません。増床という事も含めて考えると、そし

て待機者という、いつも待っている方のことを考えると、生活支援ハウスは特別

養護老人ホームに併設されています。目的は違うのですけれども。そこを、特別

養護老人ホームの生活支援ハウスのあのスペースを、特別養護老人ホームとして

考えることができないのか。新たに生活支援ハウスの部分については、町営住宅

とか、そういう分野の中で、例えばシルバーハウジングの中で対忚ができないの

か、いろんなバージョンが考えられると思います。そしてそのほかに、小規模多

機能もあるだろうし、いろんなバージョンを、そして来年から６期に向けて検討

されるということですけども、今これから必要とされているニーズと、今町が持

っているハードな部分、施設の有効活用ということも、これからしっかり来年１

年間検討されて、大空町のバージョンというものをしっかり確立すべきだと私は

思うのです。そこの部分について、先の質問の答えと重複するかもしれません

が、お願いします。 

 

◇議  長 山下町長。 

 

◇町  長 御指摘のとおり、特別養護老人ホーム、生活支援ハウス、シルバーハウ

ジングなどの施設が私どもの町にありまして、おのおの今御利用をいただいてお

ります。先ほど言いましたように、高齢人口がふえる中で、また、介護認定者が

ふえる中で必要となってくるというものについては、施設とすれば、やはり特別

養護老人ホームの需要というものが最も高いのではないかと、そのように受けと

めております。現在あります生活支援ハウスを特別養護老人ホームに切りかえる

という手法については、当然考えられますし、事務的な、また法的なことを整理

さえすれば、そこを特別養護老人ホームにしていいということは現実に可能でご

ざいます。先ほど議員も言われましたように、建ったとすれば、当然、現在の生

活支援ハウスに入っている方々のところを、奪うといいましょうか、枠が狭まる

というようなことから、そこを確保していかなければなりません。そのことも含

めて、介護事業保健計画の中では、いつの時点でそういったものの整理をするか

ということになります。当然例えば、平成２７年度に特別養護老人ホームをつく

ろうとすれば、平成２６年度計画の中に盛り込んで、平成２６年度中につくり、

平成２７年の例えば早期から特別養護老人ホームをつくるということも可能にな

りますし、平成２６年度中につくって平成２８年や平成２９年に例えばつくると
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いうようなことも可能になります。そのように考えると、生活支援ハウスを特別

養護老人ホームに移行するということで、その期間が早まるというようなことで

はないというふうに思っております。どうしても必要だということであれば、例

えば平成２７年度中に特別養護老人ホームを新しくつくってもいいですし、生活

支援ハウスを切りかえてもいいと、どちらでも手法としてはあり得るというふう

に思ってございます。ですので、生活支援ハウスを移行することがスピーディー

に対忚できるということではないというふうに思っております。当然生活支援ハ

ウスをつくれば、溢れた方々については、今時点ではそこから退去してください

ということになりますので、そういうようなリスクのところも考え合わせなが

ら、どの方法が一番いいのかというところで考えていかなければならないかな

と、決して否定しているわけではなくて、そういうところもすべて考えた中で、

そのことを進めていかなければならないなと、そのように思っているということ

でございます。 

 

◇議  長 ４番、松田信行議員。 

 

◇松田議員 スピード感ということでは確かに町長の言うとおりです。私はそれにつ

け加えて、あえて言うとなれば、財源的なことも当然考えなければいけないと思

います。ただ新しい生活支援ハウスの場を確保するということで、またそこに財

源が必要なことから、それが、今既存の部分で何か対忚できるかどうなのか、そ

ういうこともしっかりと検討しておきたいと思います。私はただ早くやれやれと

いうわけでもなく、やってほしいのですけれども、それには当然町の財源的なこ

とを考えたときには、そういう考えもあるかなと考えます。今回、介護保険、こ

れからどういう方向に、まだまだ詳細は国の考えがまだどっちの方向に持ってい

くかわからないですけれども、やはり先ほどの生活保護もそうですけれども、町

として、国なり、しっかりと要望、課題を、訴えてほしいと思います。それと、

やっぱり最終的には、望むところはいろいろな施設も含めてサービスも含めてそ

うです。医療もそう、それから住宅の改修、生活支援事業もそう、いずれにせ

よ、そういうネットワーク、そういうものをトータルで、やっぱり目指すところ

は、２４時間対忚、３６５日、こういうサービスが提供できれば、私は地域とし

ては安心できるのではないかと、そこを目標に進めてほしいと思います。私の質

問はこれで最後にしますけれど、最後に町長の所見を伺いたいと思います。 

 

◇議  長 山下町長。 

 

◇町  長 当然建てるとなりますと財源が必要になると、入所をすることによって

の運営的な財源については、介護保険事業計画の中で、介護保険料からお支払い

をいただくということでありますけれども、現在まで進めています、特別養護老

人ホーム、生活支援ハウス、シルバーハウジングなどにつきましては、事業为体

が別なところもありますけれども、基本的に町の財源を多額に、そこに充当させ
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て建設をしてきている状況にあります。そんな中では判断材料の一つとして、財

源対策というものも、重要になってくると思っております。先ほどは多様な施設

等の確保の仕方というものはあるというふうに御説明を申し上げましたけれど

も、それには先ほど言った、スピード感というものと、その財源の優位性という

ものも当然、あるわけでございます。私などはどちらかというと財源をどうする

かということに頭を悩ましておりますので、そのことをも、当然考えていかなけ

ればならない大きな課題だと思ってございます。地域の町民の方々というのは、

この地域で安心して住めるかどうかということだと思います。それは先ほど前段

の一般質問でもありました、災害がなければいい、遭ったときにもきちんと対忚

してくれる、そんな地域であってほしいという思いもありますし、この地域で生

まれて、そして健康で育ち、そして老後も含めて安心して住んでいける、そんな

地域であってほしいというふうに願っていらっしゃるのではないかとそのように

思います。私どもは町民の方々にさまざまなサービスを提供する機関としてあり

ますけれども、そのところの需要というものが、現在非常に大きくなってきてお

りますので、そういった方々の御期待に沿えるような、そんな行政でありたいと

そのように考えてございます。社会保障の費用というものが増大をするという中

で、財源確保は国レベルでなかなか大変になってきておりますけれども、市町村

におきましても、さまざまな努力をしながら、経費節減に努めてそういうサービ

スを提供できるように、これからも努力をしてまいりたいと思います。また、さ

まざまな御発案など御指導いただきますようにお願いを申し上げたいと思いま

す。 

 

◇松田議員 終わります。 

 

◇議  長 これにて松田信行議員の一般質問を終了します。 

   ここで１０分間休憩します。 

 

            休憩 午後０２時０８分 

            再開 午後０２時１８分 

 

◇議  長 休憩前に引き続き会議を開きます。 

   日程第５、一般質問を続けます。 

   次に、９番、勝田鉄城議員の一般質問を許します。 

 

◇勝田議員 それでは、通告に従いまして、景気を上向かせる２点６頄目について町

長の所信をお伺いしたいと思います。 

   １点目ですが、地域の経済発展やいかにということで、質問をしたいと思いま

す。ちょうど１年前ですか、安倍政権が誕生してアベノミクスと言われる経済政

策が実行に移され、国の中央では、景気が上向きだと言われておりますけれど

も、地方は今だにその波は伝わってはきていないと思っております。伝わってく
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るのは増税ですとか、それから物価高などの負担増、それから、給付は減尐さ

れ、そのような波ばかりが押し寄せております。尐子高齢化の時代を迎え、縮ん

でいく日本、より加速度を増す地方、そして、北海道の道民１人当たりの所得

は、４７都道府県の中で３６番、前年度から三つポイントが落ちたそうでありま

す。このような中、こうしたオホーツク管内にはまだまだ潜在的に発展の能力は

豊かにあると思っております。それは例に例えますと、知床の世界自然遺産です

とか、流氷のオホーツク海、あるいはサケやホタテなどに代表される海産物、そ

れから、網走湖のシジミも宍道湖と水揚げ日本一を争っているそうであります。

タマネギの生産はオホーツク管内は日本一と、ほか、米もある、野菜もある、畑

作物もある、花もある、果樹もある、畜産もある、そして酪農に至っては、私の

友人も津別町で参加しておりますけれども、日本最初の有機牛乳などを生産して

おります。森林もオホーツク管内の面積の７割以上を占める、道内１の森林地帯

ということでありまして、津別町あるいは清里町には合板工場が２社もあるとい

うことであります。形態の似ている十勝と比べてみましても、決して遅れをとら

ない、バランスのとれたよい地域なのではないかと思っておりますけれども、如

何せん、活気が足りない。どうすれば、活力ある地域になるのかを町長にお伺い

をしたいと思います。それで一つ目ですが、オホーツク圏の経済発展への課題と

対策という題でありますけども、町長は、オホーツク圏の活性化期成会の農林水

産専門委員長という、経済にいたっては重要な立場におられると聞いております

ので、大所高所に立った課題と対策についてお話をしていただきたいと思ってお

ります。二つ目ですが、我が町の経済発展の対策、これは我が町だけではなかな

かこの経済発展というのは単独では難しいかもしれませんので、このオホーツク

圏域の中で、本町の特色を生かした産業発展の対策というのは、どのようなもの

を考えておられるかというのもお聞きをしたいと思います。それから三つ目です

が、農家戸数減尐への対策ということであります。地域の産業基盤の一つである

農業ですが、ことし女満別町農業協同組合が実施したアンケート調査によります

と、将来の後継者がいないと答えた人が２６７戸のうち９６戸、割合でいくと３

６％、決まっていないと答えた人が８１戸、３０％という結果が出ておりまし

た。今のこの数字を現在の農家戸数３０８戸に当てはめてみますと、将来、１０

０戸ほどしか残らなくて、この１００戸で７,０００町歩を経営するとなると、

１戸平均７０ヘクタールということになります。これは必ずしもこういうことに

はならないかと思いますけれども、戸数が減るということは、経済発展に対して

大きな後退する要因でないのかなというふうに思っておりますので、町長の考え

をお伺いし対策を聞きたいと思っております。 

   それから２点目の、森にも自由を、ということなのですが、ちょっと題の取り

方がまずかったかもしれませんが、森林は私たち人間が生きていく上で一番大切

な、酸素ですとか、水ですとか、食料ですとか、これを供給してくれる、大事な

ものであります。しかし、森林は反対に、人間がいなくても生きていける、とい

うことでありまして、もし森が話すことができるならば、針葉樹ばかり植えない

で、自由が欲しいというのではないのかなと、私は思っております。それほど森
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林というのは多様性を持った私たちに一番大事な生命維持装置みたいなものであ

ります。適した環境に適した樹種というのが自然に生えてくるものであろうと思

っております。この多様な森というのは、豊かな海もまた育てるという役目を持

っていると思っております。そこで、自然林を残そうということでありますけれ

ども、広葉樹というか、この自然林を残そうというのは、針葉樹や広葉樹が混交

して生えている森のことを指したいと思っております。この針葉樹林というのは

５０年から１００年、１００年単位ですね、１００年単位の樹齢が必要なため、

林業経営者は採算が合わなくて、すべて切ってしまった後には針葉樹しか植えな

いと、カラマツが为でありますけれども、このような状況になっております。し

かし広葉樹は用途が広く、家具ですとか建具ですとか、民芸品、それから船の材

料、きのこの材料、それから燃料、人間の燃料ですね、あと炭だとか、多くの産

業を育む要素をはらんでいると思っております。この自然林がなくなったことに

よって、この建具家具業界というのは、この地区から相当衰退をしてしまってお

ります。各業者に聞いたところでは、こんなことであれば、針葉樹を植えないで

そのままにしておいてくれたほうが、いろんな樹種、広葉樹の家具がつくれたの

になという声も聞かれておりました。個人の林業経営ということから、広葉樹を

残すのはまず無理であろうということでありますので、町有林で、町がこういう

自然林を残すべきではないのかなというふうに思っておりますので、町長の考え

を聞きたいと思います。それからもう１点は姉妹都市の森をつくろうということ

ですが、５年ほど前でしたか、これは姉妹都市の稲城市のことばかり書いたので

すが、氷川町は友好町ということですので、氷川町と稲城市と両方の話をしたい

と思いますが、５年ほど前に、氷川町の笠原議長が我が町を訪れまして、東藻琴

の緑とチーズの里ふれあいパーク、ここに記念植樹にえんじゅの木を３本植えた

かと思います。この看板を町長に、ちょっと忘れましたが、「氷川の森」と書い

たのではなかったかと思うのですが、まだ枯れてなく、３本は植わっているかと

思います。その笠原議長一行が昨年でしたか、わが町に来て私に話したことは、

何年か前に植えた木は元気でいるか。それが見たいのだという話をしておりまし

た。議長には、「議長のように元気に育っていますよ。」と言ってあげたら、議

長は大して喜んで、帰り見ていきたいなという話をしておりました。このように

植樹というのは、町を訪れた方にとっては非常に感慨深いものがあって、訪れた

ときには成長を楽しみにということで、また訪れてくれるのではないのかなとい

うふうに思っておりますので、この姉妹都市の森というのは、もう尐し規模を大

きくして、どこかに設置をしたらいいのではないのかなというふうに思っており

ます。それからもう１点、植樹祭をしましょうということなのですが、近隣の他

町村でも、毎年植樹祭をやっている町村があるかと思います。私たちの町では、

機会あるごとに１年のときなどに植樹祭をしておりますけれども、私はこれを発

展させて、毎年親子で植樹祭を催してはどうかと、予算も大した金額ではないで

しょうから、予算もしっかりとって、進めたらいいのではないかなというふうに

思っております。 

以上２点６頄にわたって町長の所信をお伺いしたいと思います。 
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◇議  長 山下町長。 

 

◇町  長 勝田議員の一般質問にお答えをしたいと思います。１点目の地域経済の

関係でございますが、私どもの地域はこのオホーツク圏域の一員としてございま

す。このオホーツク圏域の経済対策の取り組みについて、オホーツク総合振興局

では、政策展開方針というものを取りまとめております。その中でいろいろな頄

目立てがありますけれども、地域重点プロジェクトと言われているものの中に、

一つには、食観光交流という頄目がございます。またもう一つには、農林水産

業、これが地域の経済発展の要素であるというような中から、そういったものに

重点化をしながら、施策を進めていく必要があるのではないかと言われておりま

す。私も、私どもの地域を考えたときにも、この２頄目というのは大変重要な頄

目であると、このように受けとめております。しかし、こういったプランがある

わけでありますけれども、具体的な取り組みをする、そのコーディネーターとい

う役割を担うところが不足している、不在ではないかと、そのように受けとめて

おりますことと、こういったものを事業展開していく、そういう組織と実行組織

というものがないのではないか。そこが大きな違いではないか、十勝圏域との違

いではないかと、そのように感じているところであります。例えば、農林水産業

の分野でいいますと、このオホーツク地域にはオホーツク地域振興機構というと

ころがありまして、農業ばかりではなく水産業、さらには、林業また製造業など

と連携をしながら、地域の経済発展、産業を育成していく組織がありますけれど

も、なかなか全体として、まとまった活動ができていない、力不足の感があるの

ではないかと、私も実は理事ではございますけれども、参加をしてみながら、そ

のような印象を持ってございます。また、先ほど言いました、食や観光交流とい

うことについては各地区各市町村が対忚している現状でございまして、具体的な

その大きなオホーツク管内的な組織というものにはなかなか至っていないと、ま

た、各市町村が行う連携などについても十分とは言い切れないと、そのように考

えております。そんな中で、このオホーツク管内の、そして私どもの地域の経済

発展をどのように考えるかといいますと、私はやはりキーワードは先ほど言いま

したように、農業、林業、水産業を中心とする、１次産業、というものがあるの

ではないか、もう一つは、私どもの町には空港があり、そして東藻琴芝桜公園を

有しているということから考えますと、観光や交流というところにも関わりが深

い、そこも一つのキーワードではないかと、そのように受けとめております。最

近は６次産業化ということなどもありまして、地域の農林水産物を加工しようと

いうような動き、それを地域の経済発展につなげていこうというような動きもあ

りますけれども、オホーツク地域全体を考えたときには、もっと大きいロット、

単位でもって、そういう仕掛けをしていく必要があるのではないかと、そのよう

に受けとめております。その中心の位置として役割として、大空町という場所

が、またこの町があるのではないか、先ほど議員も言いましたように、私どもの

町は多種多様な農業形態があります。また、森林もあります。外海には面してお



- 54 - 

りませんけれども、漁業の資源などもある地域であります。そうやって考えます

と、私どもの町に現在不足しているのは、農業の分野でいうと、果樹の部門だけ

かというふうに思います。そうやって考えると、北海道の農業、また１次産業の

縮図のような役割といいましょうか、そこが大空町ではないかと思います。ぜひ

管内的なそういう産品を代表する、そういう仕掛けをこの地域として、取り組ん

でいくということが、この地域の、そして我が町の経済発展の対策の一つではな

いかと思ってございます。先ほど議員も言われました、古くから北見産タマネギ

と言われているものは、全国に出荷されている大きな産品であります。そこを活

用した６次産業化というものがあり、各市町村がさまざまに取り組むというよう

なことがあってもいいのではないかと思っております。そのほか、地域の中の野

菜などでいえば、ナガイモなどもありますし、和牛、さらには産品でありますけ

れども、小麦、馬鈴薯、さらには大豆などといったものも加工品として可能では

ないか、そういうようなものを一つ一つの町村が独自に一つだけの産品をつくる

のではなくて、もう尐し大きな単位でもって加工をしながら、全国に売り出し

て、各市町村の取り組みというものは、そのＰＲ効果を狙った各々の産品開発と

して付随してあっていいのではないかと、そのように考えているところでありま

す。また、林業の分野でもさまざまな樹種がありますし、オホーツク海にはサケ

やホタテ、ことしは史上最高の豊漁と聞いておりますけども、そのようなものが

あります。網走湖には、全国に指示されているシジミやワカサギといったものも

あります。そのようなものを、このオホーツク管内として、加工にも取り組んで

いくということが必要ではないかなと思ってございます。先日、オホーツク圏の

活性化期成会ということではありませんでしたけれども、このオホーツク管内の

町村会の農林水産専門委員会の中で、このオホーツク管内の農業協同組合の組合

長の中のまた代表者の方、さらには漁業協同組合、森林組合の組合長さん方と将

来にわたっての、この地域の活性化について意見交換をさせていただきました。

その中でも、この地域が为体となって小麦粉を使った製品など、そういうものの

取り組みができないだろうか。また多種多様な馬鈴薯を使ったお菓子類の製造と

いうものができないだろうか、海産物を使った加工というようなものも可能では

ないか、そのためには、地域の産業団体と行政が力を合わせていかなければなら

ない、そのような意見交換をさせていただいたところであります。また、先ほど

言いました観光交流、そして食といったようなものについても地域には魅力がた

くさんございます。そんな機能を高めていく、交流ということでいけば、合宿の

誘致でありますとか、観光資源とすれば、さまざまな国立国定公園、世界遺産な

どもございます。その玄関口として、女満別空港の役割というものも非常に大き

いのではないかと考えてございます。そういった機能を高めていくということ

は、この地域全体の経済発展の要素になるというふうに考えてございます。先日

訪問いたしましたタイの航空会社でありますとか、旅行会社、そういったプロモ

ーション活動も一つの経済発展の取り組みのことかというふうに受けとめており

ます。そのような中で、この大空町が果たしていく役割について考えてまいりた

いと、そのように思うところでございます。私どもの町は先ほど申しましたよう



- 55 - 

に、農業が中心の産業の町でありますが、近年、離農により農家戸数は減尐傾向

でございます。一方で、１戸当たりの耕地面積は増加しておりますが、しかし、

規模拡大もそろそろ限界に近づいているのではないかと、そのように感じており

ます。依然として農業というのは魅力的な産業ではないのでしょうか。私はそう

ではなくて、農業に参入するための間口が狭かったり、ハードルが高いというこ

とも一つの要因ではないか、就農を阻害している要因ではないかとも思ってござ

います。そんなことを考えておりますと、例えば脱サラをして農業に転じるとい

うようなお話を聞きますけれども、現実的には農業者と呼べる域に達するまでに

は非常にほど遠いものがある、そういう事例が多いのではないかと思います。国

は担い手への農地利用の集積等を進めておりますけれども、なかなか現実的には

十分効果が上がっているかというと、未知数なような気もします。また最近では

１０年間で農業所得を倍増する、倍返しではありませんけれども、そういうよう

な政策、農業農村所得倍増戦略というものも打ち出してはおりますけれども、具

体的なところについては、私はなかなか見えてこないという中で、現実性が余り

ないのではないかと、そのように受けとめております。議員の御指摘のありまし

た、町内の農家戸数でありますが、１０年前の平成１５年には、女満別地区３６

８戸ございました。私どもの統計で３６８戸でございましたけれども、現在３０

９戸でございます。東藻琴地区は１０年前の１５４戸が１３７戸、という状況で

減っている状況でございます。また、先ほど議員が言われたＪＡ女満別における

アンケート調査においても、将来後継者が決まっていない、また、後継者がいな

いとおっしゃられるという農業者の方々が、全体の半分以上占めているという状

況であります。農業が为産業の町であるにもかかわらず、次世代の担い手がいら

っしゃらないということは大変憂慮すべき結果であると、そのように受けとめて

おります。規模拡大ばかりではなくて、多様な農業形態を提供して、その中で農

業経営に当たっていたということが１点ではありますが、何せ担い手を確保しな

いことには十分機能していかないということだろうと思います。そのためには、

コントラクター事業などを推進して、労働力を確保するという方策も必要でしょ

うし、研修生の受け入れなどによって、担い手の候補者となるべき人たちの確保

をしていく、ということも大切であると思います。さらに、法人化による異業種

からの参入を促進する、そして、そういった方々の経営感覚にすぐれた形態、人

材というものを育成していく、さらに配偶者の対策なども必要ではないかと、そ

のように受けとめてございます。関係機関の皆様方、私ども行政とともにその就

農の間口を広めるような、そんな活動を連携して取り組んでまいりたい、このよ

うに考えているところでございます。 

   次に、自然林を残そう、森にも自由を、というお尋ねでございました。大空町

では国有林も含めて１万３,４００ヘクタールが森林でございます。そのうち４,

０００ヘクタールが自然林でございます。自然林といいましても、全く手をつけ

られていない原生林的なものもありますし、一度伐採をした後、自然に生えてき

たというような中で、成長した林も含めて、４,０００ヘクタールでございま

す。森林の役割は水源涵養、また、土砂災害の防止、地球温暖化防止、環境保
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全、木質資源の供給、生物多様性保全機能、数々あろうかと思っております。そ

んな中で、私どもの町の、また地域の森林というものは、大変貴重なものである

とそのように認識をしてございます。森林法には、各地域において、その地域の

森林整備計画というものをつくりなさいということが規定されております。その

中では伐採や保育に関する方針を定めております。一つ、例えば広葉樹の標準的

な伐期は８０年と定めております。針葉樹などについては樹種によってさまざま

でありますけれども、カラマツなど３０年のものからエゾマツのように６０年と

いうようなものまでありまして、そういうような伐期を定めているものもありま

す。また、広葉樹の中には、薪や炭、ホダ木の原木生産というものを目的とした

ものもございますので、そういったものは２５年というような定め方もありま

す。また、人口林につきましては、伐採後２年以内の植林が義務づけられてい

る、そういう規定もございます。さらに、自然林の伐採に関してはなるべく控え

ることや、最小限にとどめるということを、森林所有者に指導するという内容も

あります。また、自然更新をする場合には、母体となる、種々や保存種々の飛散

状況なども勘案しなければならないというような状況になっております。人工林

を切った後、为に針葉樹になろうかと思いますけれども、全く手を加えないとい

うような考え方は、この森林整備計画の中にはうたわれておりません。というこ

とであれば、針葉樹の後、広葉樹を例えば植えるとか、また、用途を全く別なも

のとして変更してしまって、そして、議員の言われる天然更新といいましょう

か、自然に任せた中での森形成というものを図る、というような手法があろうか

と思っております。いずれにいたしましても、森の役割というようなものについ

ては、十分私も認識をしているつもりでございますので、この地域に合った多様

な森づくりというものを、考えてまいりたいなと、そのように思っております。

今までのように針葉樹を植えて、伐期がきて、定例的に伐って、また針葉樹を植

えるということだけではなくて、もっとさまざまな町有林、林、森林の形成の仕

方があるのではないかと思ってございます。今後そういった点についても、いろ

いろ考えをめぐらせながら取り組んでまいりたいと思います。姉妹都市の森をつ

くろうということでございます。私どもの町には稲城市児童交流において、これ

は議員の発案により、平成２１年度から、トマップ川公園に、子供たちによる植

樹も、例年させていただいてございます。また、氷川町の皆さんからは、過去に

はソメイヨシノの寄贈を受けて、緑とチーズの里ふれあいパークに植樹をした

り、議長御一行が来たときに、えんじゅの木を植えさせていただいたというよう

な経過もございます。一方で、稲城市には稲城市市政施行３０周年、姉妹都市提

携１０周年を記念して、稲城市大丸公園内に「女満別の森」ということで、ナナ

カマドを植樹していただいている、そのような経過もございます。先ほど言いま

した稲城市の交流児童の植樹、トマップ川公園の下流域を設定して植樹をしてま

いりましたけれども、町民有志の方々の梅などが、平成２４年度に植栽をされて

おりますので、場所が正直なくなってまいりましたので、今後どうしようかとい

うところで現在悩んでいるところでございます。また植樹祭、確かに過去にも、

空港線の３世代植樹でありますとか、海外研修者の方々、またＪＡ女性部や西網
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走漁業協同組合の女性部の皆さんの開陽地区における植樹などもありますし、さ

らには女満別中学校の生徒が、平成１７年にトマップ川公園に桜の木を植えてく

れたり、平成１９年には大空町誕生記念植樹ということで、トマップ川公園にご

家族で植えてもらったこともあります。また、東藻琴においては、平成１３年か

ら５年間、東藻琴村２１世紀の森植樹ということで、スキー場近くに植樹もして

ございます。最近では、こどもワールド２１のメンバーの方々が、東藻琴山岳会

の皆さんの御協力をいただいて、藻琴山登山道にエゾヤマザクラを植えてくれた

りしております。また、先ほど申しましたように、平成２４年には町民有志の方

々がトマップ川公園に梅の植樹などもしてくれているところがございます。植樹

については、議員が言われましたようなさまざまな効果があるというふうに考え

ております。そのようなことから平成２７年、大空町１０年という節目の年であ

ります。そのときに一度大々的に記念植樹祭というようなものを、場所を選定し

ながら計画をしてみたい、それをきっかけに、その後皆さん方の御意見をいただ

きながら、場所の確保のことも当然ありますので、毎年続けられるかどうする

か、そこのところについては場所いかんかというふうに思っておりますけれど

も、そのような中で取り組みが継続できればと、そのように考えているところで

ございます。 

以上申し上げまして、１回目の御答弁とさせていただきます。 

 

◇議  長 ９番、勝田鉄城議員。 

 

◇勝田議員 オホーツク海圏域の経済発展についてでありますけれども、ここに、私

が調べた２０１０年日経リサーチ調べ、「地域ブランド戦略サーベイ」、という

ものがあります。これを見ますと、日本全国で１位にランクされたのが十勝、こ

れが６７．１ポイント、２番目が津軽、６５．０ポイント、３番が石狩、６０．

８ポイント、４番が信州、５９．２ポイント、そして、５番がオホーツク、５３

．７ポイント、６番が讃岐、５２．７ポイント、７番が伊勢、５２．３ポイン

ト、８番の紀州が、５１．７ポイント、９番の加賀が、５１．３ポイント、最後

の１０番の琉球が、５０．９ポイントということで、全国で見るとオホーツクは

５番目に入っているという、非常にうれしくなるような数字が出ておりました。

これは買いたい地域の産物は何かという問いを出した結果がこういうことだった

そうであります。ですから、十勝が１番というのは恐らく、十勝平野のすごいイ

メージが、食に対してイメージがいいのでありましょうと思いますけれども、一

方、オホーツクのほうが意外に５番ということで、どこに５番に入った理由があ

るのかなというふうに考えているのですが、恐らく、先ほど言った自然遺産です

とか流氷ですとか、いろいろな自然景観などを含めた中で、あそこのものなら買

って食べたいな、おいしいだろうなというようなことで、この５番に入ったので

はないかと思っております。またもう１点、２０１３年、ブランド総合研究所と

いうところが、地域ブランド調査２０１３というものを、インターネットで調べ

たそうであります。この結果によると、食についての調べでは、道内でランク１
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０番の中にランクに入っている地域が、函館市と札幌市、小樽市、釧路市、根室

市ということでして、わがオホーツク管内からはどこの町村も名前が挙がってい

ない。インターネットですから、店頭に行ってオホーツクのものを買うとか、そ

ういうことではないのかもしれない。インターネットですから、この調べは合わ

ないかもしれませんが、名前が出てくるはずなのに、こっちのインターネットで

は出てこないという結果になっている。これはどこかに問題があるというのは、

先ほどは町長が言っておられた、この地域が一つにまとまっていないのでないか

と。こんなにいい素材をもって全国に知れわたっている地区なのに、なかなか産

業としての食だとか、何かについては名前が出てこないということが、読み取れ

るのではないのかなというふうに思っております。ライバルの十勝と言ってもい

いのでしょうけれども、十勝では平成２３年の１２月ですか、ちょうど２年前に

フード特区という国の指定を受けて、道内では３カ所の中の１カ所として指定さ

れておりますけれども、私たちの地区はこんなにいいところなのに、なかなか名

前が出ないというのは残念でならないと思っております。そこで町長はもう３期

ですか、オホーツク町村会あるいはオホーツク活性化期成会でしたか、農林水産

専門委員長という立場ですので、一番発言しているというのはあちこちで聞いて

おります。ですから、一生懸命やっていただいているのですが、いまいちこうい

う経済的に、数字が出てきてないというふうに、もう尐し、この地域は３つの市

に分かれているですとか、産業の突出したものがなくて、調和がとれているとい

うのか、あと、人がおとなしいというか、良心的であるというか、人を押しのけ

てまで商売をするという気質がないのか、何かそのようなことがあるのかどうか

わかりませんけれども、もっと何とか、この我がオホーツク圏には、おそらく相

当の地方交付税の交付金ですか、それらも相当入ってると思います。どちらかと

いうと、公共事業型の経済発展といいますか、そのほうに予算が使われて、こう

いう経済発展の民間のですね、こういうものには、国のメニューの中には尐ない

のかなというふうに思っております。それで、オホーツク圏活性化期成会やオホ

ーツク町村会で、ぜひ経済発展、十勝に遅れをとることなく、予算の配分の仕方

ですとか、そういうものに、もう尐し考えを変えてやっていただければいいので

はないのかなというふうに思っておりますので、町長の考えをさらにお伺いをし

たいと思います。 

 

◇議  長 山下町長。 

 

◇町  長 先ほど十勝、６７．２％、オホーツクが５番目と、買いたい産物がある

ような地域、という中での全国の印象度、私の受けとめているオホーツクの印

象、私がといいましょうか、全国の方々がオホーツクに思っている印象を、私な

りに分析をしてみると、おいしい買いたい産物があると、それは何かというと、

海産物、というような、そんな印象を強く持っております。現実、サケ、マス、

ホタテなどが为力のこの北海道オホーツクの漁業というものは、日本海側、太平

洋側、オホーツク海側がある中で、ことしもオホーツク海側の漁業だけが豊漁で
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あった、というようなこともあります。さらにそこに付随するさまざまな魚介

類、そういったものが消費者の皆さんの期待になっているのではないかというふ

うに思います。どちらかというとオホーツクには多種多様な農業がありますけれ

ども、北海道の中で聞いても、道南の市長さんなどには、大空町も酪農だけなの

かいと、そのような認識の方もいらっしゃいます。まだまだ十分な理解をされて

いないのではないかと、そのように思ってございます。また、そのオホーツク管

内のまとまりということから、十勝との比較でいいますと、十勝には１市、帯広

市がありまして、その他は町村という形になっております。オホーツク、この地

域においては３市あります。また、地域分けをすると、三つもしくは四つという

ようなブロック分けがございます。古くは私が青年団で活動しておりました頃、

当時の網走支庁管内青年団体協議会の青年大会などについては、各ブロックごと

の、北見地区、遠軽地区、西紋地区のブロック大会を経て、管内大会が開かれる

ということでありましたけれども、当時、十連青という名前で言われていた十勝

連合青年団は、管内に１カ所に集まって、各地区予選ではなくて、２０市町村全

部の予選会をやると。その中で、管内の代表を決めるというような形をとってお

りました。そのころからブロック別に分かれている私どもの地域と、十勝の地域

というところの成り立ちが尐し違うのだなと、そのような印象を持っていたとこ

ろでございます。それが、行政に携わる中でさまざまな分野で見えてきている、

特に経済産業の分野においてもそのようなことが今も続いているという印象でご

ざいます。議員が御指摘をされました、持っていらっしゃる感覚、感じ、印象と

いうものを、全く私も共有している状況でありますし、オホーツク管内の産業団

体、また、町村の首長などが集まりますと、そのことに触れ、何とかオホーツク

としてのまとまりを形成していこうではないか、そのような会話になります。し

かし、先ほど言いましたようなブロック分けの歴史、また３市がある、さらに産

業の分野でいえば、１次産業と言いながら、漁業も林業も、農業も、非常にバラ

ンスのとれた中であるということは、どちらかに傾注するということにはなかな

かなってこないと、そのようなところもあるのではないかと思ってございます。

例えば、農産物などで私が思いますのは、十勝はお菓子の製造メーカーなどもあ

りまして、どちらかというと、十勝小豆、小豆に代表されるように、スイーツ系

の甘いお菓子などをつくっておりますが、私などが思うには同じ農産物であって

も、この地域が、後発として管内の特殊性を出していくということであれば、海

産物も交えた中で、小麦や馬鈴薯などを使った、スナックと言ってしまえば、ち

ょっと軽い感じを受けますけれども、そういうような類いの戦略を持って、加工

品として売り出していくべきではないかなと、民間の方々のそういったところで

は、力もいただかなければならないものと思います。今で言いますと、北海道の

私どもの地域にかかわりのある、カルビー食品さんなどは、さまざまな馬鈴薯を

経由した小麦粉を使った練り製品、お菓子などを製造している、そういうような

もののメッカとなっていく、というようなことが私どもの地域の特色を出してい

くということではないかと思っております。先ほど言われましたように、私自身

はさまざまな立場で活動させていただいておりますけれども、力不足のためにな
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かなか御期待に沿うような展開まで持っていけておりませんが、今後も、その地

域、オホーツク地域全体のをことに及んでも、頑張れるような、そんな発想と行

動力を持ちながら、取り組んでまいりたいと思ってございます。今後とも、ぜ

ひ、御支援を賜りますようにお願いを申し上げたいと思います。 

 

◇議  長 ９番、勝田鉄城議員。 

 

◇勝田議員 先ほど町長がお話しされておりましたお菓子の件なのですが、帯広市に

ある六花亭は、年商１８０億円ぐらいだと思ったのですが、これに使われている

小豆などは、わかりませんけども、私たちの地域からも、十勝へどんどんと小豆

がいっております。おそらく、北見地区の小豆がなければ、十勝の小豆の一等品

をつくれないのではないか、というような話も聞かれたりいたします。それから

十勝の納豆業者の話なのですが、十勝の納豆業者は、原料を北見の大豆を使いた

いと、なぜかというと、十勝よりも北見の方が気温が低いので、機能性のイソフ

ラボンが多いと、ということで北見の大豆を使いたいと、いったい私たちの地区

は、ライバルに原料を供給して、こんなことでいいのかなと。納豆ぐらい自分た

ちの地区でつくれるのではないかと思うのですが、そういう動きまであるのであ

ります。私の考えるのでは、先ほど申しましたように公共事業型の経済を、そう

いうものから脱却しなければならないというふうに、これは国の交付税の縛りが

あってなかなか難しいかもしれませんけども、町長の突破力で脱却をしなければ

ならないのではないかと思っております。それから町長も申しておりました、外

に対して外貨を稼げるような、海外ではなく、域外に対して稼げる商品の開発も

必要でないかと思いますし、それらを生産する、人材の育成も大事ではないかと

思います。それから、町長も申しておりました、観光、町長も一生懸命力を注い

で、東南アジアなどに誘致活動に行っておられますけれども、この観光の整備と

いうのも、民間に任せるものは任せてもいいのですが、もう尐し官が入ってもい

いのではないかなというふうに私は思っておりますので、この観光というのは、

人口増加というふうに考えてもいいかと思います。これらも力を入れていただき

たいと思います。 

ちょっと１点お伺いしたいのですが、確か合併するときに、国土交通省が、観

光地域づくり実践プランとか、事業があったかと思うのですが、これは大空町と

道内では富良野市が２地区指定になったかと思います。指定でなく選定ですか、

大空町の場合は空港と芝桜を情報発信して、観光客を呼び込もう、そして外国人

客を呼び込もうということで、国土交通省の選定がなされたかと思いますけれど

も、あれの延長線上にあるのかわかりませんが、町長の東南アジアの観光客誘致

というのは、これからますますやっていただければ、わが地区の観光事業も盛ん

になるのではないのかなというふうに思っておりますので、この点をお聞きした

いと思います。 

 

◇議  長 山下町長。 
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◇町  長 決して私は、公共事業が地域の産業になっているというような考え方を

持っているわけではありませんけれども、大型の公共事業などがオホーツク管内

などには確かにありまして、それが地域の建設業などに対して大きな波及効果を

持っているということについては、そういう側面も現実としてはあるのではない

かと思っておりますが、民間のいろんな方々の進出がなければ、お力添えがなけ

れば、本来の意味での地域産業というものは活性化していかないものと思ってお

ります。ただその方向性をつくるための、例えば一つとして、今網走市の港には

麦のサイロ、などもでき上がっておりますが、ただ単に輸出するための中継場所

としてあるということだけではなくて、あのようなものを契機に、そういった関

わりのある業種の方々に進出をしてもらう、そういう取り組みも必要ではない

か、当然地元であります、網走市水谷市長なども公然といろいろなところで御発

信されておりますが、単に一つの地域の、一つの町の問題ということだけではな

くて、オホーツク管内の小麦がそこに集結をするということであれば、オホーツ

ク管内こぞってそういうようなものの誘致、さらにはそれを活用した取り組みと

いうものも進めていかなければならないのではないかなと思ってございます。私

自身で言えば、過去にカルビー製菓でありましょうか、カルビー食品でしょう

か、この地域に例えばテーマパーク的なそういう試験補助的なものの建設につい

て、検討できないかというような話を懇談の中でさせていただいたこともありま

す。民間投資をいかにこの地域に呼び込んでくるか、そのことを常に意識として

持ちながら、取り組みを進めたいと思っております。また、先日、野菜の加工メ

ーカーの、サラダなどをつくっている会社の幹部の方とお話をさせていただきま

した。その中でも、従来は札幌市近郊の農家の方々にさまざまな野菜をつくって

いただいておりましたけれども、もうそこがやはり無理になってきていると、遠

方ではありますけれども、オホーツク地域、特に斜網北見地域、など北網の地域

において、そういう野菜栽培などもお願いをしていかなければならないというよ

うな話も承りました。それは先ほどの小豆や大豆に通ずるところもあるのではな

いかと思っております。そういったときに、ただ単に材料を提供すればいいの

か、私どもの地域のブランドとして出していく方法がないのか、というような視

点も持ち合わせなければならないのかなと、今のお話を聞いていてただ買いに来

たから売ればいいということだけではなくて、それを機に、ブランド化させてい

くというようなことも必要ではないかと、そのように感じたところでございま

す。また、観光の分野でいいますと、私どもの地域は空港があるということか

ら、このオホーツク管内の玄関口となっているかと思います。遠くからのお客さ

んを受け入れるには、鉄路陸路いろいろありますけれども、遠隔地であるという

ようなことから、空港というものも非常に大きな役割があるというふうに思って

おります。日本全国の旅行者の数、また人口そのものが減るという中にあって

は、インバウンドと言われている外国からの、日本への訪日観光客の方々をいか

に私どもの地域にまで引き入れるかというようなことも大切なことであります。

海外からの直接のチャーター便のほかに、日本の空港に入られた方をいかに接続
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を良好にして、この地域まで連れてくるか、そういうようなことにも意を払って

行っているところでございます。そんな中で、私どもの町の東藻琴芝桜公園、先

ほど行政報告でも申し上げましたとおり、タイにおける観光事業者のパンフレッ

トなどにも、既に掲載がされているところもありました。タイの国民の皆さん

は、花ということに対しても非常に興味深いという印象を持っていらっしゃるよ

うでありますので、そういうようなものも、もっと積極的に売り込む必要がある

なと改めて感じたところでございます。そのような中で、さまざまな施策を展開

してまいりたいとそのように考えておりますので、今後ともまた議員の発想力と

いうものは非常に高いものがあるというふうに思っておりますので、そんな中で

御指導いただければありがたいなと、そのように考えているところでございま

す。よろしくお願いいたします。 

 

◇議  長 ９番、勝田鉄城議員 

 

◇勝田議員 私の発想力ではなくて、いい加減なところがかなりありまして、参考に

なる話ではないのですが、むしろ町長のほうが、オホーツク町村会あるいはオホ

ーツク圏活性化期成会などで、トップの１人として活躍しておりますので、その

若さでこのオホーツク管内を引っ張っていただきたいなというふうに私は希望し

ております。 

   次に２点目の、森にも自由を、ということなのですが、姉妹都市のことについ

ては、これを発展させて、稲城市のカーボンオフセットですか、炭酸ガスを相殺

するという、今はちょっとニュースからは下火になってしまったのですが、以前

にも私、話したかと思うのですけども、これにつなげていけないのかなというふ

うに思っております。ということは、稲城市の方に、植林などのお手伝いをして

いただくのですが、金銭的にですけれど、人的にもお手伝いをいただく、来られ

たときに記念植樹をしていただくとか、文化活動ですとか、子供たちの交流です

とか、いろいろ交流がありますので、そういう方は結構稲城市からこちらに訪れ

ています。こういう方にお願いをして、友好の姉妹都市の森をつくっていくとい

うこともいいのではないのかなというふうに私は日ごろ思っております。それか

ら自然林のことなのですが、自然林は業者によりますと、結局全部切ってしま

う、細いのから太いのから、みんな切ってしまって山がなくなってしまう、広葉

樹林、あるいは自然林、これを防ぐことができないのかなというふうに思ってる

んです。今こんなことはできないかもしれませんが、昔は冬山で木を切ると、馬

で一本一本引っ張っていました。そうすると切らないでもいい木までは切らな

い。そうすると、必要な木だけを切って、これを燃料なんかにしていた、材料に

していたということですが、こんなことは今の時代には合わないかもしれません

が、どこか内地のどこか、そのような方がいて、馬で一本一本必要な分だけ切っ

てお金に変える。そういうようなことをやっておりましたので、自然林は切らな

いよう、指導があるようですけれども、林業経営者にしてみれば、一山全部切っ

てしまうと、いろんな樹種がなくなってしまうということですので、何かいい方



- 63 - 

法がないのかなというふうに考えておりますので、町長のお話を聞きたいと思い

ます。あと植樹祭については、予算は、緑の共同募金ですか、緑の羽根共同募金

かな、このようなところから、東藻琴などでは支出をして、苗を買って植えてい

たという話は聞いたのですが、大した金額ではないので、これは町が予算をとっ

てあげて、苗木代ぐらいは町が持ってもいいのではないかなというふうに思って

おりますので、町長の考えを聞きたいと思います。 

 

◇議  長 山下町長。 

 

◇町  長 過去に企業の森づくりというような表題で、企業の方々から御寄附をい

ただいて、その財源をもとに町有林に植樹をしたという経過がございます。それ

も企業の方々については、運送業というようなこともあって、車を走らせる、二

酸化炭素を地域の中に出す、そういう業種でもあるので、というようなお話もあ

りました。その中で、いただいた御寄附を町有林の整備に充てて、その企業の森

として、例えば植樹についても会社の方々に参加をいただいて植えるというのは

どうか、ということでやったこともありました。ある種の生産活動の循環の中の

一環として活用させていただいたというものでありますが、現在の国の助成金を

いただいて、植林をしていく町有林の整備の中に、そのような財源を充てるとい

うのは、なかなか難しい作業がありました。特定財源があるのであれば、その分

を例えば事業費の中から除かなければならないとか、それでも苦労しながら、そ

ういうことをやったことがございました。また、先ほど、それもまた十分制度化

ができておりませんので、そういうものの制度化というものも必要ではないか、

そういうようなものの一環として、カーボンオフセットの事業などというものも

あるのではないかと思っております。そのようなことから先ほど、多様な森づく

りをいろいろ考えてみたいというようなお話をさせていただいたのは、例えば広

葉樹を植林する、もしくは例えばドングリから育てるような森づくりを考える、

さらには町民の方々の憩いの場となるような森林浴としての散策路を持った林を

考える、林産副産物であるキノコだとか山菜などが取れるような、そんな森づく

りはどうなのか、さまざまな形態があろうかと思います。そんな中で、カーボン

オフセットの地球環境に配慮した中で、全く別な地域の方々が排出している二酸

化炭素を、私どもの地域の森林が吸い取って浄化させていく、そういう意識の中

で、人的な労働力であるとか、金銭的な支援だとか、そういうものをいただい

て、植林をしていくというものもあるのではないかなと思っております。そんな

中にあって、先ほどの植樹祭もそうでありますけれども、場所をどのように確保

していくかということが一番大きな課題になってきているかと思います。現在の

町有林などでは先ほど言いました、森林整備計画の網がかかっている中で、いろ

いろな制約の条頄などもあるというようなこと、また適地が、場所があったとし

てもですね、その森林に行き着くまでに急勾配の斜面を何キロも上っていかなけ

ればならないようなところであれば、なかなか町民の方々の植樹祭に適した場所

というわけにもいかないのではないかと、そんな思いなどもございます。どのよ
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うな場所がいいのかなというようなことを考えておりましたら、過去に御答弁を

させていただいた中で、町営牧野の牧草地として利用していないところの活用は

どうだろうかというようなお話もありましたので、そんな手法もあるのかもしれ

ないなというような考え方を持つに至りました。また、私どもの所有地ではござ

いませんけれども、過去から何回となく、国に対して払い下げを要望してはどう

かと、いろいろな方の御意見もありました、住吉の刑務所の用地は、現在５０３

ヘクタールあるうちのほとんどが森林となっておりますが、その中には手つかず

の原生林的なもの、自然林的なもの、さらには植林をした針葉樹のもの、などが

あります。そういう中で、先ほど議員にいろいろ御提案をいただいた、多様なさ

まざまな森づくりというものが、ひょっとしたらできるのではないか、そんな思

いに、私は現在、至っているところがございます。まだ十分そのことについて、

内部議論でありますとか、当然相手のあることで、そういったところに具体的な

行動を起こしているわけでありませんけれども、今回の一般質問の趣旨などを考

えてまいります中では、なかなかおもしろいといったら失礼なのですが、発想に

つながるのではないかなと、そんな思いもいたしましたので、そういうところも

含めていろいろ検討してみたい、考えてみたい、できるだけ早期にさまざまな取

り組みができるように努力をしていきたいなと、そのように思います。また、植

樹祭などは、緑の募金などもありますけれども、現在それほど大きな額になって

おりませんので、やるとすれば、当然、町費の中で、皆さんに人的な御協力をお

願いするという形になろうかなと、そのように思っているところでございます。

以上、答弁とさせていただきます。 

 

◇議  長 ９番、勝田鉄城議員。 

 

◇勝田議員 木を植えるということは、人間の命の源だということを、体をもって子

供たちに教えていくということが、私はそれが一番の目的でして、経済的な感覚

で考えるのではなくて、木を植えたら、水、空気、いろいろことがそれによっ

て、命の源なのですよということをわかっていただくために、体を使って木を植

えていく、という思いでおりますので、ぜひそういうことは子供たちにやってい

ただきたいなというのが为旨であります。経済発展ばかりを追うのではなく、

「足るを知る幸せ」というのが大切かなと思ったりもしますので、やれやれと言

ったり、もっと頑張れと言ってみたり、やらなくいいと言ってみたり、変な話に

なってしまいますけれど、このバランスの調和のとれたこの地域に暮らしている

ということで、一番は目指さなくてもいいかもしれませんが、オホーツク管内に

住む住民が、あまり差のないような、経済的にも差がないようなことで暮らして

いければいいのではないのかな、というふうに思って質問をさしていただきまし

た。 

以上、これで終わりたいと思います。 

 

◇議  長 山下町長。 
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◇町  長 山林を経済的なベースに乗せないでという発想も大切ではないかと、当

然先ほど、必要なものは、大きくなったものは伐採している、だけど小さなもの

については切らないと、これは漁業の中でも同じようなことをしている部分もあ

ります。当然、私が思いますのは、個人所有の山林、森林が私どもの町ではほと

んどでありますので、その中には、経済的にそのことで収入を得ようと思いなが

ら、売って、つくって、育てて、そして財として売られている方もいるかと思い

ます。また、ある意味においては、そうやって次にまた更新をすると、それは針

葉樹、広葉樹にかかわらず、きちんと更新をしていくということも、大切な一部

分ではないかと思っております。ただ、それ一辺倒でいいのかというと、もっと

先ほどの役割のことからいうと、もう尐し多様な対忚が木材に対して森林に対し

て、あっていいのではないかということだというふうに思っております。最近

は、私のところに寄せられるさまざまな御意見の中では、あそこの木が邪魔だか

ら切ってくれと、日陰になるとか、倒れそうで危ないとか、そういうようなお話

が多いのですけれども、それはきちんと木のことについて、手を加えてこなかっ

たからではないかというふうに思っております。必要な樹木であれば、きちんと

手を加えることによって、例えば何百年も育っていく、そのことがまた、心のよ

りどころとなっていくような、そういう樹木もあろうかと思います。ですので、

経済として育てる森林も、中には私はあってもいいと思いますけども、それなり

にしっかりと管理をしながらしていかなければなりませんし、先ほど言った、多

種多様な目的があるということから考えれば、また別な管理の仕方のある森林が

あっても、私はいいというふうに思っておりますので、そのどちらの感覚も持ち

得ながらの対忚にしていきたいなと、そのように思ってございます。ぜひさまざ

まな今後の事業展開を考えていかなければならないと思いますので、その節には

御協力をいただきますようにお願いを申し上げたいと思います。 

 

◇議  長 これで勝田鉄城議員の一般質問を終了します。 

   ここで１０分間休憩します。 

 

          休憩 午後３時２５分 

          再開 午後３時３５分 

 

◇議  長 休憩前に引き続き会議を開きます。 

   日程第５、一般質問を続けます。 

   次に、１０番、小島一弘議員の一般質問を許します。 

 

◇小島議員 大変長時間にわたって、傍聴の方も大分帰られた方もおられるようであ

りますけれども、私は、同僚議員の格調の高い質問の後でございますので、手短

に革新的な問題について、町長の所信をただしていきたいとこのように思ってお

ります。このごろ老眼が進行しまして、自分の書いた原稿がよく見えないもので
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すから、眼鏡を変えさせていただきます。 

通告に従いまして、商工業の振興策と地域経済循環について、このことにつき

ましては、先ほどお話がありましたように、地域経済にとって大変な環境になっ

ております。今は消費税の増税の問題が言及されておりましたけれども、そのよ

うな問題も含めて、ＴＰＰも地域経済にとっては越年という形で、これが、我々

が思うとおりに展開されるかどうか、いまだわかっておりません。これはある種

ポーズではないのかなと。越年できるだけ抵抗したというようなことのためでは

ないのかなと、私などは実はそう思っております。アベノミクスは、逆に言えば

アベノリスクだと私は思っておりますので、地域経済にとっては決していい形で

推移をしないというふうな観点を持っております。そういう観点から、①とし

て、これまで町長が一生懸命やってまいりました、住宅リフォーム事業の成果と

問題点について、この際明らかにしていただきたいと思います。それから②とい

たしまして、ポイントカード事業の成果と連携についてでございます。このこと

につきましては、ポイントカード事業も一生懸命やっていただきまして、地域の

商工業にとってのプラスという成果も生まれてきていると思いますが、なかなか

各政策との間の連携がうまくいっていないなと、私は実はそう考えておりまし

て、機会があるごとにそのことの問題提起もさせていただいております。それか

ら、③として、地域経済循環を拡大するなど新しい展開の、例えば、店舗リニュ

ーアル事業などに着手するべきと、そのような考えについても、内部で十分議論

されてることだと思いますが、一つ、町長のお考えを伺わせていただきたいと、

このように思っております。 

   大きな２といたしまして、指定管理と働く環境について、でございます。この

ことにつきましては、指定管理はこれまで制度導入の考えというのは、住民サー

ビスの向上、そして、利用者の利便性の向上、ひいてはですね、地方公共団体に

とって負担の軽減を図ると、こういう観点から導入されてきたというふうに思っ

ておりますが、このことにつきまして、①といたしまして、公募によらない指定

管理の固定化など、これまでもいろいろ指摘をさせていただいておりますけれど

も、問題点と課題について、お考えがあれば、お聞かせ願いたいと思います。②

としまして、指定管理業者への行政指導のあり方でございます。これまでもいろ

いろな問題を引き起こしており、例に挙げるまでもなく、いろいろな観点から、

住民からも指摘を受けていることでございますが、この観点の指摘について、行

政指導のあり方、このことについて踏み込んでお考えをお聞かせ願いたいと思っ

ております。それから③としまして、そこで働く皆さんの労働環境の現状把握に

ついて、どのように思っておるのか。私などは、指定管理事業を導入することに

よって、直営から離れたということによって、指定管理者の下で働く労働者の皆

さんがおられるわけであります。このことにつきまして、労働組合がつくられて

いない。したがって、非正規のための、そして未組織の労働者のための労働組合

が存在していないということについて、大変危惧を抱いておりまして、メーデー

のときも実は、町長と若干雑談をした経緯がございます。このことについては、

指定管理業者に向けて、ある種の考え方の提示というものをすべきではないのか
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なと、このように考えている次第であります。 

   それから大きな３点目であります。皆さんが一番興味深く思っていると思いま

すが、町政に対する来期の抱負について、町長の４年間の総括について、その思

いについて、簡単にお聞かせを願いたいと、そしてその上に立って、来期に向け

ての町長の決意についてお聞かせを願えればありがたいと、このように考えてい

る次第でございます。よろしく御答弁のほどお願いいたします。 

 

◇議  長 山下町長。 

 

◇町  長 ３点について一般質問を承りました。項次御答弁を申し上げたいと思い

ます。まず１点目の地域商工業の振興策と地域の経済循環についてでございま

す。一つの頄目として住宅リフォーム事業についてお尋ねでございましたので、

お答えを申し上げたいと思います。この事業は平成２３年度から今年度までの３

カ年間実施をしてございます。町民の皆様の快適な住環境の向上に資するととも

に、町内住宅関連産業の振興及び雇用を促進し、地域経済の活性化を図ることも

目的としてございます。事業実績でありますけれども、この３年間で３１３件、

補助金ベースで申し上げますと、８,５７８万７,０００円、事業費、工事費のベ

ースで申し上げますと、４億１,９２４万７,０００円となってございます。施行

に関しましては、大空町商工会の会員であることを条件としております。また、

下請、資材調達等も極力、地元業者の活用を図るように指導してまいりました。

しかしながら、議員からも御指摘があったわけでございますが、一部下請に町外

業者の利用、また資材調達なども町外からというような御指摘もございました。

そのため、本年度の補正予算分の予算執行に当たり、再度地元業者の活用につい

て強く要望させていただいたところでございます。当初の計画を大幅に上回る実

績でございました。さらに寄せられている意見などからは、まだまだニーズもあ

ると判断をいたしております。そのために平成２６年度以降についても引き続き

実施をしてまいりたいと考えております。若干の制度設計について手直しも必要

ではないか、そのように考えておりますので、その内容等について、現在検討し

ているところでございます。 

   ポイントカード事業につきましては、平成２３年の１０月、そらっきーポイン

トカード会が発足をいたしまして、事業を展開されております。平成２５年１１

月末の加盟店は６０店舗、売上額については平成２３年度が３５３万円、平成２

４年度が７２９万２，０００円、平成２５年度現在まで５２２万５,０００円と

なってございます。一方で満点カードの回収率でございますけれども、回収額で

ございますけれども、平成２３年度７９万２,０００円、平成２４年度２６９万

８,０００円、平成２５年度は１８３万６,０００円でございます。これらの有効

期限は、現在、来年の３月末が一区切りとなってございます。会といたしまし

て、各種イベントを通して、満点カードの回収を進めておりますが、行政といた

しましても、その旨、さまざまなＰＲ活動に携わってまいりたいとそのように思

ってございます。この事業の特徴は、町でありますとか社会福祉協議会などが、
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各種ボランティア活動、イベント参加などに対して、ポイントを発行するという

ことで、年間２００万円の予算を計上しているところに一つございます。もう１

点は、支援券制度を導入いたしまして、学校等の登録団体へ支援もあわせて行え

るというところにあります。もう１点は、従来のスタンプ事業と違いまして、預

金、税、公共料金等の支払いに現在充てておりません。間口を広げてほしいとい

う意見もありますけれども、地域経済の循環という観点からは、それをしていな

い現状にございます。そのようなことを考えますと、地域の経済循環というとこ

ろからは、従来よりも成果が上がっているのではないかと、そのように判断をし

てございます。これらの問題点を含めて地域循環というところでお話を申し上げ

たいと思います。住宅リフォーム事業施工業者のポイント発行については、ポイ

ントというものは一部視点を変えてみますと、値引きのような形になるものでは

ないかと受けとめております。そのようなことから、住宅リフォーム業者の施行

のすべてについて、町として要綱の中で、ポイント発行というようなことを強制

力を持たせるというところまでは、なかなか難しい面があるのではないかという

のが現在の見解でございます。ポイント会とは常に加盟店の拡大もあわせて、い

ろいろな相談をさせていただいております。その中で、住宅リフォームを施行さ

れている業者の皆さん方の取り込みについても、さまざまな視点から努力をして

まいりたいと、そのように考えておりますし、施工業者に対して、町といたしま

しても、従来以上にポイントの活用の仕方、方策なども新しい制度設計の中に加

えながら、その活用の方策というものを探って協力を得るように、努力をしてま

いりたいと思ってございます。 

   ３点目でございますが、商業活動を活性化させるためには、住宅リフォーム、

お住まいのところのほかに、商業者の方々の店舗などに関するリニューアルとい

うところにも、一つ意を割くべきではないかという御質問かと思います。住宅リ

フォームについては要望はありますけれども、先ほど言いましたように、３１３

件の施工が終わってきております。そんな中では、地域の経済循環を考える中

で、店舗のリフォーム、リニューアルといったところに対する支援制度について

も、今後考えていきたいということで、現在、その制度をどのような形にするか

ということで内部で検討を進めているところでございます。まだ、十分な形をお

示しする段階には至っておりませんけれども、今後、制度の概要などが取りまと

まりましたら、また皆様方に、議会に、そして商工事業者の皆さん方にも、御説

明をさせていただきながら、本決めをするような、そんな段取りで進めてまいり

たいと考えておりますので、今後とも、御指導いただきますようにお願いを申し

上げます。 

   次に、指定管理者制度でございます。この指定管理者制度というものを進めて

いく中では、事業者の方々を選定していかなければなりません。そのための指定

管理者選定委員会というものを組織してございます。例えば施設の指定管理者を

選定する場合にあっては、その施設を利用する町内の関係機関や団体から２名を

推薦いただいて委員となっていただいております。そのほかは、町の職員で課長

職、直接施設を管理しない、そういう課長職１０名を合わせた組織を編成をし
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て、公募にするのか、もしくは指名業者として選定をするのか、また、募集要頄

の内容は正しいか、業務仕様書は十分できているのか、適合性などの審査を行っ

ております。さらに、業務内容や業務実績などについても、業者から内容を聞き

取りするというような作業を進めながら、業者の選定を進めているところでござ

います。この選定に当たりましては、議会へも経過などについて説明をさせてい

ただき、最終的には議決という形で御同意をいただくこととしてございます。ま

た、制度で指定管理をお願いをした後、実際にどのような評価、効果に結びつい

ているのかということについて、本年度から試行ではありますけれども、モニタ

リング調査、評価ということをさせていただいてございます。そのような仕組み

の中で、現在、指定管理者制度を利用している施設は１９施設ございます。この

内訳は、公募によるものが９施設、指名によるもの１０施設でございます。公募

によらなくて指名で選択する、選定をするというものは、施設の利用目的や、従

前から一部管理をその業者の方々が担っているなど、施設の安定した管理を行う

ことができると、そのように判断をした場合については、公募ではなく指名とし

ているものもございます。この制度については、利用者の方々のサービス向上、

利便性の向上というところを第一に掲げながら導入をしてきたところでございま

す。一方では、経費の節約というような言い方も一般論としてありますけれど

も、私どものような地域にあっては、多様なサービス提供事業者が多数いるとい

うことではないことから、経費の節約というところにはなかなか十分な効果を発

揮できないのではないかと、当初からそのように受けとめてございます。ただ、

この新しい制度につきましては、従来の業務委託制度から見ますと、選定におい

て、先ほど言いました指定管理者選定委員会などをつくり、その中で、さまざま

な視点から審査を行っていると、従来の業務委託から見ると、不透明感を払拭さ

せて、透明正大の中で業者選定を行うと、また、議会の皆さん方に議決をいただ

くということで事前の説明も含めて、チェックもいただく、先ほど言いました評

価という形の中で、その効果測定というものも行っていくというような制度であ

ります。さまざまな課題はございますが、現代の社会に適合した新しい形の制度

ではないか、そういう中で皆さん方からもさまざまな御意見をいただいている、

というふうに考えてございます。まだまだ十分ではありませんので、こういった

ことを繰り返しながら、成熟した制度になっていけるように努力をしてまいりた

いと思います。 

   その中で指定管理者の方々に対する行政としての指導のあり方でございます。

この指定管理者制度の実施に関する指針というものをつくっておりまして、時に

より必要に忚じて改正をさせていただいております。この中には監査に関する規

定なども盛り込まれておりまして、そういう中で、行政としての発言力、発言の

体制というものを確立してございます。現在では、基本協定というものを結びま

して、業務の実施状況の確認や改善勧告ができることとなってもおります。ま

た、行政が指定管理者に任せきりになっているのではないかというような、御指

摘もいただいておりますが、指定管理者の責任によらない事故、そういったもの

の中で整備が必要なものなどについては、町として補修対忚するというようなこ
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とも行っております。そんな中で町としての、一方では責任も指定管理者制度で

あっても果たしていかなければならないものと考えてございます。今後とも、こ

ういった面から取り組んでまいりたいと思いますので、御指導を賜りますように

お願いを申し上げたいと思います。また、指定管理者を募集する際に当たって

は、基準額の算出表というようなものをつけてございます。どのように、町とし

ては、その積算額を出したのかというものを添付してございますが、その中には

人件費、需用費、役務費、さらに、平成２４年度からは、諸経費４％というよう

なものも含めて、積算をして提示しております。そんな中で、指定管理者制度と

いいますのは、先ほど申しましたように、従来の業務委託制度から見ますと、給

与の支払いなどについても、事業者の裁量権を拡大している制度だと、そのよう

に考えておりますし、先ほど言いました諸経費の算定などというものも新しくつ

け加えております。そんな中では給与の裁量権と、支払い裁量権というものも従

来以上に拡大されてきていると、そこで働く方々の給与また職場環境の改善など

にも十分当たっていただけるような、そんな御指導、また御意見も申し述べさせ

ていただいているところでございます。ただ先ほど議員が特定いたしました、組

合の設立というようなところまで、町としては今のところ関与しているような状

況はございません。かといって、そのことを否定するものでもございませんの

で、当然、いろいろな立場の方々の御指導などもいただきながら、そういったも

のについては今後議論され、整備されていくのではないかと、そのように思って

いるところでございます。指定管理者制度については以上、御答弁とさせていた

だきます。 

   次に、町政に対する来期への抱負についてでございます。４年前、大空町のま

ちづくり目標といたしまして、２４頄目の目標を掲げさせていただきました。そ

の柱となっておりますのは、対話と協働の社会を拓く、子供たちの夢を紡ぐ、働

く人たちの元気を支える、安心できる地域をつくる、というものでございます。

取り組みの進捗状況などにつきましては、私の後援会の活動の一環として、機関

誌の発行などで紹介をさせていただいてございます。２４頄目のさらに細分化し

た頄目の中で、具体的な取り組みが進んでいないものは、一つは、特産品の認定

制度の創設、もう一つは壮年の方々の組織化、の２頄目になろうかと思っており

ます。その他の目標については何らかの事業推進が行われております。職員が頑

張ってくれたなと、そのような思いもあります。また、議員の皆さんには随分と

御無理を申し上げたなとそんな気持ちもございますし、町民の皆様にも多方面か

ら御協力をいただいたなと、そんな考えもございます。ほとんどの頄目について

取り組んでまいりましたけれども、「百里の道は九十九里をもって道半ば」とい

うような言葉もございます。本来は最後まで油断するなという意味でございます

けれども、私は完全でないというようなものはまだ半分程度しかでき上がってい

ないと、いうような意味にもつながるのではないかと従来から思っておりまし

た。大体できたという言葉は、裏を返せばできていないということと同じような

意味だと思っております。そんな視点から申せば、この４年間、５０点というと

ころかなと、そのように自分自身では受けとめております。また、まちづくり目
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標として掲げなかった頄目などについても、さまざまな事業を行ってまいりまし

た。この４年間の事業を振り返ってみますと、女満別小学校を初めとした教育施

設の整備、また、障害者福祉施設の設置、町営住宅の建設、東藻琴芝桜公園の拡

充など、というようなハードの事業にも取り組ませていただきました。更新が進

んでおりませんでした車両においては、移動図書館車、ごみ収集車、高規格救急

車、除雪車、スクールバス、その他事務事業用の車両の更新も、一定程度進んだ

のではないかと思っております。さらに、ソフト事業といたしまして、生ごみの

分別、町民の御協力をいただきました。保育年齢の引き下げ、学校への町費教職

員の配置、読書活動やなわとび活動の奨励、各種ワクチンの助成、乳幼児医療の

拡大、地域医療体制への支援、ポイントカード事業の取り組み、大空町自治基本

条例の制定、自治会活動支援交付金の創設、といった制度や仕組みづくり、そう

いったものが私の印象、記憶に残ってございます。そのほか先ほど御答弁で申し

上げました、住宅リフォーム事業でありますとか、土地改良事業、道路の補修事

業などにも取り組ませていただきました。このように述べますと、さまざまな新

規事業に取り組んだように見えてきます。しかし事業は実施をいたしましたけれ

ども、仕組みはつくりましたけれども、本来の目的が達成されているかという

と、どうでしょうか、学校は建てましたけれども、そこで生活をする子供たちの

学校生活はしっかりと充実してきたのか、また、東藻琴芝桜公園の入園者数は伸

びたのかな、子供たちの学力や体力は十分向上したのか、町民の健康が増進され

たのか、農業や商業の売り上げはそれぞれ伸びて所得につながったのか、という

ように、本来の目的が達成されたのかと考えると、十分とは言えないようにも思

います。できた、十分だ、という気持ちと、まだまだ不十分だなという気持ちが

複雑に交錯しているのが、現在の正直な気持ちでございます。総括としては、そ

んな感想を持って変えさせていただきたいと思います。 

   来年４月に向けての決意についてでございますが、このような場で御質問を、

また激励という形でいただきましたことに、まずはお礼を申し上げたいと思いま

す。現在の立場に改めて挑戦をするということであれば、私自身の体調は大丈夫

なのかと、自分に問いかけなければなりません。また、家庭の状況は許すのか、

さらに、有権者の皆様の御支持や御期待というものは本当にあるのか、もしある

とするならば、何をその中でまちづくりの目標とするのか、そういった事柄など

について、もう一度検証し自分自身に問いかけ、確認をし、整理をしなければな

らないのではないかと、そのように感じております。しかし、今時点で、私自身

が忙しさにかまけまして、なかなかそれらの作業というものが滞っている状況に

ございます。本日御質問を受けましたので、それらについて、なるべく早い時期

に整理をして、しかるべき時期に町民の皆様にそのことについての御報告とあわ

せて、考え方を述べさせていただきたいと思っておりますので、本日について

は、このような形での話と御答弁とさせていただきたいとそのように思っており

ます。今後ともさまざまな視点から御指導を賜りますようにお願いを申し上げ、

答弁とさせていただきます。 
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◇議  長 １０番、小島一弘議員。 

◇小島議員 それぞれ御答弁をいただきました。全体の流れを見ると、感想を申し上

げれば、非常に謙虚な御答弁であったなと思っております。とにかく一番最初に

指摘した、地域経済循環については、かなりの程度、意見が一致をみているとい

うふうに私も思っております。そういう意味で、住宅リフォーム事業の今後の継

続ということが、お互い一致をみたということで、大変感謝を申し上げたいとい

うふうに思っております。そして、さらに、その観点から新しい展開について

も、ポイントカード事業の成果と連携について、あわせてもう尐しお聞かせを願

いたいのですが、一番の問題点は、住宅リフォーム事業の丸投げについては十分

理解されていることで、地元企業を重点的に考えて、それを観点とした経済循環

を考えると、こういうことでよろしかろうと思いますが、ポイントカードを私が

聞いたかというと、答弁としては、要綱については強制はできないというような

中身でございましたが、ポイントカードの発行为体に、住宅リフォーム事業者が

なっていただくということが大事だと思います。今でも、非常に善意に思ってい

る住宅リフォーム事業者は、契約における印紙分だけをポイントカードを出して

おりまして、だけど私たち小売業者でございますから、目玉の商業を売っている

時でも、赤字であっても、ポイントカードはつけていますよ。ですから、総体的

な粗利益の問題だと思うのですが、値引きだという見方もありますが、販売促進

ですので、そういう観点からいうと、やはり、その意味を、为旨を理解していた

だくと、そういうことによって、指定管理業者についても、こういうポイントカ

ードの発行为体になってもらいたいと、このように考えている次第であります。

そのことについても、もう一度お聞かせを願いたいと思います。大頄目の１です

からまとめて申し上げます。店舗リニューアル事業については、私の政策提案を

十分理解をしていただいて、十分検討されているようでございますので、中身に

ついて詳しいことは申し上げなくとも、方向性については十分理解しましたの

で、あわせてもう一度お答えをいただければありがたいと思います。 

以上です。 

 

◇議  長 山下町長。 

 

◇町  長 先ほど申しました中でも、住宅リフォームをされている事業者の方々な

どにも、ポイントカード会にまず加入をしていただくということが、１番大前提

になるのではないかと思っております。そういった方々に加入をしていただくた

めの呼び水となるような、形はどんなものがいいのか、そのことについて、先ほ

ど言いました新しい制度、３年間で一つの区切りがつきますので、その中で次の

制度の中には、そういったその戦略といいましょうか、取り組みを付加していか

なければならないのではないか、どういったところがその事業者の方々の理解を

いただきながら、加入促進につながるものになるかというようなことについて、

さらに検討を加えていきたいというような趣旨での先ほどの御答弁でございまし

た。そのような中で取り組ませていただきたいと思います。また、指定管理者が
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ポイントカードを発行する可能性ということで、そういうところも加入してもら

うのが必要ではないか、指定管理者制度といいますのは、単に業務委託を受けた

頄目だけ行うということではなくて、指定管理者が独自の自为事業として、さま

ざまな収益事業も可能にしている部分がございます。そんな中で、先ほど私が言

いました、裁量権というものも業務委託から見ると、非常に大きくなっている。

そこを有効に活用していただくこと、そのことを進めるに当たって、議員の言葉

をかりればそのＰＲ効果というようなところも関わってくるのではないか、そん

な意味で取り組んでいただくことも一つの方策ではないかというふうに思いま

す。いずれにいたしましても、ポイントカードというものをさらに地域の通貨的

に使っていく、そのことを考えますと、より多くの事業体がそこに参加をする、

それは、商業のその小売の分野だけではなくて、サービスを提供する事業所であ

っても可能ではないかというふうに思っております。そういう発想を持ちなが

ら、ポイントカード会の皆さん方とも話をしながら協議を進めながら、さらに現

在６０店舗ということではありますけれども、その拡大を図ってまいりたいとそ

のように考えているところでございます。また、地域におけるその店舗を、商工

業の方々は特に小売、飲食などにおける地域の底支えという効果というものは大

きいものがあるだろうと、しかし、現在の経済状況の中、販売状況の中では、今

あるその店舗などについて新しく切りかえていくというのはなかなか難しいとい

う中で、そういうところを町として忚援することによって、地域の中から、商工

業、飲食店などの分野、特に、底支えをしていただくということが必要ではない

かと思っております。さらに、地域の中で、そういうようなものに取り組んでみ

たいというような方々に対して忚援をする、そういうところもあわせて、本来必

要ではないかと、そんな議論もしているところでございます。ただ、先ほど言い

ましたように、具体的な形としてお示しをできるような段階になっておりません

ので、申し上げるということまでにはなりませんけれども、店舗のリニューアル

などについては、住宅リフォーム事業というものが一つのベースになって、制度

設計をしていくことがいいのではないかと考えておりますので、似たような形に

なってくるだろうと、そのように考えているところでございます。そんな中で、

さまざまな御発案などがあれば、またお教えをいただければと思っております。

よろしくお願いいたします。 

 

◇議  長 １０番、小島一弘議員。 

 

◇小島議員 北見市の市議会議員と話す機会がありまして、ポイントカードのことに

ついてなんですけれども、地方自治体が加盟店になったと、これはもう全国的に

も前例がないのではないかと私は思っておりまして、極めて積極的に評価してい

るのです。そういう意味で、市議会議員も北見市でも何とか導入を図りたいとい

う話も、個人的な意見としていただいたという経緯もございますので、私が何が

言いたいかというと、積極姿勢をもって、個別の政策ですぐれた点があったとし

ても、いろいろな関係政策と相乗効果を図る、複合化を図るという観点を持て
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ば、余りお金をかけないでも、効果は絶大的になるということを申し上げておき

たいと思いますので、御答弁のままで、１の問題についてはよろしかろうと思い

ます。 

   続いて、２の指定管理と働く環境についてに移りたいと思います。いろいろと

御答弁をいただきました。モニタリング評価もしていると、でも町民の間からは

出来レースではないのかと、余り固定化されていることについては、そういう指

摘も出ておりますし、十分な住民サービスと利用者の利便性の確保が図られてな

い、という指摘も、個別の案件においては特に集中的にあらわれています。この

ことについて、行政指導のあり方にもかかわるわけでありますけれども、行政指

導のあり方として、監督の観点からいっても、監査機能を含めて十分にやってい

るというお話でございますが、ここが十分な形でないからこそ、いつまでたって

も解決ができないまま事態が進行したということも言えるかと思います。この見

方についてはさまざまな見方があろうかと思いますが、そういう観点からいって

も、指定管理上における、行政指導のあり方というのは、私はこれからの制度の

維持にとっての肝だと思います。先ほども話がありましたように、監査機能の強

化ということは言われておりますが、中身によっては、職員派遣の常駐化という

ことも検討しなければならないのではないかと、そういうことを行わなければ、

あとは短絡的に、指定管理制度がうまくいかなかったと称して、直営に戻すとい

うことにしかならなくなります。この点についても、もう一度お尋ねをしておき

たいと思いますが、直営制度に戻すよりはその前の努力が必要だと思います。指

定管理業者との間の関係も含めて、この辺がどのように進められてきたかという

ことは、個別の案件ですから名前を挙げてもいいのですが、朝日ヶ丘公園などは

典型的にそうです。そういう問題が起きています。このことについて、もっと突

っ込んだ御答弁をいただければありがたいと、このように思っております。大き

な頄目ですからまとめて申し上げますと、労働組合については、なかなか創設す

るわけにいかないという趣旨の・・・・・・。 

 

◇議  長 小島議員、これは指定管理者のことなのだけれど、３つあるけれど、こ

れをまとめてということですか。 

 

◇小島議員 大頄目だからまとめて言っていいのだろうと思ったが、小さく割ってい

きますか。 

 

◇議  長 それの方が一問一答になると思う。 

 

◇小島議員 それでも結構です。今までのところをお聞きします。 

 

◇議  長 山下町長 

 

◇町  長 ポイントカードという、そのものはそんなにすごい制度でもないかと思
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っておりますけども、可能性のある制度だというふうに思っております。そのた

めには先ほど言ったように、そこに参画する方々をいかにふやしていくかという

ことでありまして、その中で、先ほど言いました、小売、飲食というところだけ

ではなくて、いろいろなサービスの提供者も含めて管理をしていただく、そのこ

とが地域のさまざまな商行為のところで活性化するのではないかと、その相乗効

果そのものをねらった施策であろうかと思います。私はよくわかりませんけれど

も、職員などがどこかの、ちょっと忘れましたけれども、その商工団体といいま

しょうか、そういうところからお声がかかりまして、私どもの町の地域のポイン

トカードの取り組みなどについてお話をさせていただくような機会もあったかに

思います。そんな中では、地域の皆さん方、地域というのは他の地域の皆さん方

から注目もいただいているのかなと、そのように思っておりますが、もっともっ

と効果の上がるような取り組みに努力をしていかなければならないなと思ってお

ります。また、指定管理者制度については先ほど言いましたように、議会の議決

もいただくとか監査にも付す、さらには指定管理者選定委員会での議論もある、

さまざまな議論が公の場でされて、そして町民の皆さん方もさまざまな考え方を

持って御意見を述べられているというふうに感じております。もし従来の業務委

託の範疇であれば、その内側の中だけでの議論になっているのかというふうに思

います。今回、御指摘の事例などについては、私どもとして大きく反省をする部

分でございますので、取り扱いなどについては、さまざまな御議論いただきまし

たので、今後のあり方については、お諮りをしてまいりたいというふうに思って

ございます。そんな中で一番行政として先ほど言った透明感はでき上がってまい

りましたけれども、一番心配されるところは、行政としての責任、役割というも

のを、十分果たし切れていないのではないかと、言葉は適切ではないかもしれま

せんけれども、丸投げ状態にしているのではないかと、そのような、御指摘、御

不安、心配な面が、議員各位や町民の方々から寄せられているのだと、そのよう

に受けとめております。当然、設置者としての責任という分野もありますし、た

だ、余り出しゃばると自由な発想を阻害しかねないなどという側面もあります。

しかし、先ほどの御心配の向きから言えば、もう尐し行政としてのかかわりを十

分持つと、さらに、その指定管理者となった業者の方々と、行政がしっかりと意

思疎通をしながら協議を持って進めていく、ということを皆さん方に見えるとこ

ろで行っていかなければならないのだと、そのように感じているところでござい

ます。そんな中では、過去には議員からはなるべくそういう外郭団体などの職員

の派遣はいかがなものかと、というような御指摘をいただきましたけれども、今

回のような事例を受けた中では、場合によっては、そういう体制も必要なのでは

ないかというようなお話だったかと思います。確かに今は第三セクターなどへ

の、またさらに、民間への職員派遣というような道も開かれております。場合に

よっては、そういうことでの解決ということも、今後考えていかなければならな

いのかとも思います。さまざまな視点から御指摘をいただいておりますので、そ

のことについては非常に重く受けとめながら、対処してまいりたいとそのように

考えておりますので、今後とも、御指導いただきますようにお願いを申し上げた
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いと思います。 

◇議  長 １０番、小島一弘議員。 

 

◇小島議員 非常に具体的な話を一つさせていただきます。町長の答弁に何の異論も

ありません。方向性は了としたいと思います。１つ具体的なことを申し上げま

す。直営のときにはですね、購入物資は地元業者から基本的にとっているのです

よね。ところが指定管理業者になると、そこがみそなのですけれども、必ずしも

地元業者を経由しないで、経営の観点から言うと、より安いものを町外から買う

ということは起きているのですよ、現実に。だから、このことなどをどう考えて

いるか、聞きたいと思います。お願いします。 

 

◇議  長 山下町長。 

 

◇町  長 そのような御指摘を別な場所でもいただいておりました。対忚でござい

ますけれども、本来、指定管理者となっております、我が町の１９施設の指定管

理者の方々については、１社を除いてすべて町内の業者の方々でございます。行

政が地元調達ということで、意を払いながら地域の経済循環を進めるということ

から考えますと、町内の業者の皆さんがほとんどでございますので、その意を組

んでいただきながら、そういった趣旨に基づいて、経営活動、資材の調達なども

していただきたいものだと、またしてくれるものだというような意識の中からお

願いなどはしてきた経過にあります。しかし、一方で経済効果、経済としての委

託業務であるというようなことから、より安いものといいましょうか、というよ

うなこともあってか、町外から購入されたというような事例も、私としても承知

をしてございます。今までは、そういったものについては、単になるべく町内の

業者から購入をというような、お願いの向きだけで、強制力としては非常に軽い

ところに存在していたかというふうに思います。指定管理者の業者の方々とは、

町と基本協定、それから個別の業務協定などを結びますけれども、今後、基本協

定などにおいて、そのようなことをしっかり明記をして、文書でもって取り交わ

した中で、その取り扱いについて善処を願うというようなやり方もあるのではな

いかと、そのように思っております。口頭におけるそういった趣旨に対する理解

を深めることはもちろんでありますけれども、そのような方策もとりながら、そ

ういう抜け落ちるような視点がないように努めてまいりたいと、そのように考え

ているところでございます。 

 

◇議  長 １０番、小島一弘議員。 

 

◇小島議員 ありがとうございます。そのように進めていただきたいと思います。積

極的な判断でお進め願いたいと思っております。 

大きな２番の③のことなのですが、労働環境の現状把握等々、答弁をいただい

たところでありますけれども、私が考えるに、やっぱり労働環境を守るというの
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は、労働組合がないとだめだと思います。何を言いたいかというと、本来ならば

指定管理制度を導入したときに、自治労から方針が出ているのですが、この職員

組合での組織集約で組合化するという方針も一時期出ておりましたし、そういう

観点で、もしできない場合については、職員組合の支援による地域一般労組の、

あるいはユニオンというのですか、そういう結成を図るということを配慮しない

と、労働環境は、先ほど町長が答弁されたように、いろいろ配慮して予算をつけ

ていると言っても、実際はそのようにならない可能性もあるのです。その配慮が

生きないということのために、私は共生ということは言えないと思うのですが、

そういうことも指定管理上の、選定における条件といいますか、十分な資格だと

いうふうに思うような指導をしてもらいたいものだと思うのですが、答弁をお願

いいたします。 

 

◇議  長 山下町長。 

 

◇町  長 私どもの町にあります、役場組織機構に付随する労働組合、職員団体、

自治体労働者の、自治労と言われるところからの、町に対する要求頄目の中に

は、そういった非正規の方々に対する賃金給与体系の引き上げというようなもの

もございます。それについては、この平成２６年度に向けて改定をし、底上げを

図るというようなことを、例えばしてございます。そのことに付随しまして、先

ほど言いました、町が関与してつくってきた第三セクターなど、東藻琴芝桜温泉

管理公社、めまんべつ産業開発公社、大空町青尐年育成協会などございますけれ

ども、そういったようなところにも波及するものと思ってございます。ただ組織

として、会社組織、財団組織として一つ形がありますので、そこの議論経過も踏

まえなければならないと思っておりますが、町が嘱託職員、臨時職員等のそうい

った非正規と言われる方々の賃金を引き上げたことによって、そのところも当然

上がってくるものと、そのように考えてございます。行政からの指導という意味

でいいますと、各セクターなどには、町の職員を派遣しているところもございま

す。職員を介して、そこの役員の方々にも含めまして、この数年間、例えば職員

給与の引き上げについて、私から何度となく、お願いをしてきているところであ

ります。私が役場にいる中で、一番そのことについて発言をさせていただいて、

そしてその基準なるものをつくってほしいと。また、先ほど言いました、諸経費

などについても、平成２４年度から４％計上してございます。その使い方の裁量

というものは、相手側に任せているわけであります。一方で実施事業などを行っ

たときの収益、さらにそれをもって新しい事業をやることも一つでありますけれ

ども、頑張っている、そこで働いている職員の方々にいかに還元をするか、その

ことが組織としての充実にもつながって、次にもつながるというようなことか

ら、そういう視点もぜひ持ってほしいと、その基準なるものも、お互いの団体組

織として確立してほしいということを常々申し上げておりますが、なかなか十分

ではないというようなことから、今回は、まず役場の側の、先ほど言った臨時職

員、嘱託職員の方々などの給与について見直しを行うという、そういうところか
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ら、きっかけをつくって、そして、ほかのところの職員の方々の給与の見直しな

どについても波及していただけるように、お願いをしたいものだという意味も込

めて、取り組んでいるところでございます。これからもそういった向きについて

は、十分私どもからもお話を申し上げたいと思いますし、そういう環境がなかな

か整えられないということであれば、そういう給与体系の制度化などについて、

私どもの職員のアイデアといいましょうか、事務的な相談なども含めて、させて

いただきながら、そのことが常時できるような形をとってまいりたいなと、その

ように思っているところでございます。また、後ほどにはなろうかと思いますけ

れども、そういった方々の組織化ということについては、先ほど言いました、私

どもの職員の職員組合などはどのように考えているのか、正直申し上げて具体的

に確認したことはございませんでしたので、何かそういうような考え方があるの

か、後ほど、確認などはしておきたいとそのように思ってございます。 

以上でございます。 

 

◇議  長 １０番、小島一弘議員。 

 

◇小島議員 それぞれ御答弁いただきました。私の期待する答弁でもありますので、

そのように積極的に進めていただきたいと思っております。 

   いよいよ皆さんが一番期待している大きな３の、町政に対する来期の抱負につ

いて、ということで答弁をいただきました。非常に謙虚なお答えがありまして、

５０点のできだと、こういう話もありましたし、やり残したこともあるというふ

うに答弁があったかのように思います。したがって、住民の支持があるかどうか

というのが大事なポイントでもありますが、住民のことを常々念頭において町政

を施行すれば、住民の皆さんはついてくると思います。いろいろな点で問題点は

抱え込むわけでありますが、それに対する率直で、しかも、誠実な対忚さえあれ

ば、十分町政は運営できると思っておりますし、そういう意味で町長が来期に向

けて強い決意表明をしていただきたいと思いますが、場所と時間を選びたいとい

うことでありますので、これ以上追及はしませんが、答弁を求めませんが、改め

てもう一度感想を述べていただいて、私の一般質問を終えたいと思っておりま

す。 

 

◇議  長 山下町長。 

 

◇町  長 激励をいただきまして、ありがとうございます。先ほど言いましたよう

に、自分自身で本当はもっと早くいろいろなことの整理確認などをしておかなけ

ればならないわけでありますけれども、いろいろなことに忙殺されながら十分で

きておりません。また周辺の自治体などでは、体調がすぐれなく、そういうとこ

ろに臨めないというような方のお話などもございました。そんな中で現在、なる

べく時間をおくことなく、私の考え方などをしっかりとお話し申し上げる機会

に、その場所というものを考えております。その中で、そのときまでに、しっか
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りと先ほど申しましたことなどを整理を申し上げて、皆さん方にお話ししてまい

りたいと思ってございます。議員からいただきました、今回での御質問、大変あ

りがたく受けとめております。そんな中で、このような答弁しか今できないこと

をお許しを頂きたいと思います。なるべく早い時期に、そのような形で御報告さ

せていただきたいと思いますので、今後とも、御指導賜りますようにお願いを申

し上げたいと思います。 

 

◇小島議員 終わります。 

 

◇議  長 これにて小島一弘議員の一般質問を終了します。 

   これで一般質問を終わります。 

 

    ◎散会の宣言 

◇議  長 以上で本日の日程は全部終了しました。 

   お諮りします。あした１２月１８日は、議事の都合により休会いたしたいと思

います。 

   これに御異議ありませんか。 

               （「異議なし」の声あり） 

◇議  長 異議なしと認めます。 

   したがって、１２月１８日は休会することに決定しました。 

   あしたは常任委員会等の会議が予定されております。午前９時３０分までに議

員控室に御参集願います。 

   本日はこれにて散会します。 

   御苦労さまでした。 

散会 午後４時３２分 
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大空町議会会議録 

 

 

１ 応招議員は次のとおりである。 

 

 

 １番  品  田  好  博    ７番  松  岡  克  美  

 

 ２番  中 堀 君 子    ８番  深 川  曻  

 

 ３番  近 藤 哲 雄    ９番  勝 田 鉄 城  

 

 ４番  松 田 信 行    10番  小 島 一 弘  

 

 ５番  齋 藤 宏 司    11番  田 中 勝 吉  

 

 ６番  植 田 泰 弘    12番  後 藤 幸 太 郎  

 

 

 

２ 不応招議員は次のとおりである。 

 

 

 

３ 出席議員は応招議員と同じである。 

 

 

 

４ 欠席議員は不応招議員と同じである。 
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５ 会議事件のために出席した者は次のとおりである。 

 

 

町 長  教 育 委 員 会 委 員 長 

代 表 監 査 委 員  農 業 委 員 会 会 長 

副 町 長  産 業 課 長 

総 合 支 所 長  産 業 課 参 事 

会 計 管 理 者  建 設 課 長 

総 務 課 長  住 民 福 祉 課 長 

総 務 課 参 事  産 業 建 設 課 長 

住 民 課 長  総 務 課 主 幹 

福 祉 課 長   

教 育 長  生 涯 学 習 課 参 事 

生 涯 学 習 課 長   

監 査 委 員 事 務 局 長  農 業 委 員 会 事 務 局 長 

 

 

６ 職務のため出席した事務局職員は次のとおりである。 

 

 

事務局長、主査、書記 

 

 

７ 会議事件及び議事日程は別紙のとおりである。 
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開議 午前１０時００分 

    ◎開議の宣告 

◇議  長 おはようございます。 

ただいまから平成２５年第４回大空町議会定例会第２日目の会議を開きます。 

 

    ◎日程第１ 会議録署名議員の指名について 

◇議  長 日程第１、会議録署名議員の指名を行います。 

会議録署名議員は、会議規則第１２７条の規定によって、議長において、６番

植田泰弘議員及び７番、松岡克美議員を指名します。 

 

    ◎諸般の報告 

◇議  長 この際、諸般の報告を行います。 

事務局長に報告いたさせます。 

   鈴木事務局長。 

 

◇事務局長 諸般の報告を申し上げます。 

ただいまの出席議員は、１２名全員であります。 

本日提出の議会提出議案書は、お手元に配付しているとおりであります。 

本日の会議に説明のために出席する者の職、氏名は一覧表として配付している

とおりであります。 

本日の議事日程は、お手元に配付しております議事日程表のとおりでありま

す。 

以上でございます。 

 

◇議  長 これで諸般の報告を終わります。 

 

    ◎日程第２ 認定第１号から認定第８号 

◇議  長 日程第２、認定第１号 平成２４年度大空町一般会計歳入歳出決算認定

についてから認定第８号 平成２４年度大空町個別排水処理事業特別会計歳入歳

出決算認定についてまでの８件を一括議題とします。 

本件は、平成２５年第３回定例会において、議会閉会中の継続審査事件として

決算審査特別委員会に審査の付託を行ったものでございます。 

したがって、本件の審査結果について、決算審査特別委員会委員長の報告を求

めます。 

決算審査特別委員会委員長、近藤哲雄議員。 

 

◇決算審査特別委員会委員長 決算審査特別委員会における審査の結果について、御

報告いたします。 

議会提出議案書の１ページ及び３ページをごらんいただきたいと思います。平

成２５年第３回大空町議会定例会において設置され、当委員会に審査の付託があ
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りました事件は、認定第１号 平成２４年度大空町一般会計歳入歳出決算認定に

ついて、認定第２号 平成２４年度大空町国民健康保険事業特別会計歳入歳出決

算認定について、認定第３号 平成２４年度大空町後期高齢者医療特別会計歳入

歳出決算認定について、認定第４号 平成２４年度大空町介護保険事業勘定特別

会計歳入歳出決算認定について、認定第５号 平成２４年度大空町介護サービス

事業勘定特別会計歳入歳出決算認定について、認定第６号 平成２４年度大空町

簡易水道事業特別会計歳入歳出決算認定について、認定第７号 平成２４年度大

空町下水道事業特別会計歳入歳出決算認定について、認定第８号 平成２４年度

大空町個別排水処理事業特別会計歳入歳出決算認定についての８事件でありま

す。  

去る１０月２４日、当議会議事堂におきまして、審査のための特別委員会を開

催し、町長を初め関係職員の出席を求めて、慎重な審査の結果、委員会審査報告

書のとおり、認定第１号から認定第８号までの８事件はすべて「原案のとおり認

定すべき」と決定しました。 

以上、当委員会に付託された事件の審査経過と結果を申し上げ、大空町議会会

議規則第７７条の規定による報告といたします。 

 

◇議  長 別に発言もないようですので、これから採決します。 

お諮りします。認定第１号から認定第８号までの８件を一括して採決したいと

思います。これに御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

◇議  長 異議なしと認めます。 

したがって、そのように決定しました。 

これから認定第１号 平成２４年度大空町一般会計歳入歳出決算認定について

から認定第８号 平成２４年度大空町個別排水処理事業特別会計歳入歳出決算認

定についてまでの８件を一括して採決します。 

お諮りします。認定第１号から認定第８号までの８件の決算に対する委員長の

報告は、認定とするものであります。この８件の決算は、委員長の報告のとおり

認定することに御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

◇議  長 異議なしと認めます。 

したがって、認定第１号 平成２４年度大空町一般会計歳入歳出決算認定につ

いてから認定第８号 平成２４年度大空町個別排水処理事業特別会計歳入歳出決

算認定についてまでの８件の決算については、認定することに決定しました。 

 

◎日程第３ 諮問第２号  

◇議  長 日程第３、諮問第２号 人権擁護委員の推薦についてを議題とします。

本件について、提案理由の説明を求めます。 

山下町長。 
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◇町  長 おはようございます。 

議案書の１ページをお開き願いたいと存じます。「諮問第２号 人権擁護委員

の推薦について  

   人権擁護委員 上村則子が平成２６年３月３１日をもって任期が満了するの

で、人権擁護委員法第６条第３頄の規定により、次の者を後任委員に推薦するこ

とについて議会の意見を求める。 

平成２５年１２月１７日提出 大空町長 山下英二」 

住所は北海道網走郡大空町東藻琴５００番地の１１、氏名は高木国広、生年月

日は昭和２４年７月２９日生まれの６４歳でございます。 

高木氏は、長く教育に携わるとともに、本町に居を移されてからは幅広く地域

活動にも参画をされている人材でございます。このたびの改選に当たり、人権擁

護委員に適任であると判断いたしましたことから、同氏を推薦申し上げたく議会

の意見を求めるものでございます。 

本人の経歴につきましては、参考資料の１ページ、２ページに記載しておりま

すので、御参照願いたいと存じます。 

提案理由を説明させていただきました。御審議の上、御賛同賜りますようよろ

しくお願いを申し上げます。 

 

◇議  長 これから質疑を行います。質疑はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

◇議  長 質疑なしと認めます。 

これで質疑を終わります。 

暫時休憩します。 

 

休憩 午前１０時 ９分 

再開 午前１０時 ９分 

 

◇議  長 休憩前に引き続き、会議を開きます。 

お諮りします。本件は、お手元に配付しました意見書のとおり、適任と答申し

たいと思います。御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

◇議  長 異議なしと認めます。 

したがって、諮問第１号 人権擁護委員の推薦については、お手元に配付いた

しました意見書のとおり、適任と答申することに決定しました。 

 

◎日程第４ 議案第７９号  

◇議  長 日程第４、議案第７９号 指定管理者の指定についてを議題とします。

本件について、提案理由の説明を求めます。 

丹治生涯学習課参事。 
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◇生涯学習課参事 議案書３ページでございます。「議案第７９号 指定管理者の指

定について 

地方自治法第２４４条の２第６頄の規定により、指定管理者を次のとおり指定

したいので、議会の議決を求める。 

平成２５年１２月１７日提出 大空町長 山下英二 

   記、１ 施設の名称等、大空町東藻琴３６０番地の１ 東藻琴農村環境改善セ

ンター・東藻琴公民館、２ 指定管理者の名称等、網走郡美幌町字青山北４３番

地８ フジケンビルサービス株式会社 代表取締役 畠山隆、３ 指定の期間、 

平成２６年４月１日から平成２９年３月３１日まで」 

   東藻琴農村環境改善センターは、町民の学習活動の振興と生活技術の習得な

ど、住民福祉の増進に寄与することを目的としまして、昭和５５年１１月に設置

された施設であります。 

指定管理者の指定手続に当たりましては、大空町公の施設に係る指定管理者の

指定手続等に関する条例に基づきまして公募を行った結果、現在の指定管理者で

ありますフジケンビルサービス株式会社、１社のみの忚募でありました。 

フジケンビルサービス株式会社につきましては、同施設の現在の指定管理者で

あり、施設を活用した事業展開による生涯学習の振興とともに、安全を考慮した

安心な施設管理が見込まれることから、大空町公の施設に係る指定管理者の指定

手続等に関する条例に基づきまして、指定管理者選定委員会による審査の結果、

候補者として選定したところでございます。 

施設の概要等につきましては、参考資料の３ページに掲載しておりますので、

ごらんいただきたいと思います。 

以上、提案の説明とさせていただきますので、よろしく御審議くださいますよ

うお願い申し上げます。 

 

◇議  長 これから質疑を行います。質疑はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

◇議  長 質疑なしと認めます。 

これで質疑を終わります。 

これから討論を行います。討論はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

◇議  長 討論なしと認めます。 

これで討論を終わります。 

これから議案第７９号 指定管理者の指定についてを採決します。 

お諮りします。本件は、原案のとおり決定することに御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

◇議  長 異議なしと認めます。 

したがって、議案第７９号 指定管理者の指定については、原案のとおり可決

されました。 
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◎日程第５ 議案第８０号  

◇議  長 日程第５、議案第８０号 指定管理者の指定についてを議題とします。 

   本件について提案理由の説明を求めます。 

福田産業課長。 

 

◇産業課長 議案書５ページでございます。「議案第８０号 指定管理者の指定につ

いて 

地方自治法第２４４条の２第６頄の規定により、指定管理者を次のとおり指定

したいので、議会の議決を求める。 

平成２５年１２月１７日提出 大空町長 山下英二 

   記、１ 施設の名称等、大空町女満別昭和９６番地１ メルヘン公園、２ 指

定管理者の名称等、大空町女満別昭和９６番地１ 一般財団法人めまんべつ産業

開発公社 理事長 濱名敏之、３ 指定の期間、平成２６年４月１日から平成３

０年３月３１日まで」 

   メルヘン公園につきましては、町民及び都市住民が農業体験をとおして交流を

深めるとともに、農畜産物の加工・研究活動の機会を通じ、地域の活性化と農業

の振興を図ることを目的に建設され、平成１３年４月に開設をしてございます。

この施設につきましては、開設当初からこれまで、めまんべつ産業開発公社にお

きまして管理を受託いただき、平成１８年９月からは指定管理者として指定をし

ているところでございます。 

今回の指定手続に当たりましては、これまで管理をしてまいりましためまんべ

つ産業開発公社が、施設管理のノウハウやメルヘン公園の設置目的を達成すべく

職員体制も整えられており、また利用者が満足する住民サービスなどを提供して

きた実績や管理運営を安定して行うための有資格者も有しており、施設の設置目

的を効果的かつ効率的に達成することができるものと見込まれますことから、大

空町公の施設に係る指定管理者の指定手続等に関する条例に基づきまして、指定

管理者の公募を行わず選定をいたしましたので、地方自治法の規定により議会の

議決を求めるものでございます。 

なお、施設の概要などにつきましては、参考資料の５ページに記載をしてござ

いますので、ごらんをいただきたいと思います。 

以上、提案理由を申し上げましたので、よろしく御審議のほどお願い申し上げ

ます。 

 

◇議  長 これから質疑を行います。質疑はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

◇議  長 質疑なしと認めます。 

これで質疑を終わります。 

これから討論を行います。討論はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

◇議  長 討論なしと認めます。 
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これで討論を終わります。 

これから議案第８０号 指定管理者の指定についてを採決します。 

お諮りします。本件は原案のとおり決定することに御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

◇議  長 異議なしと認めます。 

したがって、議案第８０号 指定管理者の指定については、原案のとおり可決

されました。 

 

◎日程第６ 議案第８１号  

◇議  長 日程第６、議案第８１号 財産の無償貸付についてを議題とします。 

本件について提案理由の説明を求めます。 

大槻福祉課長。 

 

◇福祉課長 議案書７ページをお開きください。「議案第８１号 財産の無償貸付け

について 

次のとおり、財産を無償貸付けしたいので、地方自治法第９６条第１頄第６号

の規定により議会の議決を求める。 

平成２５年１２月１７日提出 大空町長 山下英二」 

   医療法人社団双心会に対しては、大空町医療計画に基づき、基幹病院である女

満別中央病院の医療の確保を図ることを目的に、病院周辺の土地及び医師住宅等

を無償で貸し付けをしてきたところでございます。平成２６年３月３１日をもっ

て契約期間が満了することから、再度無償貸し付けを行いたく、議会の議決を得

ようとするものでございます。 

記、１ 無償貸し付けの目的、大空町医療計画に基づき、医療供給体制を確保

するため、土地及び建物を無償貸し付けするものでございます。２ 無償貸し付

けする土地の所在地、種別、数量、別紙のとおり。議案書８ページ、別紙として

土地、建物の所在、種別、数量を載せてございます。また、大空町議会定例会参

考資料７ページに、町有財産無償貸し付け予定土地・建物配置図を載せてござい

ます。①から④の太線で囲っている部分でございます。 

議案書８ページをお開きください。「別紙、１ 土地、網走郡大空町女満別西

４条４丁目６４番３３ 宅地６３４．７０平方メートル、網走郡大空町女満別西

４条４丁目６４番４５の一部 宅地２０．００平方メートル、網走郡大空町女満

別西４条４丁目６４番５１ 宅地６２２.８１平方メートル、網走郡大空町女満

別西４条４丁目２４７番１２ 宅地２３．８４平方メートル、地積合計４筆で１

，３０１．３５平方メートル。２ 建物、（１）住宅、所在地 網走郡大空町女

満別西４条４丁目６４番３３、構造・数量 木造亜鉛メッキ鋼板葺地下１階付２

階建 １棟 ３６４．７８平方メートル、（２）車庫、所在地 網走郡大空町女

満別西４条４丁目６４番４５、構造・数量 軽量鉄骨造 １棟 １８．７２平方

メートル、面積合計３８３．５０平方メートル」でございます。 

議案書７ページをお開きください。３ 無償貸し付けの期間、平成２６年４月
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１日から平成２９年３月３１日の３年間でございます。 

   ４ 無償貸し付けの相手方、網走郡大空町女満別西４条４丁目１番２９号 医

療法人社団双心会 理事長 服部怜美、５ 無償貸し付けの条件、使用貸借契約

によるとしているところでございます。 

以上、提案理由の説明を申し上げましたので、よろしく御審議くださいますよ

うお願い申し上げます。 

 

◇議  長 これから質疑を行います。質疑はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

◇議  長 質疑なしと認めます。 

これで質疑を終わります。 

これから討論を行います。討論はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

◇議  長 討論なしと認めます。 

これで討論を終わります。 

これから議案第８１号 財産の無償貸付けについてを採決します。 

お諮りします。本件は、原案のとおり決定することに御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

◇議  長 異議なしと認めます。 

したがって、議案第８１号 財産の無償貸付けについては、原案のとおり可決

されました。 

 

◎日程第７ 議案第８２号  

◇議  長 日程第７、議案第８２号 大空町債権管理条例制定についてを議題とし

ます。 

本案について提案理由の説明を求めます。 

竹内総務課長。 

 

◇総務課長 議案書の９ページをお開き願います。「議案第８２号 大空町債権管理

条例制定について 

   このことについて、別紙のとおり提出する。 

   平成２５年１２月１７日提出 大空町長 山下英二」 

   １１ページをお開きください。町税等の公債権につきましては、本年５月に約

２,２００万円の不納欠損処理を行いましたが、時効の期間を経過している町営

住宅使用料等の私債権があり、今後これらの私債権も含めた債権全体について適

切に事務処理をする必要があります。今回、多額の不納欠損処理をするに至り、

その反省から債権の回収及び整理を総合的に推進するため、全庁統一的な債権管

理ルールを定めた債権管理条例を制定し、取り組むものであります。 

町の債権の滞納処分等について、強制徴収債権は地方税法や国税徴収法に基づ

き、町税条例等の規定により行ってきました。また、非強制徴収債権は地方自治
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法施行令に基づき、税外諸収入金の徴収に関する条例や財務規則等の規定により

行ってきました。各課の担当がそれぞれの法令等により事務処理をしてきました

が、統一的なよりどころとなる条例が未整備なことも、今回の多額の不納欠損処

理に至った原因と捉えております。 

新しい条例は、町の債権全体の管理方法等について定めることとしておりま

す。特に、非強制徴収債権については、税外諸収入金の徴収に関する条例や財務

規則の関係規定を統合して整理いたします。また、非強制徴収債権については町

の債権であっても、法令に基づく調査権は付与されておりません。このため、町

が保有する滞納者情報について、関係各課で利用ができるようにいたします。さ

らに、私債権は債務者からの時効の援用がなければ債権が消滅しません。このた

め、事実上徴収が不可能な場合にあっては、債権放棄ができるようにし、債権管

理業務の効率化を図ってまいります。この新しい条例を施行するに当たりまして

は、必要な事頄を新たな規則に定め、債権管理業務を適切に処理してまいりま

す。 

条例の内容につきましては、参考資料で説明いたします。参考資料の９ページ

をお開き願います。大空町債権管理条例の概要等であります。まず、第１条、大

空町債権管理条例の目的を明らかにしたものです。町の債権の管理について、債

権の発生から消滅に至るまでの事務手続に必要な事頄を定め、適正な管理を行う

ことにより町民負担の公平の確保と円滑な財政運営に資することを目的としてお

ります。第２条は、定義として用語の意義を定めております。強制徴収債権は個

別の法令の規定により、町が直接滞納処分できる債権で町税、下水道使用料、介

護保険料等をいいます。非強制徴収公債権は個別の法令に根拠規定がないため、

納付交渉等の一定の手続をしても未納の場合に、裁判所等に申し出て強制執行す

ることとなる債権です。個別排水使用料、幼稚園使用料、し尿処理手数料等をい

います。私債権は契約等の当事者間の合意に基づき発生する債権です。非強制徴

収公債権と同様に裁判所等に申し出て、強制執行を行うものです。町営住宅使用

料、簡易水道料、奨学金等をいいます。第３条につきましては、他の法令等との

関係を定めております。条例は基本的には地方自治法や地方自治法施行令に基づ

く町の債権管理の一般的ルールを定めるものです。ただし、他の法令等、例えば

地方税法のように特別の定めがある場合は、それが優先して適用されることとな

ります。第４条につきましては、町の債権を適正に管理すべき町長の責任につい

て定めています。町長は、債権の発生から消滅に至るまでの債権の管理に関する

事務について、法令の定めるところにより適正に行わなければなりません。その

ために、体制の強化や職員の資質向上などに取り組み、条例の目的を達成するよ

うに努めなければなりません。第５条につきましては、町の債権を適正に管理す

るために台帳を整備することを定めています。債権を適正に管理・回収していく

ためには、その記録の整備が重要であるため、条例に規定したものであります。

また、台帳を整備して債権について正確な記録をしておくことは、訴訟等を行う

場合の証拠としても必要になります。第６条につきましては、滞納者に関する情

報について定めております。町の債権管理に関する事務を効果的に行うために必
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要な限度で、町税等の他の債権を有する滞納者情報を関係各課、実施機関で利用

することについて規定しております。これにより、法令の規定による調査権がな

く納付資力等の調査ができない非強制徴収債権においても、滞納者の状況等を把

握し滞納債権の徴収事務に活用することが可能となります。なお、滞納者情報の

利用に当たっては、各種法令等の規定を遵守し、かつ外部等に情報の漏えいがな

いよう個人情報の管理に万全を期してまいります。第７条につきましては、町の

債権を履行期限までに履行しない場合の督促について定めております。この規定

は、法第２３１条の３第１頄及び施行令第１７１条の確認規定で、施行令で表現

されている内容を規定しております。条文中に「法令等で定める」とあるのは、

強制徴収債権は地方税法に規定され、その他の強制徴収債権は法第２３１条の３

第３頄に「地方税の滞納処分の例による」と規定されています。非強制徴収債権

は、施行令第１７１条に規定されております。備考欄のほうなんですけれども、

督促する場合は督促状により履行期限後２０日以内に行い、その指定する期限は

督促を行う日から１５日以内と大空町債権管理条例施行規則に定めます。第８条

につきましては、延滞金について定めております。納期限までに納められた方と

の公平を保つために、納付までの日数に忚じて延滞金を徴収します。私債権の場

合は遅延損害金と表現されますが、遅延損害金は損害賠償金に含まれるので、こ

こでは括弧書きに損害賠償金を含むと表現しております。税外諸収入金の徴収に

関する条例では、地方税の例によるとしておりましたが、強制徴収債権と非強制

徴収公債権は、その性格から地方税の延滞金に準じて規定し、私債権について

は、特段の定めのない場合の根拠が民法にあるので、５％としております。延滞

金の額の計算については、税外諸収入金の徴収に関する条例により計算の基礎と

なる督促金額が１００円未満は切り捨てし、算定された延滞金の額が１０円未満

の端数は徴収しないとしておりましたが、何十円の延滞金を徴収することは事務

上も煩雑になり費用対効果が出ないので、基礎となる金額の端数１，０００円未

満とその額が２，０００円未満であれば切り捨てし、延滞金も１００円未満の端

数とその全額が１，０００円未満であれば切り捨てることとしました。ちなみに

地方税の例でいきますと、現在では１４．６％ですけれども、平成２６年１月１

日からは特例によりまして９．３％になります。１カ月以内の場合は、現在は４

．３％ですが、平成２６年１月１日からは特例により３．０％になる予定であり

ます。第９条につきましては、やむを得ない事由により履行期限までに納付がで

きなかった場合には、延滞金を減免することについて定めております。備考欄で

すけれども、延滞金の減免となる事由、申請等の事務手続については規則に定め

ます。また、申請により減免事由に該当すれば１０割減免することとしておりま

す。 

１１ページの第１０条ですけども、町税等の強制徴収債権の滞納処分等につき

ましては、法令に定める要件に従わなければならない旨を定めております。この

規定は、地方税法第４８条第１頄や法第２３１条の３第３頄の規定に従い行うこ

とを確認する確認規定となっております。第１１条非強制徴収債権について督促

後も履行されない場合の強制執行等の措置をとることについて定めております。
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この規定は、施行令第１７１条の２の確認規定で、施行令で表現されている内容

を規定しております。非強制徴収債権は、差し押さえ等の強制執行権が付与され

ていないので、最終的には裁判所に履行の強制を求めなければなりません。条文

中に徴収停止の措置をとる場合、履行期限を延長する場合、その他特別の事情が

あると認める場合はこの限りでないと規定しておりますが、督促後１年を経過し

ても強制執行の法的措置をとらなくてもよい場合のことをいっております。第２

号の債務名義につきましては、強制執行によって実現されることが予定される請

求権の存在、範囲、債務者、債権者を表示した公の文書で、訴訟の判決文や和解

調停書などがそれに当たります。裁判所の力をかりて強制的に債権の内容を実現

するものであります。債務名義は非強制徴収債権を強制執行するための前提要件

なります。第３号中、第２号に該当しない非強制徴収債権について規定し、担保

や保証人のない債権、債務名義のない債権については、訴訟手続によることとし

ております。条文中「非訴事件の手続を含む」とありますが、裁判所が通常の訴

訟手続によらず補佐的に後ろ盾となり、紛争の予防や除去を行う事件をいうもの

であります。備考欄ですけれども、上のほうですけども、条例第１１条中「督促

をした後相当の期間を経過しても履行されない」とありますが、相当の期間を規

則により「１年を限度」と定めることとしております。第１２条につきまして

は、債務者の信用状態に不安が生じた場合等の履行期限の繰り上げについて定め

ております。この規定は、施行令第１７１条の３の確認規定で、施行令で表現さ

れている内容を規定しております。履行期限を繰り上げるというのは、契約等に

定める履行期限ではなく町が指定する期日に早めることをいいます。備考欄です

けども、履行期限を繰り上げる場合の事由は、規則で民法第１３７条の規定によ

ると表現しております。第１３条につきましては、債務者が強制執行等を受けた

場合の債権の申し出及び町の債権を保全するための仮差し押さえ等の措置につい

て定めております。この規定は、施行令第１７１条の４の確認規定で、施行令で

表現されている内容を規定しております。備考欄ですけれども、配当の要求等債

権の申し出る場合の具体的事由は、規則で定めることとしております。 

次のページであります。債務者に対し町以外の債権者が強制執行の手続や破産

の申し立てを行った場合には、町は裁判所に対し配当の要求をするなどの町とし

ての権利を確実に行使し、債権を回収すべきことを定めております。第１４条に

つきましては、非強制徴収債権について法人が事業を休止したり、債務者が所在

不明になった場合の徴収停止について定めております。この規定は、施行令第１

７１の５の確認規定で、施行令で表現されている内容を規定しております。強制

徴収債権については、法第２３１条の３の規定により、地方税の滞納処分の例に

よりできるとされ、地方税法では国税徴収法の例によると規定され、非強制徴収

債権については施行令第１７１条の５で規定されております。第１５条につきま

しては、非強制徴収債権について債務者が生活困窮などの場合の履行期限の延長

について定めています。この規定は、施行令第１７１条の確認規定で、施行令で

表現されている内容を規定しております。この規定では、強制徴収債権について

は触れておりませんが、施行令が非強制徴収債権についてのみ規定しているから
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であります。強制徴収債権は徴収の猶予があり、地方税法の例によるとして、地

方税法第１５条に分割納付等の規定がされております。条文中に「特約または処

分」という表現がありますが、私債権は契約等により行われるので「特約」とい

う表現をし、し尿処理手数料などの非強制徴収公債権は、行政処分により行われ

るもので「処分」という表現になっております。第２頄につきましては、履行期

限の延長の特約が成立するまでに発生した延滞金は免除できないことを規定して

おります。備考欄ですけれども、履行延期の特約の手続、条件につきましては規

則に定めることとしております。第１６条につきましては、債務免除について定

めています。この規定は、施行令第１７１条の７の確認規定で、施行令で表現さ

れている内容を規定しております。履行延期の特約または処分した日から１０年

を経過した後においても、債務者が無資力等の場合は非強制徴収債権を免除でき

る規定で、施行令第１７１条の７第３頄で議会の議決は要しないと規定されてお

ります。第１７条につきましては、非強制徴収債権の放棄について定めていま

す。地方自治法第９６条は議決事件について規定しており、「法律もしくはこれ

に基づく政令または条例に特別の定めがある場合を除くほか、権利を放棄するこ

と」が定められています。この規定により、非強制徴収債権の放棄について定め

るものです。この権利を放棄することとは、地方公共団体の有する権利を放棄す

ることで、権利の放棄とは権利者の意思行為により権利を消滅させることなの

で、単に権利を行使しない場合は含まれません。また、時効の完成等により権利

が消滅する場合も権利の放棄ではありません。「法律もしくはこれに基づく政令

または条例に特別の定めがある場合」には、個々の権利の放棄について個別の議

決を要しないこととなっております。私債権の場合は、債務者からの時効の援用

がなければ消滅しないので、事実上徴収が不可能な私債権は援用がなくても放棄

できることとし、債権管理業務の効率化を図ろうとするものであります。債権は

全額回収することが原則ですが、債権を効率的、合理的に管理するため、あらゆ

る手段を尽くしてもなお徴収の見込みがない債権については、徴収の停止や債権

の放棄を適正に行います。徴収の見込みがない債権をいつまでも管理し続けるこ

とは、徴収できる債権に手が回らなくなるなど、適正な債権管理を妨げる要因と

もなります。そのため、条件を限定し債権を放棄できることとしております。た

だし、町の財産であるため安易な放棄は行わず、保証人から徴収ができる見込み

があるなどの場合には、債権の放棄は行いません。なお、債権の放棄を行った場

合は、議会に報告することとしております。備考欄ですが、条例第１７条第４号

の徴収停止をした場合に「相当の期間を経過した」とありますが、相当の期間を

規則に定めます。債権の時効の期間によってそれぞれ年数を定めます。３年以下

の債権の場合は１年、３年を超え５年以下の債権の場合は３年、５年を超える債

権は５年と規定しようとしております。第１８条につきまして、規則への委任規

定であります。 

附則第１頄は、施行日について規定していますけども、施行日は平成２６年１

月１日としております。これは国税、地方税法の延滞金の特例が平成２６年１月

１日に施行されるためであります。また、ただし書きで、「私債権に係る第８条
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及び第９条の規定は、平成２６年４月１日から施行する。」となっております。

私債権についての延滞金の規定はこれまで、奨学金以外に定めがなく、延滞金の

徴収はしておりませんでした。条例を制定するに当たり、納期限内に納入されて

いる方との公平を保つためにも、民法の規定による延滞金を徴収することといた

しました。施行日を平成２６年４月１日としたのは、町民への周知期間をとるた

めであります。附則第２頄につきましては、税外諸収入金の徴収に関する条例の

廃止規定で、附則第３頄は経過措置規定であります。 

１５ページは、大空町簡易水道事業給水条例の新旧対照表で、第３８条につき

ましては納付期限までに納付しない方の督促、滞納処分については「大空町税外

諸収入金の徴収に関する条例」を準用することとしておりましたけれども、「大

空町税外諸収入金の徴収に関する条例」を廃止して、「大空町債権管理条例」に

なりますので、そのように改正しております。 

１６ページにつきましては、大空町奨学金貸付条例について、遅延利息につい

て規定をしておりましたが、今後債権管理条例により事務を進めることとなりま

すので、大空町債権管理条例第８条の規定を準用する改正になります。 

１７ページ以降は、条例の施行規則を参考までに添付しております。 

以上、説明申し上げましたが、よろしく御審議くださいますようお願いいたし

ます。 

 

◇議  長 これから質疑を行います。質疑はありませんか。 

１０番、小島一弘議員。 

 

◇小島議員 債権管理条例が上程されております。先ほど来の説明によって、不納欠

損処理が２，０００万円以上にわたって起きたと、その反省の上に立って提案を

しているという趣旨の発言もありました。しかし、どうも総務課長の説明で、僕

はひっかかるんですけれども。何か条例の不備があったから、そういうものがな

かったから、不納欠損処理が生まれたわけではないですよね。私は、時効管理上

の一般事務できちんとやっていれば、この問題は起きなかったと実は思っていま

す。それ以外の頄目については、いろいろあるかと思いますが、基本的な流れは

そうだったと。そういう反省の意と言いながら、そういう意が説明の中に込めら

れていないのが、私はちょっと気になっているところであります。 

それから、２点にわたってお聞かせ願いたいのですが、まず第１点として、一

番肝心な債権回収に関することは、台帳その他の整備の中で触れられています。

しかし、債権回収の基本的な仕方、マニュアルといいますか、取り決めといいま

すか、そういうことについては、債権管理条例には含めないように感じられます

が。もし、そのほかの参考資料で私が見落としているのであれば、債権回収の基

本的な実務処理については、どこでうたうのかということをひとつ教えていただ

きたいと思います。一番大事なところは、そこだと思うんです。何が肝心かとい

いますと、納付命令書を出して、それで納めてくださいと。しかし、実際にはそ

れがなかなか行われないということが問題点ですので。過去の徴収を担当してい
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た職員から聞いたこともあるのですが、朝に行かないと会わない、夜遅くでない

と会えない、だからもう一所懸命に行ったと。そのときには、現金でもらうこと

もあるという趣旨のことも聞いたのです。預かってくるというようなことがあり

ましたから、そのことも債権管理上のこの条例上にうたわなくていいのかどうな

のかと。いろんな意味での危惧がありますので、その辺についてはどうなってい

るのかということが第１点の趣旨であります。 

それから、第２点目です。議案でいうと１６ページです。先ほど参考資料の報

告による債権放棄については議会に報告すると、これはそのとおりでいいと思う

のです。ところが、１７条の規定の中で、２という頄目をつけて「町長は、前頄

の規定により専決処分をしたときは、これを議会に報告しなければならない。」

と、こういうふうにうたっているのです。私の理解では、専決処分ではないと思

うのです。債権放棄に係ることは、執行権の範囲内と私は理解しています。間違

っていたら訂正してください。その範囲の中で、議会に報告する必要があるので

するという規定があってもいいと思うのです。ただ、この表現を専決処分と書い

たのは、どういう意味なのか。私の頭では、素人判断ではわからないのです。法

律条文解釈上、前頄というのは１７条の規定に係るものですから、後ほど、議会

発議による専決処分にもかかわることですので、明快にお答えをいただければあ

りがたいと思います。わからないことが、いっぱいだらけでありますので、丁寧

に答弁していただければ債権管理条例の必要性を私は人一倍認めているつもりで

ありますから。ただ、２点にわたって疑問な点がございますので、丁寧な御答弁

をお願いいたします。 

 

◇議  長 竹内総務課長。 

 

◇総務課長 反省の内容につきまして、込められていないんじゃないかということだ

ったのですけれども、冒頭申し上げましたように、この債権管理条例を制定する

に当たりましては、全課をあげて取り組んでいるものであります。そういう多額

の不納欠損処理をするに当たり、冒頭申し上げましたように、その反省のもと、

こういう統一したその条例がなかったことも一つの要因ではないかということ

で、今回進めております。 

それから、債権放棄の議決の関係であります。この関係は、要するに地方自治

法第９６条に議決事件について規定しておりますけれども、「法律もしくはこれ

に基づく政令または条例に特別の定めがある場合を除くほか、権利を放棄するこ

と」ということが定められておりまして、この意味は町長の債権放棄につきまし

ては、今おっしゃるように議会の議決が必ずそれぞれの案件に忚じて必要です

が、この債権の管理につきましては、この条例に規定することによって専決する

ことができるということを意味しております。その意味で、この専決処分という

表現をしておりますので、それで御理解願いたいと思います。これまでも逐次説

明をしてきたんですけども、１５ページの債権の放棄というのが、ここに書いて

ありますけれども、第１７条で町長は非強制徴収債権について、あくまで非強制
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徴収債権なのですけども、次の各号のいずれかに該当するときは、当該非強制徴

収債権及びこれに係る損害賠償金の全部または一部を放棄することができると、

この条文の１条によって専決処分ができるという意味でございますので、よろし

くお願いいたします。 

マニュアルの関係は住民課長から説明いたします。 

 

◇議  長 藤田住民課長。 

 

◇住民課長 処理事務にかかわります実務処理の関係でございます。これにつきまし

ては、今回提案させていただいております条例に基づきまして進めていくわけで

すけども、これと同時に施行いたしますこの条例の施行規則、こちらのほうに手

続等も記載をしているところであります。また、これらを補うために現在大空町

税等の滞納処分等取扱基準等、こちらの要領を制定しているわけですけども、こ

ちらのほうも改めながら適切な事務処理ができるように改善を図ってまいるとこ

ろであります。その他、どういった項序で事務処理を進めていくかというような

ことにつきましては、内部的な資料ではございますが事務フローをつくりまし

て、関係職員のほうに配付し事務を進めていくということで、内部的に事務の統

一化を図るというふうに考えているところでございます。 

 

◇議  長 山下町長。 

 

◇町  長 最初の件について、私から一言御答弁を申し上げておきたいと思いま

す。今年度に起きました不納欠損の関係につきましては、町としての大変な反省

に立っているわけでございます。その中で私が思いますのは、その徴収に当たる

職員のモチベーション、それを組織としてどのように考えていたか、そういうと

ころが反省材料であると。また、職員の人事配置の問題というところにも課題が

あるのではないか。さらに、各課が連携して行わなければならないものでありま

すけれども、組織的に見て、そういった連携のあり方というものがどうであった

か。そんな反省もあります。また、職員自身の知識というものに対するその深ま

りというところに対しても、十分ではなかったというような反省もあります。そ

ういったもろもろの中の一つとして、連携をとるための手段としての条例という

ものが不完全であったと。各々のことをしっかりとやっていれば、確かに問題は

軽度で済んだかもしれませんけれども、連携ができないような、そんな単独の縦

割りの条例であったという反省に立って、この部分についても手を加えなければ

ならないのではないか。現在、この条例の提案説明については総務課長が行いま

して、具体的な事務の進め方、体制などについては住民課長が答えましたとお

り、このほかにも関係各課といいましょうか、全課をあげてこの条例について議

論を進めながら、これも必要であるという観点から、今回の御提案に至ったとこ

ろでございます。その点につきましては、説明不足の点があったかと思います

が、そのような考え方を持ちまして、今回提案をさせていただいておりますこと
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に対して御理解を賜りたいと思います。 

 

◇議  長 １０番、小島一弘議員。 

 

◇小島議員 町長からまで答弁をいただくとは思っておりませんでした。丁寧なる答

弁をいただきましたので、その趣旨は評価をいたしたいと思います。ただ、私が

２点にわたって聞いたことについて、事例を挙げたのです。現金による領収をす

ることがあるのかとか、そういうことについての実務的な債権回収の実務につい

ては、こちらの参考資料にあるもので規定していますよと言っているのですが、

余り私の読み方が悪いのか、その施行規則ですか、そういう状態の中で明瞭なも

のが見えない気がするのです。私の勘違いでなければ。だから、具体的な事例で

回答していただければありがたいと思います。再度お願いしたいと思います。ま

ず、１点ずつやらせてもらいます。 

 

◇議  長 藤田住民課長。 

 

◇住民課長 それでは、お答えしたいと思います。実際に訪問をさせていただいて現

金を納付いただいて、領収書を発布してくると、そういったような徴収の方法と

いうのは現在も行われております。そういった中で、それぞれ各担当のほうで行

っている場合もありますし、また、共同徴収というようなことで、組織として行

っているというような状況もあります。職員、それぞれ関係する者がそういった

中で協力しながら進めていくといったことで、今後も進めていかなければならな

いかなというふうには考えているところでございます。そういったことについて

も、担当職員の対策会議というものも設けてございますので、再度、こういった

場合はどうなんだろうというようなことも含めていろいろと協議をしながら、こ

うあるべきであるといったようなことについては、検討しながら進めていきます

けども、また、そういったようなマニュアルを作成しながら、職員みんなで理解

した中で取り進めていきたいというふうに考えております。 

 

◇議  長 １０番、小島一弘議員。 

 

◇小島議員 施行規則の中にはうたっていないけれども、現状でも、現金で領収する

ことはあると、行われているということに関して、私は後ほど、議会発議による

専決処分の中身にかかわることですから、今ここでは深く申し上げませんが、住

民から異議申し立てが出る可能性があるわけです、論理的にですよ。その際に、

何かうっかりしたり、領収事務が従前に行われていないような事態が起きたとき

には、異議申し立ての対象になってしまいますので、私はそれを危惧しているの

です。だから、今後はマニュアルをつくりたいというお話でしたが、施行規則な

り、ここは不備ですので、何らかの形でつくってもらうしかないと思うのです。

本来ならば、私は債権管理条例の中で債権回収の実務については、うたうべきだ
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と。あるいは施行規則で、もうちょっと明確にすべきだとこのように思っており

ますので。今後検討していただけるということですから、よろしくお願いしたい

ということしか申し上げられませんが、何か川口副町長が答弁をしたがっている

ようですから、今は一旦終えます。 

 

◇議  長 川口副町長。 

 

◇副 町 長 ただいまの訪問徴収に関する関係でございますけれども、現状の手続と

しては、徴収できる職員、徴収する担当の職員については現金出納員、さらに税

務職員においては徴税吏員証というものはしてございます。当然、徴収に当たっ

てはその身分を明らかにすると、振り込め詐欺とか、いろいろ問題がありますか

ら。やはり職員も今若くなっておりますので、まず身分を明らかにするというこ

とが前提で、そこのところについては財務規則の中でありますけれども、今言わ

れた具体的なことの中には、そこの場に行った場合には領収書を発行すると。確

か、その領収書には複写式でナンバーが打たれているかと思います。１部は本人

にお渡しをする、それから１部は町の控えになってきまして、それを出納課に持

っていきます。そのときに現金と領収書をあわせるというような体制をとってお

りますけれども、そこのより具体的なものは今条例というお話もございました

が、規則かマニュアルの中で、きちっとできるような体制でうたっていきたいな

と。常日ごろ、先ほどの対策会議、推進会議のほうは私がそこの座長というか、

トップを務めてございますので、必ず徴収に行く場合にはいろいろなトラブルも

あります。お金の問題もありますし、町に対するいろんな苦情等もございますの

で、必ず最低でも２人体制、１人では行かないということも申してございます。

これは毎月１回ほど開催をしていますが、そのたびに申しておりますので、そう

いったことを、今やっていることをさらに確認しながら、マニュアルの中で位置

づけて周知徹底を図っていきたいというふうに考えでございますので、御理解を

賜りたいと思います。 

 

◇議  長 １０番、小島一弘議員。 

 

◇小島議員 今の答弁でいいのですけれども、副町長、私が望んでいるのは施行規則

なり、もうちょっとはっきりとした、マニュアルというあいまいな言い方はやめ

てもらいたいのです。今までもやってきたことですから。それを財務規則上でう

たっているという部分もあるのでしょうけれども。きちんと、余分な話をします

よ、なぜ今、うちの町にレジスターが入ったと思いますか。現金管理が問題にな

ったから、私が提案をしたのです。そしたら、あんなに高いレジを入れたのでび

っくりしたのですけれどね。お金を職員が扱うときはいろんな問題が、起きては

いけないことも起きるのです。うっかりだとか。だから、レジスターを入れたほ

うが明快だよということから入れたという経緯があるのです。私の提案です、実

は。そんなこともあって、何が言いたいかというと、要するに債権回収にかかわ
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ることになりますので、ちゃんとうたってほしいのです。施行規則なんか議決要

件じゃないでしょうから、施行規則の中でうたうと明確に言ってくれたら、私も

はいはいと返事ができるのです。マニュアルというなんだかよくわからないよう

な言い方で、今後は検討したいみたいなことが、債権回収がポイントですので、

その実務についての規定を管理条例自体にのっかっていなくても、施行規則上で

はうたっていますよというぐらいの積極答弁が実は欲しいなというのが私の期待

する質疑なのです。 

 

◇議  長 川口副町長。 

 

◇副 町 長 マニュアルという言い方をしたので、すごくあいまいではないかという

御質疑でございます。それは要綱がいいのか規則がいいのか、十分に検討させて

いただきまして、ちょっと今言いましたマニュアルという言い方ではなくて、き

ちんとそういう、今あるうちの例規に即するもの中で定めてさせていただきたい

と思います。よろしくお願いいたします。 

 

◇議  長 １０番、小島一弘議員。 

 

◇小島議員 １頄目については、了解いたしました。そのように慎重に進めていただ

きたいと思います。 

２頄目めについては、どうもよくわからないのです、総務課長の説明は。専決

処分という言い方をこの際すると、議会の権能の一部を譲り渡す問題の場合に使

われると、私は解釈しているのです。執行権上で行われるものについては、あえ

て専決処分という表現を使わなくてもいいんですよ。私は、町長の判断でやれる

ことは適切にやったらいいと思いますよ。そういう意味で言うのであれば、これ

は一種の行政処分ですので、専決処分という語句が妥当かどうかというのは、ち

ょっと疑問の余地があると思っています。この規定は、もう１回確認をします

が、仮に総務課長の言うとおり専決処分だとしても、前頄にかかわることですか

ら、あくまでも権利放棄、債権放棄に限定しているということですね、もう一度

確認をしてください。 

 

◇議  長 竹内総務課長。 

 

◇総務課長 専決処分という表現が適正かどうかというのがあるのですけれども、要

するにここの条例に債権の放棄と書く、それと同じような効力を発揮するという

ことになるのですけども。例えば、こういう場合のことを想定しております。１

７条の１号に当該非強制徴収債権について、消滅時効の時効期間が満了したとき

だとかですね、６番目に「債務者が死亡、失踪、行方不明その他これに準ずる状

態にあり、当該非強制徴収債権の徴収の見込みがないと認められるとき。」。私

債権につきましては、時効の援用がなければずっとその権利が続いてしまいま
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す。例えば、時効が来ても、今までずっと説明してまいりましたけれども、まず

本人がこれは時効ですよと、そういう为張がなければずっと永遠にその債権を管

理していかなくてはなりません。それでこの１７条に規定することによって、要

するに権利の放棄、従来でいえば専決処分、これを条例に規定することによっ

て、相手にも会えない、どこに行っているのかもわからない、なかなか他町村に

出てもう連絡もとれない、そういう場合に管理をしていくっていうことは、こち

らの債権管理の手続もこれ以上は事務上はできないというものを整理していかな

ければならない。ここに、この１７条を規定することによって、従来であればこ

の規定がなければ、いちいち議会に提案をしてやらなければなりませんので、１

７条に規定することによって町長がそういうことはできる、議会にいちいち提案

しなくてもできるということを限定した中で、ここに決めておりますけれども、

そういうことを認めていただきたいということでありますので、よろしくお願い

します。 

 

◇議  長 １０番、小島一弘議員。 

 

◇小島議員 私が尋ねているのは、そこで議会に債権放棄を報告しなければいけな

い、これはいいのですよ。だから、法令上の条文上の言葉として、専決処分とい

う言葉が妥当なのかということを尋ねているのです。そのようなものみたいです

なんていう言い方を総務課長は言っているけれども、そんなことでいいのです

か。法律論的に専決処分とは、議会との関係で成立するものではないのですか。

だから、後ほどの問題にもかかわりますけれども、専決処分の議論をこれまでの

議会の中でもやってきました。その中で、今言った法規についての議論はほとん

どされていないのです。訴えの中に含まれているという言い方もできるかもしれ

ません。よくわからないのです。だから、専決処分という言葉は、この１７条の

２の頄目で議会に報告することはよしとして、法規を専決処分という言い方は妥

当ではないのではないかということを申し上げているので、それについてもう尐

し丁寧なわかりやすい、法文解釈上問題がないのかどうか北海道町村議会議長会

にもちょっと聞いているので、教えてください。 

 

◇議  長 竹内総務課長。 

 

◇総務課長 先ほども申し上げておりますとおり、地方自治法の第９６条の議決事件

について、その地方自治法の第９６条につきましては、議決事件について規定を

しております。それは、法律もしくはこれに基づく政令または条例に特別の定め

のある場合を除くほか権利放棄をすることとなっておりまして、１７条に規定す

ることによって、町長の専決処分ができるということを規定しております。これ

は、町だとかほかの先進事例もいろいろ調べましたけれども、１７条に規定する

ことによって、町長が専決処分することができるということを条例規定させても

らって、それで専決処分するので、それは当然議会に報告しますよという規定を
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ここに書いております。これは、９６条の権利の放棄は議決事件ですので、この

条例に書くことによって、議会に一々かけることはなくなります。それで、専決

処分という表現になっておりまして、これは法解釈上も確認をしておりますの

で、これに間違いはございませんので、そのように御理解願いたいと思います。 

 

◇議  長 １０番、小島一弘議員。 

 

◇小島議員 債権管理条例は絶対に必要ですから、私も通したいと思っているんで

す、個人的にも。大事な条例です。だけど、専決処分についての見解が法律的に

大丈夫だと为張していますけども、ここで議長に申し上げたいのですが、それを

法律的に可能なのかどうか、北海道町村議会議長会なりに問い合わせをしていた

だけませんか。私の見解では、そういう規定は無理だと思っているのです。だっ

て、今、債権管理条例を提案しておきながら、専決処分の内容が決定するのは後

ですよ。これは議事的に議会運営委員会でそういうふうに決めたからそうなって

いるというふうに執行側が言うかもしれませんが、後回しになっているのですか

ら、専決処分の内訳は。 

（何事かいう声あり） 

◇小島議員 何が解釈の違いだよ、当面为張していいだろう。だから、そういうこと

を項番からいってもおかしなことになってしまいかねないので、危惧しているか

ら聞いているのです。議長、お願いします。 

 

◇議  長 暫時休憩します。 

 

休憩 午前１１時１０分 

再開 午前１１時１０分 

 

◇議  長 休憩前に引き続き、会議を開きます。 

   議案第８２号の質疑中ですが、ここで１０分間休憩いたします。 

 

休憩 午前１１時１０分 

再開 午前１１時２６分 

 

◇議  長 休憩前に引き続き、会議を開きます。 

ここで答弁調整のため、昼食にしたいと思います。再開は午後１時といたしま

す。 

 

休憩 午前１１時２６分 

再開 午後 １時００分 

 

◇議  長 休憩前に引き続き、会議を開きます。 
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   ここで諸般の報告を行います。議案第８２号に対する小島議員の質疑におい

て、北海道町村議会議長会への照会について発言があり、事務局長に対忚をいた

させました。問い合わせに関し、事務局長に報告いたさせます。 

鈴木事務局長。 

 

◇事務局長 北海道町村議会議長会事務局への照会につきまして御報告をさせていた

だきます。大空町債権管理条例案及び大空町長の専決処分事頄の指定についての

議案書の写しを北海道町村議会議長会事務局へ送信し御検討いただき、参考とし

て御回答をいただきました。債権管理条例中にある専決処分という表現は、地方

自治法第９６条第１頄第１０号の規定により、条例を制定し、権利の放棄を行う

場合の専決処分であり、議会の権能を保持するためには、必要な表現であると解

釈ができるので参考にされたい。地方自治法第１８０条第１頄に基づく、地方自

治法９６条第１頄第１２号、第１３号に規定している事頄のうちから、議会の議

決で議会の権限に属する軽易な事頄に限り、専決処分できるとした議会の委任に

よる専決処分とは異なるものである、各議会の対忚でもあるが、参考にされたい

とのことでございました。 

以上でございます。 

 

◇議  長 これで諸般の報告を終わります。 

日程第７、議案第８２号の議事を続けます。 

竹内総務課長。 

 

◇総務課長 債権の放棄の第１７条の関係でございます。北海道町村議会議長会の回

答にもありましたけれども、私どものほうとしましては、この１７条の規定の権

利放棄は議会側の権利でございます。それの一部を（１）の１号から６号に限っ

て、この一部を放棄することができるという、この範囲を狭めた中でこの第１７

条に規定させていただき、そのことは当然専決処分なので、第２頄に「町長は、

前頄の規定により専決処分をしたときは、これを議会に報告しなければならな

い。」というふうに定めたものでございまして、あくまでも議会側を尊重した事

頄であるということで、御了解いただきたいと思います。 

 

◇議  長 １０番、小島一弘議員。 

    

◇小島議員 議長には、大変御配慮ありがとうございます。北海道町村議会議長会の

事務局の方の判断が法の用語として何ら問題がないという見解を示されたので、

私はそれで了としたいと思います。ただし、総務課長からもお話がありましたけ

ど、１８０条の考え方からいうと、あくまでも専決処分の範囲内は議会側におい

てこれを定めるという趣旨でございますので、私はその趣旨にのっとって発言を

してきたと、こういうことでございますので、皆さんに御了承いただきたいと思

います。よい勉強になりました。法律用語的には可能だということでございます



- 103 - 

ので、それで了としたいと思います。ただし、条例提案に当たって、基本姿勢と

しては、やはりこの債権管理条例を提案するときにもっと詳しい説明をされて、

債権放棄にかかわる専決処分の問題について、もうちょっと説明をいただいてい

れば私も理解を早くできたと思います。その点については残念だなと実は思って

います。何かあればお答えください。 

 

◇議  長 竹内総務課長。 

    

◇総務課長 この債権管理条例の制定に当たりましては、この条文を制定する以前か

ら各常任委員会等に説明をしてまいりましたけれども、平成２６年の１月１日に

国のほうの延滞金の改正があるというようなことで、急いでやっていた面もあり

ます。いろいろ対策会議等において対忚してまいりましたけれども、その債権の

放棄、議会側の当然議決案件に係る部分につきましては、もう尐し丁寧な説明が

必要だったということに反省しておりますので、今後十分に注意して対忚してま

いりたいと思います。 

 

◇議  長 そのほか質疑はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

◇議  長 質疑なしと認めます。 

これで質疑を終わります。 

これから討論を行います。討論はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

◇議  長 討論なしと認めます。 

これで討論を終わります。 

これから議案第８２号 大空町債権管理条例制定についてを採決します。 

お諮りします。本案は、原案のとおり決定することに御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

◇議  長 異議なしと認めます。 

したがって、議案第８２号 大空町債権管理条例制定については、原案のとお

り可決されました。 

 

◎日程第８ 議案第８３号  

◇議  長 日程第８、議案第８３号 大空町後期高齢者医療に関する条例等の一部

を改正する条例制定についてを議題とします。 

本案について、提案理由の説明を求めます。 

大槻福祉課長。 

 

◇福祉課長 議案書１７ページをお開きください。「議案第８３号 大空町後期高齢

者医療に関する条例等の一部を改正する条例制定について 

このことについて、別紙のとおり提出する。 
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   平成２５年１２月１７日提出 大空町長 山下英二」 

延滞金の現行利率は、市場金利が超低金利である現状から勘案して高利率であ

ることから、国税の見直しにあわせ地方税の見直しが行われ、地方税の例により

処理される関係例規を改正するものでございます。 

１９ページから２３ページは改正条文でございます。改正内容の説明につきま

しては、大空町議会定例会参考資料２５ページ、大空町後期高齢者医療に関する

条例等の一部を改正する条例新旧対照表により説明をさせていただきます。 

初めに福祉課が所管しております大空町後期高齢者医療に関する条例の一部改

正と大空町介護保険条例の一部改正につきまして、同様の趣旨での改正でござい

ますのであわせて説明をさせていただきます。大空町後期高齢者医療に関する条

例第３条及び参考資料２６ページ、大空町介護保険条例第５条の見出し中、「延

滞金の割合等」を「延滞金及び還付加算金の割合等」に改め、同条中「年７．３

％の割合は、」の前に「年１４．６％の割合及び」を加え、「同頄の規定にかか

わらず、各年の特例基準割合」以下の改正につきましては、特例基準割合を提示

しております租税特別措置法の改正が行われ、各年の前年の１１月３０日を経過

するときにおける商業手形の基準割引率に、年４．０％を加算した割合となって

おりましたが、改正により、各年の前々年の１０月から前年９月までにおける国

内銀行の新規の短期貸し出し約定平均金利の平均割合に、年１％を加算した割合

に改められたことから改正するものでございます。同条に第２頄を追加しており

ますが、還付加算金の特例を定めるため追加したものでございます。なお、参考

資料２６ページ、介護保険条例第５条中「第１４条第１頄」を「第８条第１頄」

に、「同条の規定」を「同頄の規定」に改めさせていただいております。条文を

精査し改正するものでございます。 

以上、福祉課が所管しております提案理由の内容について説明を申し上げまし

たので、よろしく御審議くださいますようお願い申し上げます。 

 

◇議  長 伊藤建設課長。 

 

◇建設課長 続きまして、建設課が所管いたしております条例改正の説明をさせてい

ただきます。説明につきましては、新旧対照表で説明させていただきますので、

参考資料の２６ページをお開きいただきたいと思います。大空町下水道事業受益

者負担金等条例の一部改正でございます。前段の２条例の一部改正と同じく、地

方税法の改正に伴います延滞金割合の引き下げに係る改正でございます。延滞金

の割合につきましては、地方税法の規定では１４．６％となってございますけれ

ども、下水道事業受益者負担金につきましては、都市計画法に基づき徴収をいた

しておりますことから、都市計画法第７５条の４に、その延滞金の割合１４．５

％の割合を乗じて計算した額を超えない範囲内ということで定められているとこ

ろでございます。新旧対照表の関係ですけども、改正前の第９条の規定、下線の

部分ですけれども、「当該負担金等に延滞金を加算して徴収する。延滞金の徴収

については、大空町税外諸収入金の徴収に関する条例の規定を準用する。」とな
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ってございます。大空町税外諸収入金の徴収に関する条例につきましては、先ほ

ど大空町債権管理条例の制定の中で配置するということになってございます。都

市計画法第７５条の４頄の規定におきましては、延滞金につきましては条例の定

めるところによることとなっておりますことから、延滞金に係る規定を他の条例

を準用するという規定ではなく、大空町下水道事業受益者分担金等条例に関係規

定をするものでございます。改正後の条例では、第９条第１頄で延滞金割合を年

１４．５％、１ヵ月以内は年７．２５％で計算した延滞金を加算し徴収すること

を規定してございます。２頄では、計算の基礎となります督促金額の端数処理に

ついて規定しておりまして、１，０００円未満の端数またはその額が２，０００

円未満であるときは、その端数金額または全額を切り捨てることの規定をしてご

ざいます。３頄では、延滞金の額の端数処理について規定をいたしておりまし

て、１００円未満の端数があるとき、またはその全額が１，０００円未満である

ときは、その端数の金額または全額を切り捨てることを規定してございます。４

頄では、年当たりの割合を１０年、うるう年であっても３６５日当たりの割合と

することの規定をしているものでございます。附則の第５頄です。延滞金の割合

等の特例として、当分の間、延滞金の割合を引き下げる規定をするものでござい

ます。規定する内容につきましては、当分の間、延滞金の割合について特例基準

割合が年７．２５％に満たない場合、特例基準割合に７．２５％を加算した割合

とすること。それから、納期限の翌日から１カ月経過する日までの期間について

は、特例基準割合に１％を加算した割合とすることを規定するものでございま

す。 

   続きまして、大空町道路占用料徴収条例の一部改正でございます。新旧対照表

につきましては、２７ページから２８ページでございます。大空町道路占用料徴

収条例の一部改正につきましては、延滞金に関する規定を整備するものでござい

ます。道路占用料につきましては、延滞金を徴収する場合には、その取り扱いが

道路法で規定されております。道路法７３条の２頄で、道路管理者は条例で定め

るところにより延滞金を徴収することができることとなっておりまして、延滞金

の割合は年１４．５％の割合を乗じて計算した額を超えない範囲内となっている

ところでございます。新旧対照表ですが、改正前の第７条の延滞金の規定、下線

の部分ですけれども、延滞金の割合を政府契約の支払遅延防止等に関する法律の

規定で財務大臣が決定する率の割合で計算し、延滞金が１００円未満であるとき

は徴収しないという規定なってございます。この財務大臣が決定する率について

は、現在３％となっているところでございます。改正後の条例では、第７条第１

頄で、延滞金の割合を道路法で規定している１４．５％に改めるものでございま

す。２頄としまして、道路法で規定されている占用料の端数処理について規定す

るもので、１００円未満の端数または全額が１，０００円未満であるときは、端

数の金額または全額を切り捨てる規定としてございます。３頄といたしまして、

延滞金の額が１００円未満であるときは徴収しないことを規定しているものでご

ざいます。 

   続きまして、大空町準用河川占用料等徴収条例の一部改正でございます。新旧



- 106 - 

対照表につきましては、２８ページでございます。大空町準用河川占用料等徴収

条例の一部改正につきましては、延滞金に関する規定を整備するものでございま

す。河川の区分につきましては、国が管理いたします１級河川、北海道が管理い

たします２級河川、それから市町村が管理いたします普通河川がございます。町

が管理いたします普通河川のうち、２級河川に準じて管理する必要がある河川に

つきましては、町が指定をいたしまして準用河川という管理をいたしてございま

す。準用河川においては、河川占用料等に係る延滞金を徴収する場合には、その

取り扱いが河川法で規定されております。河川法では、第７４条５頄で河川管理

者は条例で定めるところにより、１４．５％の割合で計算した延滞金を徴収する

ことができることとなってございます。新旧対照表ですけども、改正前の河川占

用料等の徴収に関して督促について規定をいたしておりますけれども、延滞金の

徴収につきましては規定がされていないところでございます。改正後の条例で

は、第６条として１頄で延滞金の割合を１４．５％で計算することの規定、２頄

で占用料の端数処理の規定、それから３頄で延滞金が１００円未満であるときは

徴収しないことの規定を追加するものでございます。 

   続きまして、大空町普通河川管理条例の一部改正でございます。新旧対照表に

つきましては、２９ページでございます。大空町普通河川管理条例の一部改正に

つきましては、延滞金に関する規定を整備するものでございます。普通河川に係

る河川占用料等につきましては、河川法の適用はございませんけれども、町内に

あります準用河川との整合性を図る観点から、準用河川と同様の規定をするもの

でございます。これまで普通河川管理条例においては、督促について規定をして

おりません。延滞金の徴収に係る規定をする場合、督促に係る規定が必要となっ

てきますので、督促及び延滞金についての規定を追加するものでございます。新

旧対照表ですけれども、改正後の第２４条として、納期限後２０日以内に督促状

を発する規定、督促に関する規定を追加いたしまして、第２５条として準用河川

と同じく延滞金の徴収について規定するものでございます。また、２４条、２５

条を追加することによりまして、目次の条番号を改正するものでございます。 

附則といたしまして、この条例は平成２６年１月１日から施行することといた

しておりまして、また経過措置として改正後の大空町後期高齢者医療に関する条

例附則第３条、大空町介護保険条例附則第５条、大空町下水道事業受益者負担金

等条例第９条及び附則第５頄、大空町道路占用料徴収条例第７条、大空町準用河

川占用料等徴収条例第６条、大空町普通河川管理条例第２４条及び第２５条の規

定は、延滞金及び還付金のうち、施行日以後の期間に対忚するものに適用し、施

行日前の期間に対忚するものについては、なお従前の例によることとする経過規

定を設けているところでございます。 

   説明は以上でございます。よろしく御審議賜りますようよろしくお願いを申し

上げます。 

 

◇議  長 これから質疑を行います。質疑はありませんか。 

（「なし」の声あり） 
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◇議  長 質疑なしと認めます。 

   これで質疑を終わります。 

   これから討論を行います。討論はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

◇議  長 討論なしと認めます。 

   これで討論を終わります。 

   これから議案第８３号 大空町後期高齢者医療に関する条例等の一部を改正す

る条例制定についてを採決します。 

   お諮りします。本案は原案のとおり決定することに御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

◇議  長 異議なしと認めます。 

   したがって、議案第８３号 大空町後期高齢者医療に関する条例等の一部を改

正する条例制定については、原案のとおり可決されました。 

 

◎日程第９ 議案第８４号  

◇議  長 日程第９、議案第８４号 大空町臨時職員等の勤務条件に関する条例の

一部を改正する条例制定についてを議題とします。 

   本案について、提案理由の説明を求めます。 

竹内総務課長。 

 

◇総務課長 議案書２５ページをお開き願います。「議案第８４号 大空町臨時職員

等の勤務条件に関する条例の一部を改正する条例制定について 

   このことについて、別紙のとおり提出する。 

   平成２５年１２月１７日提出 大空町長 山下英二」 

   ２７ページをお開き願います。この条例改正につきましては、臨時職員の賃金

単価を見直すもので、職員の再任用実施に伴う給料との整合性を図り、特に幼稚

園教諭、保育士等の賃金体系を大幅に改正しようとするものであります。 

参考資料で説明申し上げますので、参考資料の３１ページをお開き願います。

この条例は、大空町の一般の臨時職員と一般の臨時職員より勤務時間が短い非常

勤職員の勤務条件について定めております。条例第２条第２頄では、臨時職員、

非常勤職員、その他町長が特に必要と認める非常勤職員の職の３区分について定

めています。従前の賃金単価は、参考資料の右の欄にあります別表２で適用して

おりましたけれども、非常勤職員につきましては、資格、技能などの専門知識を

有するもの、責任度合いの高いもの、経験年数の蓄積により職務遂行能力が増加

するもの等がおり、それぞれの職務に忚じた賃金体系にする必要があることか

ら、その他町長が特に必要と認める非常勤職員として、別表に追加して改正しよ

うとするものであります。このことから、改正前の条例第１０条第２頄の下線が

引いてある部分なんですけども、「時間給、日給または月給」というのを「第２

条第２頄第２号の職員にあっては日給とし、同頄第３号の職員にあっては時間給

または月給とする。」と改正します。第２条第２頄第１号及び第２号の職員とい
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うのは、臨時職員と非常勤職員のことを指しております。同頄３号職員について

は、町長が特に必要と認める非常勤職員のことを指してございます。別表第２の

第１頄につきましては、事務補助の日額及び時間給を６，２００円、８００円か

ら６，４００円、８３０円に改正しております。社会保険料等の増額や近隣市町

との均衡を考慮し改正しております。保健師につきましては、看護師、管理栄養

士と同額でありましたが、職務の性格上、資格の取得の状況や人材確保の観点か

ら、日額、時間給を８，６００円、１，１１０円を９，８００円、１，２７０円

に改正しようとするものです。第２頄につきましては、その他町長が特に必要と

認める非常勤職員として定めようとするもので、日々雇用とは異なり年間を通じ

て雇用するもので、特に幼稚園教諭は実務経験年数に忚じた賃金体系にするもの

であります。一般業務について、事務補助と同程度の単純労務の場合には、時間

給８３０円としております。第１頄の事務補助と同額としております。月額につ

いては、３２ページですけれども「時間給にその者の１週間の勤務時間を乗じ、

当該乗じた額に５２を乗じた額を１２で除して得た額とし、当該額に１００円未

満の端数がある場合は、１００円未満を切り上げて得た額とする。」としており

ますが、５２は５２週のことで、１２は１２カ月のことでありますけれども、そ

の他町長が特に必要と認める非常勤職員は、一般の職員よりは勤務日数を９割以

下で設定しなければなりません。したがいまして、業務内容により１週間の勤務

時間が異なります。例えば、週５日のうち１日だけ午前中勤務の場合は、週に３

４．２５時間となりますので、月額は１２万３，２００円となります。３１ペー

ジに戻りますけれども、専門性の高い一般業務というのが一番下にありますけど

も、資格を有する業務ではありませんが、業務内容が事務補助ではなく全般に及

ぶなど専門的な知識を習得する必要がある場合には、時間給１，０２０円とし、

月額では先ほどの１週間に３４．２５時間の場合には、１５万１，４００円にな

ります。 

３２ページでございます。専門的実務経験または資格が必要な業務は、医療事

務、それから介護支援専門員、教員などの資格を持ち事務に従事する場合を想定

しておりますけれども、職員の再任用職員の１級の時間単価として１，１１０円

としました。月額単価は１６万４，８００円となります。保健師資格及び高度な

専門知識を必要とする業務は再任用職員の２級の時間単価とし、１，２７０円と

し、月額では１週間に３４．２５時間の場合は１８万８，５００円となります。

専門知識を有し、責任者として施設等の運営を行う業務は、幼稚園長を想定して

おりますけども、これも再任用職員の２級の時間単価とし、１，２７０円とし、

現在の勤務実態が５日のうち１日だけ３時間４５分となっておりますので、１週

間に３４．７５時間となり、月額は１９万１，３００円になります。専門知識を

有し、肉体的疲労と危険が伴う業務は、公共施設の修繕を行う大工業務を想定し

ておりますけども、危険を伴うということで時間単価は特殊車両運転手を参考に

１，４７０円とし、現在週に４日勤務であり、月額は１９万７，５００円となり

ます。幼稚園教諭免許、保育士免許または学校教員免許が必要であって、経験年

数の蓄積により業務遂行能力の伸長を図れる業務は、幼稚園教諭や保育士、学校



- 109 - 

の補助教員を想定しておりますが、免許の取得が必要であり、経験の蓄積により

能力の伸長が図れる業務であることから、実務経験に忚じて設定することとしま

した。時間単価は再任用者職員１級及び２級の時間単価を根拠とし、その差額の

２分の１を加減算して算出しております。実務経験１年以内は時間単価が１，０

２０円、週に３４．７５時間の勤務なので月額は１５万３，６００円となりま

す。実務経験１年を越え４年以内の時間単価は１，１１０円とし、月額は１６万

７，２００円となります。実務経験４年を超え９年以内の時間単価は１，１９０

円とし、月額は１７万９，２００円となります。実務経験９年を超える場合の時

間単価は１，２７０円、月額は１９万１，３００円となります。従来は新任でも

ベテランでも月給で一律１６万８，８００円でしたが、経験年数により４段階に

設定いたしました。この経験年数は、今までに町内を問わず他の市町村や民間で

経験があれば、その年数を考慮することとしております。 

附則の１頄としまして、この条例は平成２６年４月１日から施行することとし

ております。２頄は、経過措置を規定しております。 

以上、説明申し上げましたが、よろしく御審議くださいますようお願いいたし

ます。 

 

◇議  長 これから質疑を行います。質疑はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

◇議  長 質疑なしと認めます。 

これで質疑を終わります。 

これから討論を行います。討論はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

◇議  長 討論なしと認めます。 

これで討論を終わります。 

これから議案第８４号 大空町臨時職員等の勤務条件に関する条例の一部を改

正する条例制定について採決します。 

お諮りします。本案は、原案のとおり決定することに御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

◇議  長 異議なしと認めます。 

したがって、議案第８４号 大空町臨時職員等の勤務条件に関する条例の一部

を改正する条例制定については、原案のとおり可決されました。 

 

◎日程第１０ 議案第８５号  

◇議  長 日程第１０、議案第８５号 消費税率及び地方消費税率の引き上げに伴

う関係条例の整備に関する条例制定についてを議題とします。 

本案について、提案理由の説明を求めます。 

山本総務課参事。 

 

◇総務課参事 議案書の２９ページをお開きください。「議案第８５号 消費税率及
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び地方消費税率の引上げに伴う関係条例の整備に関する条例制定について 

   このことについて、別紙のとおり提出する。 

平成２５年１２月１７日提出 大空町長 山下英二」 

   議案書の３１ページをお開きください。こちらの消費税率の引き上げにつきま

しては、平成２６年４月１日より消費税率及び地方消費税率の引き上げられるこ

とに伴いまして関係条例の整備をするものでございます。 

３１ページから３８ページまでは改正条例でございます。詳しい内容につきま

しては、参考資料の３３ページで説明いたしますので、参考資料の３３ページを

お開き願いたいと思います。消費税率及び地方消費税率の引き上げに伴う関係条

例の整備に関する条例新旧対照表でございます。 

まず、大空町行政財産使用料条例の一部改正でございます。第２条（１）中、

右にあります１００分の４につきましては、左にあります１００分の４（当該土

地の使用許可期間がひと月に満たない場合にあっては、１００分の４．３）を追

加するものでございます。本来、土地につきましては非課税でございますが、ひ

と月に満たないものにつきましては課税になることから、この条文を追加してお

ります。（２）につきましては、建物の部分でございます。これにつきまして

は、右にあります１００分の１０５から１００分の１０８へと改正をしているも

のでございます。 

続きまして、その中にあります大空町役場庁舎の目的外利用及び使用料条例の

一部改正でございます。別表の第１の使用料の区分をそれぞれ、議事堂文化ホー

ルにつきましては８，４００円から８，６４０円、１階１号会議室につきまして

は２，１００円から２，１６０円と改正するものでございます。 

続きまして、大空町東藻琴診療所条例の一部改正でございます。３４ページを

お開き願いたいと思います。別表の（１）でございます。死体検案料につきまし

ては、７，４００円から７，６００円と改正をするものでございます。続きまし

て、手数料でございます。手数料につきましては、右の表からそれぞれ５，２５

０円を５，４００円、４，２００円を４，３２０円、３，１５０円を３，２４０

円へと改正するものでございます。 

その下にあります大空町営牧野条例の一部改正でございます。こちらにつきま

しても、別表に掲げております金額につきまして、それぞれ左の表のとおり改正

するものでございます。 

続きまして、３５ページでございます。大空町簡易水道事業給水条例の一部改

正でございます。別表第１の１の専用給水計量制の表でございますが、右の表か

ら左の表へ金額につきましては引き上げをするものでございます。次に２のメー

ター使用料につきましても、右の金額を左の表のとおりすべて引き上げ改正をす

るものでございます。また、その下にあります別表第２であります。１の専用給

水計量制につきましては、３６ページをお開き願いたいと思います。３６ページ

の上段にあります右側の分につきましては、すべて左側の表のとおり改正をする

ものでございます。また、その下の２ メーター使用料につきましても、右のそ

れぞれ区分の金額を左の区分ごとに引き上げをするものでございます。 
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続きまして、大空町下水道事業条例の一部を改正する条例でございます。別表

第１、１の使用料の各表につきましても、右の各金額から左の各金額へ引き上げ

をするものでございます。また、２のメーター使用料につきましても、右側の区

分の各金額を左側の表の区分どおり引き上げをするものでございます。別表第２

の東藻琴地区公共下水道の部分でございますが、続きまして３７ページに記載を

しております、１の使用料につきましても、右の区分金額から左の区分表のとお

り引き上げするものでございます。２のメーター使用料につきましても、区分ご

との右側の表を左側の区分ごとに引き上げをするものでございます。  

続きまして、大空町個別排水処理施設管理条例の一部改正でございます。第１

０条の使用料の額につきましても、右側の区分をそれぞれ左側の部分の金額へと

引き上げをするものでございます。 

その下にあります大空町道路占用料徴収条例の一部改正でございますが、次の

３８ページをごらん願いたいと思います。３号の部分でございますが、右側の１

００分の１０５を１００分の１０８へと改正をするものでございます。 

続きまして、大空町普通河川管理条例の一部改正でございます。別表の１ 流

水占用料の中の金額分につきましては、右側の１００分の１０５を１００分の１

０８へと改正をするものでございます。次の下にあります２から続いております

土地占用料につきましては、３９ページに記載をしておりますけども、それぞれ

１００分の１０５から１００分の１０８へと左のほうへと改正をしております。  

続きまして、４０ページをお開き願いたいと思います。大空町準用河川占用料

等徴収条例の一部改正でございます。こちらにつきましても、別表の１ 流水占

用料につきまして、右の区分であります１００分の１０５から１００分の１０８

ということで改正をいたします。その下の２の土地占用料につきましては、４１

ページのほうに記載をしていますけれども、右側にあります１００分の１０５に

つきましては、すべて左側にありますとおり１００分の１０８と改正をするもの

でございます。 

続きまして、４２ページ目でございます。４２ページ目も先ほどから続いてお

ります１番上段にありますけども、１００分の１０５を１００分の１０８へと改

正をするものでございます。 

続きまして、大空町都市公園条例の一部改正でございます。こちらにつきまし

ては、第１０条につきまして改正をしております。これにつきましては、従前は

内税表示であったものを第１０条の中で外税表示で記載をしています。１０条の

条文の中ほどから新たな条文を付け加えております。これは、新たに外税課税に

するために、こちらの条文を付け加えております。これに伴いまして、別表の第

２でございます。右側に掲載をしている金額につきましては内税表示でございま

したので、本来第１０条で外税表示ということで改正しましたので、金額につき

ましては１０５円から１００円という形にその分減額になっております。備考に

つきましては、それぞれ変更になっています。 

続きまして４３ページ目、下にあります大空町メルヘン公園条例の一部改正で

ございます。４４ページに記載をしておりますメルヘン公園使用料の新規就農者
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技術習得管理施設につきましては、右側の区分表から左側の区分表へそれぞれ金

額を改正しております。 

続きまして、大空町藻琴山温泉芝桜公園条例の一部改正でございます。こちら

にあります第６条の使用料等につきましては、先ほどと同じように内税表示から

外税表示にということで、第６条の２を変更しております。この条文をつけ加え

ております。これに伴いまして別表の第２につきましては、右の金額より左の金

額のほうが下がっているということで御理解願いたいと思います。 

４５ページにつきましては、それぞれ備考につきまして変更しております。 

附則でございます。第１条につきましては施行期日、この条例は平成２６年４

月１日から施行するということでございます。第２条につきましては、経過措置

を記載しております。第４６条につきましても、そのまま経過措置を記載してお

ります。 

以上、内容等御説明を申し上げましたので、よろしく御審議願いますよう申し

上げます。 

 

◇議  長 これから質疑を行います。質疑はありませんか。 

   １番、品田好博議員。 

 

◇品田議員 若干の質問をさせていただきたいと思います。質問の内容は、この中の

消費税による一部改正ですが、特に上水道、下水道の件についてでございます。

総務文教厚生常任委員会において発言をさせていただきました。消費税の値上げ

に対して、この上下水道に関する値上げは見送れないかというふうな趣旨で質問

をさせていただいた経緯がございます。それは、これからは消費税が導入される

わけでございまして、国民の皆様方には大変御苦労が多いというふうに察してお

ります。その中で、命の水である水に対する値上げはどうかなと、私個人は思っ

ておりましたので、そういう発言をさせていただいたわけでございます。その後

に、たまたまマスコミを通じて見ることができましたけれども、これは近隣の市

でございますけども、上下水道審議会が水道料金を平成２９年度まで値上げをし

ないというような形の答申をいたしたというふうな産業建設常任委員会に対する

報告の記事でございました。私の为張は、尐しは的を尃ていたのかなと、こんな

考え方を持ちましたけれども。そのときに、私の町のこの水道会計はどうなって

いるのかなという素朴な疑問を持ちえたわけでございます。たまたま平成２４年

度決算で、収支に関しては黒字だと。資金不足なしと、こういうふうなことの報

告を受けまして、認定をされているわけでありますけども。私の町の特別会計と

この市の公営企業会計は当然違うんであろうなと。ただし、やっていることは、

同じようなことだなと、そのときの疑問でございます。はたして、うちの町の水

道、下水道、これは今まで黒字だったんでしょうか、赤字だったのでしょうか、

収益はあったのでしょうか。それとも減をしているのでしょうか。私には、ちょ

っとわかりかねないものですから、一般会計からの繰り入れで結びついている特

別会計だというふうな考え方をしておりましたけども、料金を含めて考えてみた
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ときに、そういう自分に対する疑問がなかったなということで、今般ちょっと観

点は違いますけども、御質問をさせていただいたわけでございます。よろしくお

願いします。 

 

◇議  長 伊藤建設課長。 

 

◇建設課長 それでは、ただいまの品田議員からの質問にお答えさせていただきたい

と思います。まず、最後に言われました会計として、どうであるかということで

ございます。平成２４年度の会計におきましては、それぞれ町からの繰入金で補

っておりますので、収支的には黒字ということになってございます。実質的に

は、町からの繰入金、不足している額という額につきましては、５，２００万円

ほど赤字という計算になります。その分につきましては、町から繰り入れをいた

しておりますので、最終的には特別会計については黒字という判断になってござ

います。 

それで、先ほど消費税を賦課しないで尐し延ばすというようなお話がございま

したけれども、今回の消費税の引き上げに伴う経過措置といたしまして、水道に

つきましては経過措置が設けられております。４月３０日までに検針をする分に

つきましては、現行の５％という措置がとられております。大空町におきまして

は、４月に検針をいたしまして、その検針の請求につきましては４月分、５月分

ということになります。４月分、５月分につきましては、消費税は現行の５％で

計算をした額で請求をさせていただくということになります。新しい８％の消費

税につきましては、６月以降の請求分から請求がされるという経過措置になって

ございます。また、水道、下水道の消費税につきましては、それぞれ特別会計で

運営をいたしておりますので、そのお預かりをしている消費税につきましてはそ

れぞれ納めていると、すべて預かっているものにつきましては納めているという

状況になります。ですので、来年の４月１日から消費税が上がりますけれども、

その４月１日以降に消費税分の増税分を賦課しないということになりますと、そ

れぞれ水道料の基本分が下がるということになります。４月１日からにつきまし

ては８％、経過措置でありますので６月以降になりますけども、その８％分につ

きましては、それぞれ計算をして最終的に納めなければならないということにな

りますので、４月１日から賦課をさせていただいて料金改正をさせていただくと

いう現状になっているところでございます。 

 

◇議  長 １番、品田好博議員。 

 

◇品田議員 説明をいただきました。私は、恥じるばかりでございまして、これは上

水道ということですね。５，２００万円の赤字というのは、両方あわせて、上水

道、上水道という形だけで５，２００万円の赤字だと。私は議員をしていて、そ

の認識はなかったということに対して、本当に恥ずかしい思いをしているわけで

す。質問をさせていただきまして、わかりました。そういうことであれば経過措



- 114 - 

置のことは抜いて、健全な公営企業会計というふうに考えたときに今までそうい

ったことが町民に知らされていない、また御理解を得て水道料金を上げることも

できたやに思うわけであります。決して、消費税の３％を上げたところで、それ

が賄い切れるわけではないと思いますけども、近隣の町村に比べてうちの水道料

金、これはふた地区……。 

 

◇議  長 品田議員、それは予算ですから、今は消費税のことだけでちょっと…

…。 

 

◇品田議員 関連しているんですよ。 

 

◇議  長 関連しているって、ちょっと伝わっていかないと思いますよ。 

 

◇品田議員 大きな関連をしていると思いますよ。そう思いませんか。 

 

◇議  長 消費税の関係で、今５％から８％に上がったことについての質疑ですか

ら。 

 

◇品田議員 ですから、私は消費税を上げることによって、そういう赤字の内容は消

せるわけではないでしょ。関連はあって、町民にとって大きなことだと思いま

す。赤字であるということの認識は、まずないということですね。そういった形

で、御理解を求めていかなければならないわけでありますから。町民に対する説

明の中でそういう話が出たときに、どう答えるのですか。必要性は私はあると思

ったんです。また、残念ながら決算ではなくて、このタイミングしかなかったと

いう理由は、今説明したとおりでございます。 

 

◇議  長 伊藤建設課長。 

 

◇建設課長 ただいまの町民への周知という関係ですけれども、ことしの８月の広報

紙で特集を組みまして、財政状況ということでお知らせをさせていただきまし

た。その中にも、不足分が５，２００万円という明快に、こういう状況になって

おりますというお知らせをさせていただきました。また、現在赤字分につきまし

て、給排水事業経営審議会の中で、それぞれこの赤字分について料金をどう見直

していったらいいかということで、今検討をいただいているところでございま

す。その調整をいただいた後、最終的にこの５，２００万円がすべて、すぐに解

消できるかっていうのはかなり難しいところがありますので、その分についての

検討を現在いただいているということでございます。周知につきましては、先ほ

ど言いました８月号で、見開きの２ページで、ちょっと詳しく説明をさせていた

だいているところでございます。 
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◇議  長 １番、品田好博議員。 

 

◇品田議員 質問いただきまして、８月号に出たのもありますけれども、この間の近

々の決算審査特別委員会の中で資金不足なしというふうな形の公営企業会計の経

済指標が出ているわけです。それとの整合性を問われたときに、どう答えるのか

ということになろうかと思います。今、給排水事業経営審議会でその話をされて

いるということでございますけども、この会計については、将来的にはどういっ

た形で、例えば、公営企業会計の改定とかそういったことは念頭にあるんです

か。 

 

◇議  長 山下町長。 

    

◇町  長 今回の改定につきましては、国に消費税として納めなければならない

と、その分について一旦私どもの簡易水道また下水道などでお預かりをして、そ

して国に納めるということで、これについては、やむなくその部分については、

町民の皆さんに御負担を願うということでございます。また、平成２４年度の決

算、一般会計からの繰入金がなければ、先ほど建設課長が申したような状況であ

りますが、その分を一般会計から繰り入れをして、当然隠しているわけではござ

いませんので、繰り入れの歳入頄目の中で皆さんにつまびらかにさせていただき

ながら、その経営状態についてお諮りをしたつもりでございます。ただ、そのこ

とについては、過去からの非常に大きな課題になっていると、先日の近藤議員の

一般質問にもありましたけれども、経費の増高が水源の関係などから、私どもの

現在の水道事業の中では見てとれる部分があると、それの経費を削減する、コス

トを削減するためには新しい水源の可能性、また、近隣市町との共同処理方式な

どを考えるべきではないかと。現在、給排水経営審議会の中で、料金のあり方に

ついて検討いただいておりますけれども、全体的な事業展開の中などについて

は、近藤議員の答弁で申し上げましたとおり、水源のあり方、また経営の仕方な

どについて御議論を賜ってまいりたいと、そのように考えてございます。今回の

この消費税等々に係る改正については、その部分とは切り離して御審議をいただ

ければありがたいと、そのように思っております。よろしくお願いいたします。 

 

◇議  長 １番、品田好博議員。 

    

◇品田議員 それでは最後になりますけども、この料金の問題ですけども、近隣市町

村と比べてどうなのかいうことをお聞かせください。 

 

◇議  長 伊藤建設課長。 

 

◇建設課長 ただいまの御質問ですけれども、オホーツク管内の状況からいたします

と、女満別地区それと東藻琴地区、それぞれ料金が違いますけれども、女満別地
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区につきましては、大体中間の位置にございます。大体、真ん中あたりになりま

す。東藻琴につきましては、下から２番目、安いほうから下から２番目という状

況になっております。それほど高い、女満別地区ですね、それほど高い料金設定

に今のところなっていないという状況で私は認識しております。 

 

◇議  長 １番、品田好博議員。 

 

◇品田議員 それは、オホーツク管内の市町村から比べたらかなり安いから、赤字に

なっているということの理解でよいですか。 

 

◇議  長 品田議員、本当に話が違うんです。 

議事を進行します。今の話は、なかったことにいたします。 

   そのほかありませんか。 

（「なし」の声あり） 

◇議  長 質疑なしと認めます。 

これで質疑を終わります。 

これから討論を行います。討論はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

◇議  長 討論なしと認めます。 

これで討論を終わります。 

これから議案第８５号 消費税率及び地方消費税率の引き上げに伴う関係条例

の整備に関する条例制定についてを採決します。 

お諮りします。本案は、原案のとおり決定することに御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

◇議  長 異議なしと認めます。 

したがって、議案第８５号 消費税率及び地方消費税率の引き上げに伴う関係

条例の整備に関する条例制定については、原案のとおり可決されました。 

 

◎日程第１１ 議案第８６号  

◇議  長 日程第１１、議案第８６号 大空町立学校設置条例の一部を改正する条

例制定についてを議題とします。 

本案について提案理由の説明を求めます。 

佐々木生涯学習課長。 

 

◇生涯学習課長 議案書３９ページでございます。「議案第８６号 大空町立学校設

置条例の一部を改正する条例制定について 

   このことについて、別紙のとおり提出する。 

平成２５年１２月１７日提出 大空町長 山下英二」 

   提案理由の説明につきましては、お手元の参考資料により御説明申し上げます

ので、参考資料の４７ページをお開き願います。参考資料４７ページは、改正条
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例の新旧対照表となってございます。本条例の改正の趣旨でございますが、大空

町立豊住小学校と大空町立女満別小学校の学校統合が、平成２６年４月１日に決

定したことにより、大空町立学校設置条例の一部改正を行うものでございます。  

具体的な条例改正の内容ですが、改正前の条例、別表第１中、大空町豊住小学

校の名称及び位置を削除するものでございます。 

附則といたしまして、この条例は平成２６年４月１日から施行することとして

おります。 

提案説明は以上でございますが、よろしく御審議くださいますようお願いいた

します。 

 

◇議  長 これから質疑を行います。質疑はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

◇議  長 質疑なしと認めます。 

これで質疑を終わります。 

これから討論を行います。討論はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

◇議  長 討論なしと認めます。 

これで討論を終わります。 

これから議案第８６号 大空町立学校設置条例の一部を改正する条例制定につ

いてを採決します。 

お諮りします。本案は、原案のとおり決定することに御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

◇議  長 異議なしと認めます。 

したがって、議案第８６号 大空町立学校設置条例の一部を改正する条例制定

については、原案のとおり可決されました。 

ここで１０分間休憩します。 

 

休憩 午後 １時５８分 

再開 午後 ２時 ８分 

 

◇議  長 休憩前に引き続き、会議を開きます。 

 

◎日程第１２ 議案第８７号  

◇議  長 日程第１２、議案第８７号 平成２５年度大空町一般会計補正予算（第

５号）を議題とします。 

本案について、提案理由の説明を求めます。 

竹内総務課長。 

 

◇総務課長 ４３ページをお開き願います。「議案第８７号 平成２５年度大空町一

般会計補正予算（第５号） 
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平成２５年度大空町一般会計補正予算（第５号）は、次に定めるところによ

る。 

   歳入歳出予算の補正、第１条 歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ２億４

５９万１，０００円を追加し、歳入歳出予算の総額をそれぞれ７７億４，８６８

万７，０００円とする。 

   ２頄 歳入歳出予算の款頄の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入

歳出予算の金額は、「第１表 歳入歳出予算補正」による。 

   債務負担行為の補正、第２条 債務負担行為の追加は、「第２表 債務負担行

為補正」による。 

   平成２５年１２月１７日提出 大空町長 山下英二」 

４４ページ、第１表 歳入歳出予算補正、歳入です。１４款 国庫支出金に１

億３，０５８万６，０００円を追加、１５款 道支出金に４４万５，０００を追

加、１６款 財産収入に３９０万円を追加、１７款 寄附金に４８万円を追加、

２０款 諸収入に６，９１８万円を追加。歳入合計は、２億４５９万１，０００

円を追加し、７７億４，８６８万７，０００円とするものです。 

４５ページ、歳出、２款 総務費に１億９，０９３万５，０００円を追加、３

款 民生費に６０６万３，０００円を追加、４款 衛生費に３２万８，０００円

を追加、８款 土木費に２５８万８，０００円を追加、１０款 教育費に１０万

円を追加、１２款 職員給与費に４５７万７，０００円を追加。歳出合計は２億

４５９万１，０００円を追加し、歳入合計と同額とするものであります。 

続きまして４６ページ、第２表 債務負担行為補正、１ 追加であります。農

業振興地域整備計画策定事業として、期間は平成２６年度、限度額は１，２００

万円を設定しようとするものであります。農業振興地域の整備に関する法律及び

北海道農業振興地域整備基本計画の改正に伴い、大空町の農業振興地域整備計画

書を策定するもので、全体計画の見直しを図り、計画書及び基礎資料の作成を行

い、農業振興地域管理システムの導入を含めた整備を行うものであります。計画

書や基礎資料の作成については、委託期間が平成２６年１月から平成２７年３月

までの１５カ月間必要なことから、債務負担行為を設定しようとするものであり

ます。 

次に、４７ページ以降の歳入歳出補正予算事頄別明細書の説明を申し上げま

す。３ 歳出から説明しますので、５２ページ、５３ページをお開き願います。

２款 １頄 ７目 企画振興費です。生活路線バス運行維持対策補助金に９万５

，０００円を追加しております。東藻琴から網走市の網走観光交通株式会社が運

行しております網走線について、当初１８６万２，０００円を計上しておりまし

たが、利用客の減尐により本年２１０万円となり、２３万８，０００円を増額す

ることとなりました。また、網走バス株式会社が運行している美幌線につきまし

ては、本年度は１４万３，０００円減額となることから、差し引き９万５，００

０円を追加しております。住みかえ促進事業で、住替え促進奨励金４万円、住替

え促進１００万５，０００円を追加しております。住みかえの対象となる件数が

ふえており、追加するものであります。９目 財政調整等基金費で、公共施設等
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整備基金積立金に１億８，９４９万９，０００円を追加しています。国の地域の

元気臨時交付金の追加や、土地開発公社の清算金など歳入増に伴い、今後の公共

施設整備のため基金に積み立てることとしたものであります。１３目 姉妹都市

交流費の氷川町交流事業で報償費２８万８，０００円、旅費６万２，０００円を

追加しております。氷川町との交流につきまして、平成２６年３月に開催される

氷川まつりに町民１名、職員１名を予算化しておりましたが、さらに交流を促進

するため町民を３名、職員を１名分追加しております。５頄 １目 統計調査費

で統計調査事務費を５万４，０００円減額し、報酬や役務費等で増減させており

ます。これは、各統計調査の道委託金が確定し、補助対象経費を変更しているた

めであります。 

３款 １頄 １目 社会福祉総務費で、地域福祉基金積立金に６万円を追加し

ております。ふるさと忚援寄附金として２名の方から御寄附をいただき、地域福

祉基金に積み立てるものであります。福祉灯油購入助成事業として、燃料費５８

３万１，０００円、郵便料５万円を追加しております。暖房用灯油につきまして

は、本年も高騰が継続しております。このため、その影響を受けやすい低所得世

帯に対し灯油購入費の一部を助成し、経済的負担の軽減等福祉の増進を図るもの

です。予算参考資料の４９ページに、大空町福祉灯油購入助成事業実施要綱を添

付しておりますので参考に願います。２目 老人福祉費で介護保険事業特別会計

繰出金に７万７，０００円を追加しております。介護予防住宅改修費の件数がふ

えており、一般会計へのルール分の経費として追加しております。 

５４ページ、５５ページをお開きください。後期高齢者医療給付費負担金に４

万５，０００円を追加しております。平成２４年度療養給付費負担金の額の確定

により追加となったものであります。 

４款 １頄 ５目 健康増進対策費で、前年度感染症予防事業費等補助金返還

金に３２万８，０００円を追加しております。これも平成２４年度の額の確定に

より精算するものであります。 

８款 ２頄 ２目 道路橋梁維持費の町道維持補修事業で、修繕料に２５８万

８，０００円を追加しております。平成４年に購入しました東藻琴地区の草刈り

装置、それから平成１０年に購入しました女満別地区の草刈り装置が故障してお

り修繕するものであります。 

１０款 １頄 ２目 事務局費から２５万円を減額しております。旧昭和旅館

を青年の活動拠点の場として確保し、必要な燃料や光熱費を予算計上しておりま

したが、大空町青年団体連携会議が設立され、連携会議が活動する経費として補

助金に組み替えるもので、６頄 ２目 青尐年教育費の青年団体連携会議補助金

に２５万円を追加しております。２頄 ２目 教育振興費で女満別小学校、東藻

琴小学校にそれぞれ消耗品に５万円を追加しております。ふるさと忚援寄附金と

して１名の方から１０万円の寄附をいただき、児童用図書を購入するものであり

ます。６頄 １目の財源内訳について、１，１６０万円を国道支出金と一般財源

で増減させております。本年、大空町教育文化会館整備の実施設計を行っており

ますが、その経費に国の地域の元気臨時交付金を充てているので、財源振り替え
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をしたものであります。 

１２款 １頄 １目 職員給与費で、時間外勤務手当４５７万７，０００円を

追加しております。本年はイベント事業の対忚、それから３０周年等の節目事業

の対忚、台風等の災害対忚で時間外がふえたために追加させていただいておりま

す。 

続きまして、歳入の説明を申し上げます。５０ページ、５１ページをお開き願

います。１４款 ５頄 １目 地域の元気臨時交付金として１億３，０５８万６

，０００円を追加しております。平成２４年度の緊急経済対策として実施する公

共事業の地方負担軽減策として交付されるものであります。平成２４年度の緊急

経済対策として事業費３億１，７００万円を予算化し、平成２５年度にほとんど

繰り越してはおりますけれども、その地方負担額は１億４，５００万円でござい

ます。今回、財政力に忚じた配分が確定し、大空町には９割交付されることにな

り予算化したものであります。これらの事業には、すでに地方債等の財源充当を

しておりますので、教育文化会館の実施設計に充てるほかは今後の施設整備のた

め、公共施設整備基金に積み立てするものであります。 

１５款 ２頄 ２目 民生費道補助金で、福祉灯油購入助成事業補助金５０万

円を追加しております。福祉灯油の取り組みに対し、北海道から補助されるもの

であります。３頄 １目 総務費道委託金で、各種統計調査の交付金を増減させ

ておりますが、交付金額の変更によるものです。 

１６款 ２頄 １目 不動産売払収入で土地以外で６４万２，０００円を追加

しております。旧末広牧野の隣接地、草地１万８，００５平方メートルにつきま

して隣接者から要望があり、売り払いしたものです。参考資料の５１ページ、５

２ページに位置図を添付しましたので参考としてください。２目 物品売払収入

で、不用物品売払収入２５万８，０００円を追加しております。公用自動車４台

を売り払いしたものです。３目 出資金返還金で、大空町土地開発公社出資金返

還金として３００万円を追加しております。土地開発公社の解散につきまして

は、６月定例会で議決いただいたところですが、北海道知事の解散の認可、解散

の登記等の手続などが完了し、公社設立時に出資しておりました出資金が返還と

なるものであります。 

１７款 １頄 １目 一般寄附金に４８万円を追加しております。ふるさと忚

援寄附金として５名の方から御寄附がありました。 

２０款 ４頄 ２目 農業者年金事務委託金に８３万円を追加しております。

取り扱い件数及び計算単価の増により増額となっております。９目 雑入で、大

空町土地開発公社解散清算金として５，９８５万円を追加しております。土地開

発公社の解散によるものです。退職手当組合事前納付金清算還付金に８５０万円

を追加しております。退職手当組合の負担金につきましては、３年ごとに清算す

ることになっております。ことしが清算の年で還付されることになりました。 

以上、補正予算の内容につきまして説明申し上げましたが、よろしく御審議く

ださるようお願いいたします。 
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◇議  長 これから質疑を行います。質疑はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

◇議  長 質疑なしと認めます。 

これで質疑を終わります。 

これから討論を行います。討論はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

◇議  長 討論なしと認めます。 

   これで討論を終わります。 

   これから、議案第８７号 平成２５年度大空町一般会計補正予算（第５号）を

採決します。 

  お諮りします。本案は、原案のとおり決定することに御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

◇議  長 異議なしと認めます。 

したがって、議案第８７号 平成２５年度大空町一般会計補正予算（第５号）

は、原案のとおり可決されました。 

 

◎日程第１３ 議案第８８号  

◇議  長 日程第１３、議案第８８号 平成２５年度大空町国民健康保険事業特別

会計補正予算（第４号）を議題とします。 

本案について、提案理由の説明を求めます。 

大槻福祉課長。 

 

◇福祉課長 議案書６１ページでございます。「議案第８８号 平成２５年度大空町

国民健康保険事業特別会計補正予算（第４号） 

平成２５年度大空町国民健康保険事業特別会計補正予算（第４号）は、次に定

めるところによる。 

歳入歳出予算の補正、第１条 歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ１，８

０６万１，０００円を追加し、歳入歳出予算の総額をそれぞれ１１億５，５５４

万７，０００円とする。 

第２頄 歳入歳出予算の款頄の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳

入歳出予算の金額は、「第１表 歳入歳出予算補正」による。 

   平成２５年１２月１７日提出 大空町長 山下英二」 

   ６３ページをお開きください。第１表 歳入歳出予算補正、歳入でございま

す。２款 国庫支出金に２９０万２，０００円を追加、３款 療養給付費交付金

に８７３万２，０００円円を追加、５款 道支出金に７２万６，０００円を追

加、８款 繰入金に５７０万１，０００円を追加いたしまして、歳入合計は１，

８０６万１，０００円を追加し、１１億５，５５４万７，０００円とするもので

ございます。 

６４ページ、歳出でございます。２款 保険給付費に１，５４２万８，０００

円を追加、３款 後期高齢者支援金等に２３０万９，０００円の追加、４款 前
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期高齢者納付金等に５万４，０００円の追加、１０款 諸支出金に２７万円を追

加いたしまして、歳出合計は１，８０６万１，０００円を追加し、歳入合計と同

額とするものでございます。 

次に、歳入歳出予算事頄別明細書の説明を申し上げます。歳出より説明申し上

げますので、７０ページ、７１ページをお開きください。２款 １頄 ２目 退

職被保険者療養給付費 １９節 負担金補助及び交付金ですが、退職被保険者療

養給付費に８７３万２，０００円の追加でございます。１名の高額受診案件が発

生し、不足が見込まれることから追加するものでございます。２頄 １目 一般

被保険者高額療養費 １９節 負担金補助及び交付金ですが、一般被保険者高額

療養費に６６９万６，０００円の追加でございます。当初見込みより支出がふ

え、不足が見込まれることから追加するものでございます。 

３款 １頄 １目 後期高齢者支援金 １９節 負担金補助及び交付金に２３

０万８，０００円、２目 後期高齢者関係事務費拠出金に１，０００円、４款 

１頄 １目 前期高齢者納付金に５万２，０００円、２目 前期高齢者関係事務

費拠出金に２，０００円の追加でございます。額の確定に伴い不足が生じました

ので追加するものでございます。 

１０款 １頄 ３目 償還金 ２３節 償還金利子及び割引料ですが、前年度

国庫支出金返還金として２７万円の追加でございます。平成２４年度事業の確定

に伴う返還金でございます。 

続きまして、歳入の説明を申し上げます。６８ページ、６９ページをお開きく

ださい。２款 １頄 １目 １節 現年度療養給付費等負担金ですが、療養給付

費負担金の現年度分に２１６万４，０００円と後期高齢者支援金負担金現年度分

に７３万８，０００円の追加でございます。支出額がふえたため追加するもので

ございます。 

３款 １頄 １目 １節 現年度療養給付費交付金に８７３万２，０００円の

追加でございます。歳出で退職被保険者療養給付費が増額となったため追加する

ものでございます。 

５款 ２頄 １目 １節 財政調整交付金に普通調整交付金として５４万４，

０００円、特別調整交付金として１８万２，０００円の追加でございます。支出

額がふえたため追加するものでございます。 

８款 ２頄 １目 １節 国民健康保険基金繰入金に５７０万１，０００円の

追加でございます。今回の補正予算財源調整のため繰り入れするものでございま

す。 

以上で、補正予算内容について説明申し上げましたので、よろしく御審議くだ

さいますようお願い申し上げます。 

 

◇議  長 これから質疑を行います。質疑はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

◇議  長 質疑なしと認めます。 

これで質疑を終わります。 
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これから討論を行います。討論はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

◇議  長 討論なしと認めます。 

これで討論を終わります。 

これから議案第８８号 平成２５年度大空町国民健康保険事業特別会計補正予

算（第４号）を採決します。 

お諮りします。本案は、原案のとおり決定することに御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

◇議  長 異議なしと認めます。 

したがって、議案第８８号 平成２５年度大空町国民健康保険事業特別会計補

正予算（第４号）は原案のとおり可決されました。 

 

◎日程第１４ 議案第８９号  

◇議  長 日程第１４、議案第８９号 平成２５年度大空町介護保険事業勘定特別

会計補正予算（第２号）を議題とします。 

本案について、提案理由の説明を求めます。 

大槻福祉課長。 

 

◇福祉課長 議案書７３ページお開きください。「議案第８９号 平成２５年度大空

町介護保険事業勘定特別会計補正予算（第２号） 

平成２５年度大空町介護保険事業勘定特別会計補正予算（第２号）は、次に定

めるところによる。 

   歳入歳出予算の補正、第１条 歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ６１万

円を追加し、歳入歳出予算の総額をそれぞれ６億６，８９５万３，０００円とす

る。 

第２頄 歳入歳出予算の款頄の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳

入歳出予算の金額は、「第１表 歳入歳出予算補正」による。 

   平成２５年１２月１７日提出 大空町長 山下英二」 

７５ページをお開きください。第１表 歳入歳出予算補正、歳入でございま

す。３款 国庫支出金に１７万１，０００円を追加、４款 支払基金交付金に１

７万７，０００円を追加、５款 道支出金に７万６，０００円を追加、７款 繰

入金に１８万６，０００円を追加いたしまして、歳入合計は６１万円を追加し、

６億６，８９５万３，０００円とするものでございます。 

７６ページ、歳出でございます。２款 保険給付費に６１万円を追加いたしま

して、歳出合計は６１万円を追加し、歳入合計と同額とするものでございます。 

次に、歳入歳出予算事頄別明細書の説明を申し上げます。歳出より説明申し上

げますので８２ページ、８３ページをお開きください。２款 ２頄 ３目 介護

予防住宅改修費 １９節 負担金補助及び交付金ですが、介護予防住宅改修費と

して６１万円の追加でございます。介護予防を目的とした住宅改修工事をした場

合に、１８万円を上限として給付を行うものでありますが、当初の見込みより申
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請が多いことから追加しようとするものでございます。 

続きまして、歳入の説明を申し上げますので８０ページ、８１ページをお開き

ください。３款 １頄 １目 １節 現年度分介護給付費負担金に１２万２，０

００円、２頄 １目 １節 現年度分調整交付金に４万９，０００円、４款 １

頄 １目 １節 現年度分介護給付費交付金に１７万７，０００円、５款 １頄 

１目 １節 現年度分介護給付費負担金に７万６，０００円、７款 １頄 １目 

１節 介護給付費繰入金に７万７，０００円の追加でございます。歳出で介護予

防住宅改修費が増額となったことから、負担割合に忚じ追加しようとするもので

ございます。２頄 １目 １節 介護保険基金繰入金に１０万９，０００円の追

加でございます。今回の補正予算の不足分を介護保険基金より繰り入れしようと

するものでございます。 

以上で、補正予算の内容について説明申し上げましたので、よろしく御審議く

ださいますようお願い申し上げます。 

 

◇議  長 これから質疑を行います。質疑はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

◇議  長 質疑なしと認めます。 

これで質疑を終わります。 

これから討論を行います。討論はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

◇議  長 討論なしと認めます。 

これで討論を終わります。 

これから議案第８９号 平成２５年度大空町介護保険事業勘定特別会計補正予

算（第２号）を採決します。 

お諮りします。本案は、原案のとおり決定することに御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

◇議  長 異議なしと認めます。 

したがって、議案第８９号 平成２５年度大空町介護保険事業勘定特別会計補

正予算（第２号）は原案のとおり可決されました。 

 

◎日程第１５ 発議第１３号  

◇議  長 日程第１５号、発議第１３号 大空町長の専決処分事頄の指定について

を議題とします。 

本案について、提案理由の説明を求めます。 

６番、植田泰弘議員。 

 

◇植田議員 大空町議会議案書５ページをお開きください。「発議第１３号 大空町

長の専決処分事頄の指定について 

   このことについて、大空町議会会議規則第１４条の規定により、別紙のとおり

提出する。 
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平成２５年１２月１９日提出 提案者 大空町議会議員 植田泰弘、齋藤宏

司、深川曻、松岡克美、松田信行、近藤哲雄 

大空町議会議長 後藤幸太郎様」 

提案理由を申し上げます。このことについては、本定例会において、町の債権

の管理に関する事務処理の一層の適正化及び効率化を図り、公正かつ円滑な行財

政運営を進めることを目的として、「大空町債権管理条例」が提出され、原案可

決とした件に関係する事頄であります。 

このたびの大空町債権管理条例においては、非強制徴収債権のうち、滞納が発

生し町からの督促状の発送、催告書の発送、納付相談等に忚じず任意返済の合意

が不成立となった場合、公的債務の公平負担の原則にのっとり、これまで以上に

強い姿勢で債権回収に臨むこととし、法的手段として裁判所を通じての「支払督

促」や「訴訟」、「尐額訴訟」の中から債務者の状況に忚じて手段を選択し、債

権回収に当たる姿勢を明らかにしています。 

債権管理条例提案にあわせて、非強制徴収債権回収事務の迅速化と効率的対忚

の関係から、地方自治法第９６条第１頄第１２号にある「訴えの提起」に関し、

「１債務者５０万円以下の訴えの提起及び和解」と「支払督促において債務者か

らの異議申し立てが訴えの提起とみなされる場合」に限り、地方自治法第１８０

条第１頄に定める議会の議決事頄として、議会の委任による町長の専決処分事頄

に指定するものであります。 

本議会としては、地域住民の公法上発生する債務の負担は、公平負担とする原

則のもとに、町長部局に対し自治体債権はコスト意識を持ち、迅速にかつ効率的

に債権回収に取り組むよう強く要請しているところであります。 

ついては、非強制徴収債権の回収に係る議会の委任による専決処分規定事頄

は、債権回収の事務の効率化、迅速化を図る観点から、地方自治法第１８０条第

１頄に定める事頄として、平成２０年９月２５日に制定した議会の委任による専

決処分内容につけ加えて指定しようとするものであります。 

議会の提出議案の７ページをお開き願いたいと思います。「大空町長の専決処

分事頄の指定について 

大空町議会の権限に属する事頄中、次に掲げる事頄は、地方自治法（昭和２２

年法律第６７号。以下「法」という。）第１８０条第１頄の規定により、町長の

専決処分事頄に指定する。なお、町長の専決処分事頄の指定について（平成２０

年９月２５日議決）は、これを廃止する。 

   １頄 法第９６条第１頄第１２号に規定する訴えの提起または和解で、次の各

号に掲げるもの 

   １号 町が法律上の義務に属する損害賠償に係る和解で、１件の金額が５０万

円以下のもの 

   ２号 町が当事者である訴えの提起及び和解で、１件の金額が５０万円以下の

もの 

３号 町の債権について、民事訴訟法（平成８年法律第１０９号）第３８３条

の規定による支払督促の申し立てにより履行を請求する場合で、同法第３９５条
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の規定により督促異議の申し立てが訴えの提起とみなされるときの当該訴えの提

起及び和解 

２頄 法第９６条第１頄第１３号の規定による法律上その義務に属する損害賠

償の額の決定で、１件の金額が５０万円以下のもの 

   附則 この議決の効力は、平成２６年１月１日から生ずるものとする。」以

上、提案いたしますので、御審議よろしくお願いしたいと思います。 

 

◇議  長 これから質疑を行います。 

   質疑はありませんか。 

１０番、小島一弘議員。 

    

◇小島議員 議会発議による提案に対して質疑をさせていただきたいと、このように

考えております。債権管理条例が成立しましたので、より迅速に行うという観点

から、この専決処分の中に議会運営委員会委員長のほうから説明をいただきまし

た。それはそれで理解はするところでありますが、基本的なことについて、ちょ

っとお尋ねをしておきたいと思います。このことは、専決処分の中身について

は、執行側の要請という形で文書で説明がされております。これがどうなのかと

いう観点ももちろんございますが、特に支払督促にかかわることで、住民からの

異議申し立てが出た場合についての対忚が私の重大関心事でありまして、これは

決して１８０条における軽易な案件というふうに理解ができないと私は思ってお

りますので、そのことにつきましてお答えを願えればありがたいと、このように

思っています。簡単に言えば、これは軽易なものと私は判断できないのだけれ

ど、軽易なものと判断されているという根拠についてお聞かせを願いたいと、そ

ういうことでございます。 

それと、２点目は執行側の議員協議会における説明によると、支払督促に係る

ことで異議申し立てで訴えに移行するということになった場合は、５０万円を超

えることがあるという説明を聞いたわけでありますけれども。このことについて

も、どのように説明をされるのかお尋ねをしておきたいと思います。 

３点目、御存じだと思いますけれども、専決処分は会期中にできません。そう

ですよね、議会運営委員長。何を言いたいかというと、たまたまの状況で想定で

きるかどうか私はわかりませんけれども、心配しているのは、支払督促を行って

異議申し立てが出た時点が、たまたま何らかの定例会あるいは臨時会の開会中に

行われた場合、専決処分ができないということについてはどのようにお考えにな

っておられるのか。 

以上、３点にわたってお尋ねをいたします。 

 

◇議  長 ６番、植田泰弘議員。 

 

◇植田議員 最初の軽易かどうかという判断でありますけども、議会側としては、こ

とし不納欠損処理を行政側がしたということで滞納者に対し厳しい処置を、対忚
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をするようにというふうな議会側としての要請。それに伴いまして、町民からも

この不納欠損処理を契機に、大変意識が高まってきたというようなことでありま

す。そういう観点から、議会といたしましては、この住民からの異議申し立て、

それに対する書類のスピーディーな処理をするためには、これを専決処分にする

必要があるのでないか。軽易という判断はそれぞれ意識が違うと思いますけど

も、私どもが考える上では、これはスピーディーな書類の処理という観点から、

軽易でないだろうかというふうに考えているものであります。 

それから、尐額訴訟については５０万円以下ということになります。それで、

支払督促におきましては、これは５０万円という金額には該当いたしません。こ

れは高額であっても、支払督促が議決を経ないで可能だというような判断をして

おります。すいません、もう一度最後の。 

（何事かいう声あり） 

◇植田議員 わかりました。会期中に、この異議申し立てが起きた場合ですね。専決

処分ができないという判断でありますけども、近々の常任委員会、それから定例

会、臨時会で報告をするというような運びになろうかというふうに考えておりま

す。 

 

◇議  長 １０番、小島一弘議員。 

 

◇小島議員 丁寧に議会運営委員会委員長に述べていただきまして、先ほどあるとこ

ろで一緒にお会いしたときには、お互いわからない者同士で、やりましょうなん

ていうふうな冗談も出たわけでありますけれども。私が一番言いたいのは、軽易

であるかどうかについては後ほどの討論中でもう尐し詳しく述べたいと思ってい

ますが、私は軽易ではないというふうに考えております。それはなぜかという

と、住民の異議申し立てというのは、これは極めて重要なんです。だから、私は

債権管理条例においても執行側に質疑をしました。それはなぜかというと、債権

回収時における職員の対忚の問題が出てくるからであります。それを余りにも、

悲観的に考えたりする必要がないという見方もあるようでありますが、私はいろ

んな事故が発生する可能性があることを予見しなきゃいけない。議会議員という

のは知らなかったということで済まないのです。できるだけ調査をして予見をし

て、条例その他法律の成立を期さなきゃいけない。責任を持っておりますので、

そういう意味で私は軽易だというふうに考えておりませんので、軽易だと言われ

たら、もうそれ以上私は質疑としてはできないと思います。そういう意味では、

どなたかがやじで飛ばした解釈の相違になるでしょうから。それは構いません

が。 

２点目のことなのですが、異議申し立てが起こった場合には５０万を超えて

も、これはやむを得ないのだという話でありますけれども、私も大方の議員の皆

さんは、これは優先的に債権回収のほうを優先すべきだという観点から、皆さん

そう思っておられますからそういうふうに説得をされました。議長からも説得を

受けています。ただし、５０万円だからいいのではないかっていう話があったも
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のですから、５０万円の額とは違うと、執行側の説明とちょっとそこが違ってい

るのだぞという話も、議員協議会の席で言わせていただいたわけです。このこと

については、先ほどの答弁は私の答弁の答えになっていないというふうに思いま

すので、再度お願いをいたしたいと、このように思う次第であります。 

それから、まとめて言っていいですね。会期中であっても、それは直近のとこ

ろでやるからいいのだとこういう話ですが、私が言っているのは会期中に異議申

し立てがあった場合、なるべく避けて支払督促の時期を考えて出せばいいんです

けれども、たまたまそういう時期に当たった場合については専決処分の対象にな

らないことは、これはもう北海道町村議会議長会のほうにも私は確認をさせてい

ただきましたので。開会中はできないと、専決処分ができないということであり

ますから、議決が必要になってくるのです。そういうふうに答弁していただきた

かったのですが、議会運営委員会委員長はそれは直近でやるからいいのだと、こ

ういう説明ですので、ちょっとすれ違っていますので、再度御答弁をよろしくお

願いいたします。 

 

◇議  長 ６番、植田泰弘議員。 

    

◇植田議員 支払督促については先ほど答えたつもりなのですけども、これについて

は５０万円には限定しないという考えを持っています。でありますから、尐額訴

訟の５０万円とは趣旨が違うというふうに考えております。 

それで、その次の議決を要するともいうようなことでありますけども、これに

つきましては、この条例が通りますと再度議決という頄目がない以上、専決にな

るのでないだろうかと、私はそういうふうに解釈をしておるのですけども。初め

ての提案でありますので、もう尐し勉強をしなければいけないのかなというふう

には考えております。 

 

◇議  長 １０番、小島一弘議員。 

 

◇小島議員 一所懸命、答弁をしていただきましてありがとうございます。ただ、こ

れも見解の相違がありますから、討論の段階で申し述べたいというふうに思いま

すが、細説いたします。会期中にたまたま起きた場合については、私は議決を要

するという考え方で思っておりますので、そのことに対しては、あくまでもすれ

違いの答弁になっています。ですから、これはもう致し方ないというふうに思い

ます。ただ、私が申し上げたいのは、専決処分というのは、先ほどの債権管理上

における専決処分の議論をめぐっての議論もありましたように、議会の権能の重

大な部分を、軽微なものに限って委任できるという規定が１８０条にあって、そ

の範囲内でやることなのです。ですから、私はずっと議員協議会の席上でも申し

上げたようにあくまでも支払督促は、もう条頄を外したらどうかということを申

し上げてきたつもりなのです。そういう意見を。だから、異議申し立てがあっ

て、尐額訴訟の場合は訴訟に入っていますから、これは訴えがあって異議申立が
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出たら、それはどんどん争えばいいのです。ただ、支払督促に関しては、簡単に

やれそうでいて、そこの問題点があるものですから。住民の立場に立つと、議会

があらかじめ権能を委譲していたら、誰に聞いてもらいたいという気持ちになる

のかといったら、弁護士を立てて１人で頑張ってやれやと。こんな話しかできな

くなっちゃうと思うんですよ。私は、税の賦課の公平負担、それを適正化するた

めにやるという意味は理解しています。しかし、逆に、もしかしたら事情によっ

ては、どうしても払えない人たちとか、それについての規定も債権管理条例にあ

りましたけれども、その立場に立って考えると、専決化することの問題点という

のがあると思っています。全部だめだと言っているわけじゃないですよ。これ

は、もう議会運営委員長はよくわかってくれていると思う。支払督促に関して

は、ちょっと微妙な問題が残っているなと、私はこのように思っていますので、

これ以上細説すると討論のネタがなくなりますので、その辺にとどめておきたい

のですが、再度感想を聞かせください。 

 

◇議  長 ６番、植田泰弘議員。 

 

◇植田議員 議員発議でありながら、提案者の私に質問があるということは、やはり

この発議に対しては大変重たいものがあるのでなかろうかというふうに感じてお

ります。ふだんであれば全員賛成でこの発議をするということになるのですけど

も、今回このように提案者に対する質問等があるということは、私としては重た

く感じております。 

以上です。 

 

◇議  長 １０番、小島一弘議員。 

 

◇小島議員 質疑としては、もうこれで終えたいと思うのですが。何回も同じことを

申し上げて恐縮でございますけれども、債権の回収というのは絶対に必要です。

負担の公平化も図らなきゃいけない、それも事実です。しかし、住民の観点から

いうと、これは先ほど申し上げた指摘事頄もあって、大変難しいことがあるんだ

なと。その点で私は、たとえ尐数であっても住民の前に立って、権能の一部を譲

り渡したから自分は何も言えないということは言いたくないのです。私はそうい

う考え方なので、感想を聞いて議会運営委員長の口はわかりましたので、あとは

後ほどの討論に譲りたいと思います。 

 

◇議  長 そのほかありませんか。 

（「なし」の声あり） 

◇議  長 これから討論を行います。討論はありませんか。 

１０番、小島一弘議員。 

 

◇小島議員 反対討論です。すいません。ありがとうございます。反対討論を述べさ
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せていただきます。私も討論として、ここまで踏み込みたいと思っていませんで

した。できることなら、植田委員長に先ほど感想を申し述べていただいたよう

に、できるだけ議会がまとまって、一つの意見として、特に議会の権能の一部を

委任するという行為ですから、できるだけまとまりたいと。ですから、何回も説

明を求めたり、いろいろしてきたわけです。最初の平成２０年の９月でしたか。

専決処分をやったときにも私は、実は議会運営委員会におりまして、随分議論を

やらせていただきました。その際に、やはり権能の一部を譲り渡すのはとんでも

ないという原則論を申し上げる者が多かったと思います。しかし、公用車の交通

事故に限ってはやはり、どういいますか、被害者に対して早急に損害賠償を実施

すべきだと。それをいたずらに遅らせることは望ましくないと、これは住民サイ

ドに立った発想なのです。だから、専決処分をやろうと、やむなしと、これでま

とまったというふうに私なりに解釈をいたしております。しかし、今回の件は明

らかにそれよりも範囲を超えています。私の観点からいうと、それが問題なので

す。住民の立場に立つということでなければ、あらかじめ執行側の方向性がすべ

て善で正しいというふうに思わない限り、権限移譲はできないのです。そのとき

に、住民側から異論や疑問があったときに議会議員の１人として答えることがで

きない、住民の場に立たないということはおかしいというのが私の立場です。例

えば、これも北海道町村議会議長会の事務局長と話し合ったことですが、先進事

例でいうと、白老町の場合は通年議会です、議会運営委員長が御存じのとおり。

通年議会ですから、専決処分はあり得ないです。手続的にも告示を省略して、い

つでも定例会をしていますから、通年ですから、いつでも招集が可能なのです。

ですから、私は債権管理条例にも賛成をいたしましたけれども、その趣旨はよし

なんです。でも、いろんな問題が起きるときに、議決を要するときはどんなに忙

しくたって、これは公務として我々議員の職務として本会議に出て、その案件を

やらなきゃいけないと私は思っているのです。その可能性がある予見について、

一番思いを持っているのです。僕は議員協議会でも申し上げました債権回収に伴

う領収、現金領収に伴う何か事故が発生したら、どうするのだと。そういうとき

に、異議申し立てが出たらどう対忚するのだという話までさせていただきまし

た。本来そういうことは起きちゃいけないのです。起きないというふうに私は思

いたい。だけど、北海道町村議会議長会の見解によると、議員は予見性を持って

当たらなきゃいけないという話もいただきましたし、置戸町かどこかの講演会の

席においても、一つにまとまるよりは尐数意見を尊重して、尐数意見を为張でき

るような議会にならなきゃいけないということを常々申し上げてきたと、こんな

話もされております。それがいい悪いは別です。ですから、私は議会の大事な権

能の一部を範囲を超えて委任するということは賛成できかねます。 

以上です。 

 

◇議  長 賛成の方、誰か意見はありますか。 

（「なし」の声あり） 

◇議  長 討論をとめたいと思います。 
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よろしいですか。 

（「はい」の声あり） 

◇議  長 これから発議第１３号 大空町長の専決処分事頄の指定についてを採決 

します。 

（「起立採決」という声あり） 

◇議  長 この表決は起立によって行います。 

本案は、原案のとおり賛成する方は起立願います。 

（起立するもの多数あり） 

◇議  長 起立多数です。 

したがって、発議第１３号 大空町長の専決処分事頄の指定については、原案

のとおり可決されました。 

 

◎日程第１６ 発議第１４号  

◇議  長 日程第１６、発議第１４号大空町議会委員会条例の一部を改正する条例

制定についてを議題とします。 

本案について、提案理由の説明を求めます。 

６番、植田泰弘議員。 

 

◇植田議員 議案書の９ページをお開き願いたいと思います。「発議第１４号 大空

町議会委員会条例の一部を改正する条例制定について 

このことについて、大空町議会会議規則第１４条の規定により、別紙のとおり

提出する。 

平成２５年１２月１９日提出 提案者 大空町議会議員 植田泰弘、齋藤宏

司、深川曻、松岡克美、松田信行、近藤哲雄」以上の６名であります。大空町議

会議長 後藤幸太郎様。 

   提案理由を朗読いたします。このことにつきましては、大空町議会では、平成

２２年３月に議員定数を１８名から１２名に削減したことに伴い、常任委員会構

成を３常任委員会から、総務文教厚生常任委員会と産業建設常任委員会の２常任

委員会とし、委員会審議を行ってきました。平成２２年度から平成２４年度まで

の各常任委員会の審議件数を検証したところ、３年間平均で総務文教厚生常任委

員会を１００とした場合、産業建設常任委員会においては約６３％の審議件数で

した。均衡ある委員会審議を行うため、３年間の実施実績を踏まえ、二つの常任

委員会の所管事頄を再度調整し、対忚することが望ましいと判断いたしました。

各常任委員会所管事頄の調整に伴い、委員会名称を総務厚生常任委員会と産業建

設文教常任委員会に変更しようとするものです。 

議会運営委員会については、議員定数削減後も定数の削減は行わず、６名の定

数で開かれた議会運営を目指し審議をしてきました。議会運営委員会において

は、懸案事頄でありました自治基本条例の検討、議会基本条例の策定作業が終了

したこともあり、新任期においては現行定数を１名減じても、議会運営に関する

調整審議は可能と判断し、定数を６名から５名にしようとするものです。 
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議会広報編集特別委員会については、年間４回発行の議会広報編集に加え、議

会ホームページでの議会活動経過報告、会議録の公開、本会議映像公開等の監

修、議会広報モニターからの意見聴取等、継続的な審議活動が行われている現況

に鑑み、常任委員会化を図ることが望ましいと判断しました。定数については、

現行の５名以内を５名としようとするものです。 

また、平成１８年の地方自治法の改正で、常任委員会への複数所属が可能とな

ったことに伴い、委員辞任に関する規定に改正されておりましたので、本会議に

おいても、三つの常任委員会設置となる次期任期に向けての準備にのっとり、改

正しようとするものです。 

詳細は条例新旧対照表で説明しますので、参考資料の１ページをごらんいただ

きたいと思います。第２条１号中「総務文教厚生常任委員会」を「総務厚生常任

委員会」に改め、「教育委員会の所管に関する事頄」を削ります。それから、第

２号中「産業建設常任委員会」を「産業建設文教常任委員会」に改め、「農業委

員会の所管に関する事頄」の次に「教育委員会の所管に関する事頄」を加えま

す。第２号の次に、次の１号を加えます。第３号として「議会広報常任委員会

」、定数５人とし、所管事頄「議会広報に関する事頄」、「議会広報モニターに

関する事頄」、「議会ホームページに関する事頄」、「議会インターネット中継

に関する事頄」。第４条の２第２頄中、議会運営委員会の委員定数を「６人」か

ら「５人」に改めます。第２条中の見出し中、「議会運営委員会及び特別委員の

辞任」を「委員の辞任」に改め、第２頄「委員が辞任しようとするときは議会の

許可を得なければならない。ただし、閉会中においては、議長が許可することが

できる。」と改めるものであります。 

附則、この条例は平成２６年４月２３日から施行する。 

以上、御審議よろしくお願い申し上げます。 

 

◇議  長 これから質疑を行います。 

質疑はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

◇議  長 質疑なしと認めます。 

これで質疑を終わります。 

これから討論を行います。討論はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

◇議  長 討論なしと認めます。 

これで討論を終わります。 

これから発議第１４号 大空町議会委員会条例の一部を改正する条例制定を採

決します。 

お諮りします。本案は、原案のとおり決定することに御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

◇議  長 異議なしと認めます。 

したがって、発議第１４号 大空町議会委員会条例の一部を改正する条例制定
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については、原案のとおり可決されました。 

ここで１０分間休憩します。 

 

休憩 午後 ３時 ７分 

再開 午後 ３時１７分 

 

◇議  長 休憩前に引き続き、会議を開きます。 

 

◎日程第１７ 発議第１５号  

◇議  長 日程第１７、発議第１５号 ２０１４年度地方財政の確立に関する要望

意見書を議題とします。 

本案について、提案理由の説明を求めます。 

３番、近藤哲雄議員。 

 

◇近藤議員 議会提出議案書に１３ページであります。「発議第１５号 ２０１４年

度地方財政の確立に関する要望意見書 

   このことについて、大空町議会会議規則第１４条の規定により別紙のとおり提

出します。 

平成２５年１２月１９日提出 提案者 大空町議会議員 近藤哲雄、松田信

行、勝田鉄城、松岡克美、品田好博  

   大空町議会議長 後藤幸太郎様」 

   以下、朗読をもって説明にかえさせていただきます。「２０１４年度地方財政

の確立を求める要望意見書 

政府は、８月８日に閣議了解された中期財政計画において、「地方の一般財源

の総額については、２０１３年度地方財政計画と実質的に同水準を確保する」と

されているものの、歳出特別枠の見直しなども言及されており、２０１４年度予

算編成に向けて国の歳出削減のターゲットとされることが懸念されます。さら

に、地方交付税法の本旨に反する財政制裁措置といえる地方自治体の行革努力を

反映させた交付税算定方式の導入についても検討が進められています。 

地方は、長年にわたり国を上回る歳出削減努力を続け、東日本大震災からの迅

速な復旧・復興や災害に強い地域づくり、雇用対策やセーフティーネット対策な

ど、増大する地域の行政需要に対忚するため必死の努力を続けてきました。 

以上のことから、２０１４年度地方財政計画、地方交付税総額の拡大に向け

て、次の事頄について要望します。 

記、１ 社会保障分野の充実、農林水産業の再興、環境対策などの増大する地

域の財政需要を的確に把握し、地方財政計画、地方交付税総額の実質的な確保を

はかること。 

２ 地域における経済情勢は依然として厳しいことから、地域経済の活性化や

雇用対策の取組みを実施するための措置として臨時的に設けられている、いわゆ

る歳出特別枠について減額を行わないこと。あわせて、歳出特別枠は、実質的に
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地方自治体の安定的な財政運営に必要な財源となっていることから、臨時的経費

から経常的な経費への転換をはかること。 

３ ２０１４年度の地方財政においても巨額の財源不足が見込まれることか

ら、別枠の加算について拡充するとともに、法定率の引上げなど抜本的な対策を

行うこと。 

４ 合併特例法による市町村合併の算定特例の段階的終了を踏まえ、新たな財

政需要の把握について必要な対策を講じること。また、小規模自治体に配慮した

段階補正の強化など、地方交付税の財源保障機能・財政調整機能の一層の強化を

はかること。 

５ ２０１３年度地方財政計画において、地方公務員給与費が国の臨時特例措

置に準ずるとして削減されましたが、２０１４年度予算においては、減額した給

与関係経費等に係る財源については、完全に復元すること。また、地方公務員給

与費に係る地方財政計画、地方交付税の算定については、地方自治体との協議、

合意のもとで算定のあり方を検討すること。 

６ 地方交付税の算定について、「行政努力」「地域経済活性化の成果」に忚

じた算定方式の導入や、２０１３年度の給与削減要請への対忚状況に対する財政

的制裁措置の導入などについては、厳に慎むこと。 

７ 地方法人特別税・地方法人特別譲与税の見直しや、自動車取得税廃止に伴

う代替財源を確実に確保すること。また、償却資産に係る固定資産税の確保など

の課題は、地方自治体の意見を十分に尊重し、自治体の財政運営に支障がないよ

う、必要な地方税財源を安定的に確保すること。 

   以上、地方自治法第９９条の規定により意見書を提出する。 

平成２５年１２月１９日 大空町議会議長 後藤幸太郎」提出先に当たりまし

ては、内閣総理大臣、内閣官房長官、総務大臣、財務大臣、内閣府特命担当大臣

宛てであります。 

以上、説明とさせていただきますので、御審議いただきますようよろしくお願

い申し上げます。 

 

◇議  長 これから質疑を行います。質疑はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

◇議  長 質疑なしと認めます。 

これで質疑を終わります。 

これから討論を行います。討論はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

◇議  長 討論なしと認めます。 

これで討論を終わります。 

これから発議第１５号 ２０１４年度地方財政の確立に関する要望意見書を採

決します。 

お諮りします。本案は、原案のとおり決定することに御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 
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◇議  長 異議なしと認めます。 

したがって、発議第１５号 ２０１４年度地方財政の確立に関する要望意見書

は、原案のとおり可決されました。 

 

◎日程第１８ 発議第１６号  

◇議  長 日程第１８、発議第１６号 日本型直接支払制度の創設及び経営所得安

定対策等の見直しに関する要望意見書を議題とします。 

本案について、提案理由の説明を求めます。 

８番、深川曻議員。 

 

◇深川議員 「発議第１６号 日本型直接支払制度の創設及び経営所得安定対策等の

見直しに関する要望意見書 

   このことについて、大空町議会会議規則第１４条の規定により別紙のとおり提

出します。 

平成２５年１２月１９日提出 提案者 大空町議会議員 深川曻、齋藤宏司、

田中勝吉、小島一弘、植田泰弘、中堀君子」の以上６名であります。 

趣旨内容については、朗読をもってかえさせていただきます。「日本型直接支

払制度の創設及び経営所得安定対策等の見直しに関する要望意見書 

   政府が示した「農政改革」において、農業・農村が果たしている多面的機能に

対する支払制度が創設されたことは、環境保全や地域政策を重視する世界的な農

政の潮流に即したものです。しかし、地域共同活動の交付要件、地方自治体の財

政負担、都府県に比べて低い北海道の交付単価などの課題も残されており、来年

の通常国会で法制化に向けて、より一層の拡充が求められます。 

一方、経営所得安定対策及び生産調整見直しでは、５年後の生産数量目標の配

分廃止をはじめ、米の直接支払交付金の大幅削減、米価変動補填交付金の廃止な

どが強行され、生産現場に大きな混乱をもたらしています。今回の見直しは、関

税撤廃を原則とするＴＰＰ交渉の年内妥結を目標とし、生産現場の実態や米の計

画的な生産の達成状況などが反映されておらず、生産者の不安を招いています。 

価格と需要安定の要となる米の直接支払交付金の半減は、米価暴落などで米の

安定供給を危うくし、本道など为業的な水田農家の所得減尐を招くとともに、地

域経済や関連産業等にも極めて深刻な打撃を与えることが危惧されます。 

農業・農村地域の担い手である家族農業経営が、将来にわたり、安心して営農

が続けられるよう、下記事頄について十分配慮するよう要望します。 

記、１ 日本型直接支払（多面的機能支払）制度における、地方自治体の財政

負担を改め、全額国費で実施することに。 

２ 水田農業の持続的発展を期するため、米の適切な国境措置の堅持、国によ

る需給調整の実施、水田農家の所得確保などに十分配慮すること。 

３ 国民の为食である米の価格と需給の安定を図るため、为要食糧法の趣旨を

踏まえ、適切な需給調整対策の実施などの政府責任を果たすこと。 

以上、地方自治法第９９条の規定により意見書を提出する。 
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平成２５年１２月１９日 大空町議会議長 後藤幸太郎」 

提出先に当たりましては、衆議院議長、参議院議長、内閣総理大臣、財務大

臣、農林水産大臣宛てでございます。 

よろしく御審議いただきますようお願い申し上げます。 

 

◇議  長 これから質疑を行います。 

   質疑はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

◇議  長 質疑なしと認めます。 

これで質疑を終わります。 

これから討論を行います。討論はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

◇議  長 討論なしと認めます。 

これで討論を終わります。 

これから発議第１６号 日本型直接支払制度の創設及び経営所得安定対策等の

見直しに関する要望意見書を採決します。 

   お諮りします。本案は、原案のとおり決定することに御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

◇議  長 異議なしと認めます。 

したがって、発議第１６号 日本型直接支払制度の創設及び経営所得安定対策

等の見直しに関する要望意見書は、原案のとおり可決されました。 

 

◎日程第１９ 発議第１７号  

◇議  長 日程第１９、発議第１７号 平成２６年度畜産物価格決定等に関する要

望意見書を議題とします。 

本案について、提案理由の説明を求めます。 

８番、深川曻議員。 

 

◇深川議員 「発議第１７号 平成２６年度畜産物価格決定等に関する要望意見書 

   このことについて、大空町議会会議規則第１４条の規定により別紙のとおり提

出します。 

平成２５年１２月１９日提出 提案者 大空町議会議員 深川曻、齋藤宏司、

田中勝吉、小島一弘、植田泰弘、中堀君子」以上の６名であります。 

趣旨内容については、朗読をもってかえさせていただきます。「平成２６年度

畜産物価格決定等に関する要望意見書 

北海道の酪農・畜産は、厳しい気象・地理的条件の下で、専業経営を为体に展

開し、安全・安心な畜産物を提供するとともに、国土・環境保全など多面的機能

の発揮に重要な役割を果たしています。また、乳業など関連企業とともに、地域

経済・社会・雇用等を支える基幹産業として重要な役割を果たしています。 

こうしたもと、国は「攻めの農林水産業」など農業・農村の発展と所得倍増な
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どを目指し、各種施策の実施や検討がなされています。 

しかしながら、酪農・畜産の経営をめぐっては、長引く畜産物需要の減尐と価

格の低迷、配合飼料価格の高止まりと価格安定基金の財源問題、さらに燃油・石

油製品や電気料金など生産コストの増大による経営の悪化と、生産基盤の縮小な

ど危機的な状況に瀕しています。加えて、日本は例外なき関税撤廃を原則とする

ＴＰＰ交渉に参加したことから、酪農・畜産農家は迫りくる市場開放の動きに大

変な不安と危機感を抱いています。 

ついては、国民の基礎的食料の安定供給及び地域経済・社会を支える酪農・畜

産の持続的な発展と、家族経営体を核とする多様な担い手の育成と経営の安定に

向けて、総合的な酪農・畜産政策を推進されますよう、下記事頄について強く要

望します。 

記、１ 例外なき関税撤廃を原則とするＴＰＰ協定交渉において、農産物需要

５品目など「聖域」を守るとした国会決議を断固堅持するとともに、それができ

ないと判断した場合は、交渉から脱退すること。あわせて、日豪などとのＥＰ

Ａ、ＦＴＡ交渉において、わが国の基礎的食料である乳製品や牛肉、米や小麦、

でん粉、砂糖等の重要品目を関税撤廃の対象から除外するなど、現行の国境措置

を維持すること。 

２ 平成２６年度加工原料乳生産者補填金単価については、配合飼料価格や燃

油価格の上昇、電気料金の値上げなど生乳の生産コストの実態を十分に踏まえ、

かつ適正な家族労働報酬が得られるよう、算定方法の弾力的な運用・見直しを図

り、再生産確保と経営の安定に資する単価水準に引き上げること。また、限度数

量については、国産乳製品の安定供給・需要の確保に向けた生乳生産基盤の維持

・拡大の観点に立って、適正な水準を確保すること。 

３ 平成２６年度の牛肉及び豚肉の安定価格、肉用子牛保障基準価格等につい

ては、配合飼料価格の高騰など畜種ごとの生産コストの実態を適切に反映し、畜

産経営の安定と再生産の確保が図られる基準に引き上げること。 

４ 多種多様な畜産経営において、政府価格だけでは経営安定を図ることは困

難なことから、現行の酪農経営安定対策や肉用牛・養豚経営安定対策について充

実・強化を図ること。 

   ５ 自給飼料基盤に立脚した酪農・畜産経営を加速的に推進する観点から、地

域の特性を踏まえた自給飼料増産対策を推進すること。併せて、配合飼料価格安

定制度の再構築を図ること。 

   ６ 家族酪農経営における専従者の労働軽減や休日の確保、地域での雇用創出

や担い手の育成強化などの観点から、疾病時利用事業の継続拡充や、専任ヘルパ

ー要員の確保・育成、定着への支援など、酪農ヘルパー利用組合の円滑な運営を

図るための支援事業を継続強化すること。 

   ７ 意欲ある酪農・畜産の担い手が、安全・良質な畜産物の安定供給と多面的

機能の発揮に向け、安心して経営に取り組めるよう、再生産の確保と所得の安定

を図る新たな直接支払制度・経営所得安定対策を確立すること。 

   以上、地方自治法第９９条の規定により意見書を提出する。 
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   平成２５年１２月１９日 大空町議会議長 後藤幸太郎」 

   提出先に当たりましては、衆議院議長、参議院議長、内閣総理大臣、財務大

臣、農林水産大臣宛てであります。 

よろしく御審議いただきますようお願い申し上げます。 

 

◇議  長 これから質疑を行います。 

   質疑はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

◇議  長 質疑なしと認めます。 

   これで質疑を終わります。 

   これから討論を行います。討論はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

◇議  長 討論なしと認めます。 

   これで討論を終わります。 

   これから発議第１７号 平成２６年度畜産物価格安定等に関する要望意見書を

採決します。 

   お諮りします。本案は、原案のとおり決定することに御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

◇議  長 異議なしと認めます。 

   したがって、発議第１７号 平成２６年度畜産物価格安定等に関する要望意見

書は、原案のとおり可決されました。 

 

◎日程第２０ 発議第１８号  

◇議  長 日程第２０、発議第１８号 利用者本位の持続可能な介護保険制度の確

立を求める要望意見書を議題とします。 

   本案について、提案理由の説明を求めます。 

   ３番、近藤哲雄議員。 

 

◇近藤議員 議案書２５ページをごらんいただきたいと思います。「発議第１８号 

利用者本位の持続可能な介護保険制度の確立を求める要望意見書 

   このことについて、大空町議会会議規則第１４条の規定により別紙のとおり提

出します。 

平成２５年１２月１９日提出 提案者 大空町議会議員 近藤哲雄、松田信

行、勝田鉄城、松岡克美、品田好博」の各議員であります。大空町議会議長 後

藤幸太郎様。 

   以下、朗読をもって説明にかえさせていただきます。「利用者本位の持続可能

な介護保険制度の確立を求める要望意見書 

   政府は、社会保障制度改革国民会議の提言を受け、「持続可能な社会保障制度

の確立を図るための改革の推進に関する法律案」を国会に提出しました。同法案

では介護保険制度について、要支援者に対する介護予防給付を市町村が実施する
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地域支援事業の形に見直すことや、一定以上の所得のある利用者の負担引上げな

どを盛り込んだ介護保険法改正案を、平成２６年通常国会に提出することを目指

すとしています。 

   尐子高齢化が進展する中、社会保障の機能強化に向けた財源やサービス提供体

制の確保等が一層重要となっています。高齢者の尊厳が守られ、利用者本位に基

づく持続可能な社会保障制度を確立し、高齢者が住み慣れた地域で生活できる仕

組みづくりと介護労働者が安心して働き続けられるよう、次の点について強く要

望します。 

   記、１ 要支援者を「新しい総合事業」に移行することは、社会保険の基本的

な制度である個人給付を大きく変容させるものであり、また、給付水準や負担額

の格差が自治体の財政力などによって今まで以上に拡大する恐れがあることや、

介護サービスの安定供給に懸念があるため、現行の予防給付を維持すること。 

   ２ 予防給付は、介護の重度化防止という観点から有効であり、自立支援効果

の期待できる予防給付が行われるようケアマネジメントを強化すること。 

   ３ 一定以上の所得がある介護サービス利用者の利用料の２割負担は、引き上

げによって大きな影響が生じることから、基準の設定については、長期的・継続

的負担となることを考慮した所得要件とすること。 

   ４ 特別養護老人ホームにおける補足給付の支給要件に資産を追加する際に

は、実態を把握した上で資産捕捉の確実性や公平性の確保、さらには保険者にお

ける事務負担を十分に考慮し検討すること。 

   ５ 介護人材の確保は、介護サービスを提供するための基礎的な基盤であるこ

とから、働き続けることができるよう、介護労働者を安定的に確保するためのロ

ードマップを示し、処遇改善及び人材育成・確保への財政措置を含めた施策を講

じること。 

   ６ 地域包括ケアシステムの推進にあたって、２４時間定期巡回・随時対忚サ

ービスや小規模多機能サービスの現状を検証し、改定・改善策を進めること。 

   以上、地方自治法第９９条の規定により意見書を提出する。 

   平成２５年１２月１９日 大空町議会議長 後藤幸太郎 

   提出先 内閣総理大臣、総務大臣、財務大臣、厚生労働大臣」宛てでありま

す。 

   以上、説明とさせていただきますので、御審議いただきますようよろしくお願

い申し上げます。 

 

◇議  長 これから質疑を行います。質疑はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

◇議  長 質疑なしと認めます。 

   これで質疑を終わります。 

   これから討論を行います。討論はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

◇議  長 討論なしと認めます。 
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   これで討論を終わります。 

   これから発議第１８号 利用者本位の持続可能な介護保険制度の確立を求める

要望意見書を採決します。 

   お諮りします。本案は、原案のとおり決定することに御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

◇議  長 異議なしと認めます。 

   したがって、発議第１８号 利用者本位の持続可能な介護保険制度の確立を求

める要望意見書は、原案のとおり可決されました。 

 

◎日程第２１  

◇議  長 日程第２１ 中堀君子議員の特別委員辞任の件についてを議題としま

す。地方自治法第１１７条の規定によって、中堀君子議員の退場を求めます。 

（中堀議員退室） 

◇議  長 平成２５年１０月３０日、中堀君子議員から、議会広報編集特別委員会

委員を辞任したいと申し出があります。 

   お諮りします。本件は、申し出のとおり辞任を許可することに御異議ありませ

んか。 

（「異議なし」の声あり） 

◇議  長 異議なしと認めます。 

   したがって、中堀君子議員の広報編集特別委員会委員の辞任を許可することに

決定しました。 

   中堀君子議員の入場を求めます。 

（中堀議員入場） 

◇議  長 日程第２１ 中堀君子議員の特別委員辞任の件については、辞任を許可

することに決定しました。 

   中堀君子議員の議会広報編集特別委員会委員の辞任に伴う議会広報編集特別委

員会委員の選任を行います。 

   暫時休憩します。 

 

休憩 午後 ３時４８分 

再開 午後 ３時４８分 

 

◇議  長 休憩前に引き続き、会議を開きます。 

   お諮りします。議会広報編集特別委員会委員の定数は、大空町議会広報発行に

関する要綱第４条第２頄の規定によって、５名以内です。現在の委員数は３名で

あります。選任は、委員会条例第７条第４頄の規定によって、議長において補充

する委員数を２名とし、お手元に配りました名簿のとおり指名したいと思いま

す。御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

◇議  長 異議なしと認めます。 
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   したがって、補充する議会広報編集特別委員会委員はお手元に配りました名簿

のとおり選任することに決定しました。 

   なお、議会広報編集特別委員会松田委員長から１１月８日開催の第１３回議会

広報編集特別委員会で副委員長の辞任許可を決定後、互選により後任の副委員長

に齋藤宏司委員を選任したと報告は受けております。大空町議会運営基準第１０

６号の規定により報告します。 

 

◎日程第２２ 報告第１５号 

◇議  長 日程第２２、報告第１５号 例月出納検査報告についてを議題としま

す。 

   監査委員から例月出納報告書の提出がありましたので、監査委員の報告を求め

ます。 

   近藤代表監査委員。 

 

◇代表監査委員 ただいま上程になりました、報告第１５号 例月出納検査結果報告

につきましては、地方自治法第２３５条の２第３頄の規定により報告を申し上げ

ます。 

   検査の対象となった月は、平成２５年８月分から平成２５年１０月分でありま

す。検査の内容は、毎月末の現金の出納状況及び基金の状況でございます。例月

出納検査を実施いたしました時期は、８月分につきましては９月の２０日、９月

分につきましては１０月の１６日、１０月分につきましては１１月２６日、松岡

監査委員とともに実施したところであります。 

   検査の結果につきましては、お手元に配付の資料に記載されたとおり相違あり

ません。また、現金、預金の保管状況、その他特に指摘する事頄はございませ

ん。 

   以上、適正であることを認め、監査結果の報告といたします。 

 

◇議  長 これで例月出納検査報告については終わります。 

 

◎閉会の宣言 

◇議  長 これで本日の日程は全部終了しました。 

   会議を閉じます。 

   山下町長から発言があれば許します。 

   山下町長。 

 

◇町  長 けさほどから今までの時間、長時間にわたりさまざまな議案について御

審議をいただきましたことに改めてお礼を申し上げます。平成２５年第４回の大

空町議会定例会の閉会に当たりまして、お礼をまた考え方などを申し述べたいと

思います。 

今回提案いたしました条例の中に、債権を管理する条例について提案をさせて
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いただき、お認めをいただいたところでございます。今回の条例制定につきまし

ては、過去の失態を今後繰り返さないために、また町民の皆様の納税等の意識の

中で公平、公正な事務を執行するための徴収の一つの手段として、今回条例制定

の御提案を申し上げ議決をいただいたところでございます。 

また、一方で、議会発議の中で専決処分事頄の指定というような議決もいただ

いたわけでございます。この関係につきましては、公平、公正はもちろんのこ

と、早期に事務を進めるということの意識の中で議決をいただいたものと思いま

す。しかし、一方では、非常に慎重な御意見もあったところでございます。民为

为義というものは、尐数意見の尊重というところにもつながるものかと思ってご

ざいます。今回いただきましたそういった慎重な御意見についても十分配慮して

取り組むこととしたい、そのように思います。御心配の向きが杞憂に終わるよう

に私ども事務を取り進める者として、心に受けとめながら進めてまいりたいと思

います。 

また、先ほど一つの手段ということで今回の条例制定をいただいたところであ

りますけれども、このほかに、先ほど私が答弁で申しましたように、職員の資質

の向上、さらには機動的な組織や人員体制のあり方、そういったところもお約束

させていただいたところでもございます。そういった頄目についても真摯に取り

組んでまいりたいと思ってございます。その節、皆様方からまたたくさんの御指

導をいただきますようにお願いを申し上げたいと思います。 

   また、この定例会におきましては５人の皆さんから一般質問を賜ったところで

ございます。私の進退についてのお尋ねもございました。また、その政治的な姿

勢に対する御指摘もあったことかと、そのように受けとめてございます。私ども

の町の一つ一つの課題はもちろんでありますけれども、このオホーツク管内の産

業を活性化する、そのことは本町の活性化にもつながるものだと、そういうよう

な御趣旨ではなかったかと思います。自分の足元のことばかりにとらわれず、こ

のオホーツク管内全体の課題を我が町の課題としても捉えて、そして何事にも積

極的に取り組んでいく努力をしなければならないものと改めて感じたところでご

ざいます。今後そういった面でも努力をしてまいりたいと思いますので、御指導

賜りますように重ねてお願いを申し上げお礼にかえさせていただきます。 

   まことにありがとうございました。 

 

◇議  長 平成２５年第４回大空町議会定例会を閉会します。 

   大変お疲れさまでした。 

閉会 午後 ３時５５分 

 


